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1A01 重ィオ揺L能麟＼算—麟鱈履

（詞） 0趾I 諏粋疇広

碍炉戎詞碍疇直Iよ低エネルやー御霰訊‘けば｀、 Bethe-8 Q och n 双によ＇）
凸 'l 闘伐良く計幕てさる。よた Sy心疇心により未．｀いう町：：：一連り信 1)凸注唸子一
7 ，こ的 l T：：しりて亙肘℃‘ある。（かし奎イオンに対する祉止維渾）訂算1す屹ずしも葛子り喝
知ど虞鱈くてさhい。そ直訓—つはイオ｀J贋知電荷l＼゜う 1- 7-1舟り＼‘`
沢り様吐而℃計算に入ってくるためて叩る。

よ

ふ＝（臼もi)5p
こ：て:·s譴疇怜ll尉疇譴苛I＼万i-9 -，初噂鱈直つ。寸7,{ヽ'l'以
ん，了ばそれぞ叩しば｀ノぴ恥茫表的す。畠喜I訂イオン翡哀と·保恥＼、同じてあら。
怜l訳オ―ノエネ 1しギーが0件閲／aml人は上□ 1 O と考久て良いり均につい［ば正し
l \1直が｀i恥叫立すると堅イオンに対する｝趾能 5．し m謬麟汀砂へl 1：欠さく
疇されることい1) 疇叩かなこ｀（こ可＼ ＼てこ叫‘這詞して叶な l f叫 1 年
に応ippとTelfer1./-）はトーマ 1<7叫ミり，、手膜型をもとにして均芦言ー／り疇て
あることを酋惰紀に濤さ出 lT：：：゜：こて 9 ほイズ｀ノと光り速涙tLーであな 1況丹l 、 1 J
恥kas5）が沢麟うり伍 l こ＼関する経瞭双を記翠（「：：： b
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伍＝ ｛ー以p (-1;;i鰭ぷょ／3) (;J..) 

召浪もいく 7か麟費疇提案ざ」＼ていな奎イオ兄証能に l訂する最直叩｀— 7 を利
印 L 〖 Barkagn武を校証L 「：：：。そ釘緑果を沖ー図に示め］。こ、...,て‘1\} し｀／卜ざ軋 1 いろ
戻ば（1) 弐をぽ．つて瓢T：：：口正叫を噂と 1 る。そ叫序御IIA叫rso碍勺値を
使った。氏 1 i譴り重イオン一謀圧和こつい 1 り＇戻瞭位を使い，イ穴ンエネル千可）範
国11 0. 4--月覇紐u は上に限った。実様ば(;)')鵡鱈 L たも紅，／広範訓戸{l.:i,
おい屯イオ丁慮辱l：つ I ¥ -zそのは以参r：tJ\'1馨とか／。は1り℃一荻（ていら。し
T：：：〇ゞって均的請良を閣）にか」＼ば (1)輩（.:t)式によリ少行くとも炉／外｀間1叩叫喩釘重イ
オンに対可る祖止能い計算―(`、さる...,―と n\W) かる。たrd o．りけ呵／amu 以上りイオンに岨
王喝合·てあな請演て11 1'41-I こ I紅ずら佗り終瞭可り請反および罷今lこ灼ずる祉止能n
鱈立っ心贋犀知晶，をイオ汎疇爪叩謬国Lさせる謬につい
て考察可る。

ばた（丁人、たらう．はばひろし
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閂燻
1) し、 C No•rt hc肛ff-e a頑 R.F Sch晶吋， N1尋at切ta 7-at厨，，位／

心う一 m (/910) 

J) H 叶，加如sen a鳳］「麟~'.let I Irle 謡crp叫翫叩祁d 贔呼6 0-f 
恥揺 11砥汀，巧Q_)/ re-r-彎°八 .he認 (I1胃）
3) W. Booth an.~, L. S. G_ia.nt, N鳳叫ふ以けI (I t b ぐ）
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5) W.H 、 Barkas, N{,,¥_C'leat Research EmMI§/..OKi,『吐1, Acade囮しfre.S的，

New‘(or k, (19B),,f37a 

10 ー  

功

10 
-I 

-a/3 10-a 
図

牙 1 図重ィオンり有効鱈IV う十一り一 1卯蒻ょ／3に対する 1゜0 叶．
喘勺来める「：：めに（尼った祖止能信麟11イオンが｀ li() 0‘ ら
18/Ta まで媒如J C がら Au よ℃切範国をカバーしていか
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1A02 .s-9似惰g1209Biの (3He，ル）反応 1こついて

（東大 RI 総合セ） 0 中村由美 （都立大理） 中原弘道
（北里大衛生） 村上終、紀雄

く町〉
これ了t該仄氏の主多 rJ丘応腐着·し L て直得過作 L 復合薇豹紋過姓，tJ汀〈珂尻ヴれてし‘

るが． I豹起閉吹に 1Jこっえっ1J)週経て、 11 説1叫て'`をfJ\.,、肴3分があ')． 1 f：：、叙か灼手のエネ

ルペ·‘- 7、ペグトiしの到）史．伺段分奇の致l 史にあし、1..もこの過滋1., 1} 不↑分‘てこあら。近埓、
ぇっの過程の甲間のpye- e仰;ｷ1; bi-, u~ 過紺につし｀ t研免それ 13 l• めてし‘ふ 叫e 反応で ,1 特
に入射叩q篠合 1 ネルそ｀／ 1J＼j、1.ゾこど，tあ＇）麟悉痘に寝昧 n＼抒たれな条搾1_· I J 
3He 反応の禽起明応千_., IJがIy•(Jいこl:'..が~. -911 r/諏了ての杭が起l"｛も兎め、 初氏枢積
孵門に 1パfJ碁礎千、ーダしした。 1 ／斤｀ l,} トしし1.... 11 ．代表的（膚覺領応｀の反氏q tネ
ルそ／依存，f庄t誠へ 6 fこめに J"C0; /U?A?I 2カ依• L 用ぃ［：： n f f:、入射釦qヒ｀ーム方食］

lこ綬影［ ［二彬吸核の平仇1 反貸裔牲と求め｛：：。特に、 (3/1e, ?\.,)反応に究阜しt． ｛勾臣辰；

＂い：l1) L 、§.、1J、 5 考象 l た。 ⑥ 
(i) lS5 の篠伐--げ Iし,r -rt1條i, l月ぃt入術方面への乎内反競痣釦‘5 反投·1 ネ lしぞ｀

,....も求め、複令捻逓釦全建物量恢行、和゜l"””d‘、)し考い：：恥疇仇·エネルキー
の計噂イ直しの比較も行(Jう。 (J) 

ｮ n. BIa1\れらの・衷哨 L f可乃eぺ邪i l恥研逓釦り綬繹心を．衷ゎ＇す武がら年［9
知／町辺～吟13t'じ （知） ；（ 3い）欣氏り炉日げ滋声：麟り町畷

l 已慢令知阻起1ネルキ｀ー／恥屁燻り旅．項釦ネ Iレギし／ c :原．｝瑶号ど唄舟奴
に『＇）ガ、子ら足枚）に応t印1初 1’、ラつ 1.: 7'\1’') 卜してこ、）過姓につ 1／＾て伶賓 1h 。

く更．o
ダ,.. " U) 1ーっ隈炉系しして、 B: iJ麟上に応］匹かわ但原に廃阻菟麿 ;41 f卜に (()11

吃嗜オ、しこ r リ丘／0 巧切ゎ噂の．てiL 1 ガ択．✓ I:-dJ箔i紅しfこP Aヶ 11 炉｛f?叩｝のす
応 A~殆と渇ぃ［：：＂ / V ~ /2 紐辰と、中 1: 反孔認紅］史l印麟（→伍ん）げ入して
7、ク。） 7 じした。程研，，ザイク Iフ 1一＼フン 1‘#omv "))He 照身f tィi fJ，ぃ r。 I Ai'J ／叫て
3o I這射し· r綬湧l史£行（J,た。 B,‘910、3/"'A で 2 0狐信、身1 し．＂年）史し S; (Au)表面庫
厄バ依釦燐1遠亮）史も行「J.., fご．乎灯反免啄紺1 、 冗:::.1 • Ac/ (Act At) 
(1 ：ク／げ、•/ I· 尾 Ac. •千で＇り 1 ;一つ 1 イル、ヤっ叙釘能I At ：クー己 I- 、すの孜附能）＇
で計箪 l fこ。
＜篠巣考む
”ん（叫'I\..)“旦 □ （ 311e).?\..) /I` I 呵，• （‘31髭れ）竺4t II/ }初足閉荻iJ I召 I 1 

ようてあ？ fこp,i f之、呼固反猿弱径の沖）更絲果1J`ら L55 1：：ギ＇）底湘材亥の反快迂え、 Iしキー
員＜、めて 3tfe 0 入術ェネ Iしキ・一 l ：：灯 I． 1 7'\2 ，り卜し［：：ぅが凡‘'}え 1· ある。匠lや克穀i1 、
＂筋量移行反応tfり隣 I~ 核，｝が放か、 2 れ r：：と考廷筋念っ反恥エネルギ— I .1.斑月／砂
ダ前名に放りこてれ（：に考んf：湯合＾屁藷ー1 ネ IL 't、- t牙、（て「み． これらにぷ‘)、[#い）

なが 1—ら呼 h りか l] 5 ひみJ-rs l-Iうが h 内をお
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邸にもし‘t 1;! 覆
合綬形餃過姓以外の

反応祇植がf、う＜魯

手してじらい·うこ

し1)ゞ考んら，l1 ん， 1

f:、、f 1杓i 3 雌 Iガ
繹

弁り須＇）足（文献直）
fjしがら，（松，九）
恥えにあ I1 る項材通
似尋ゎ門れ/Jじ
夭をくりぃし，曼われ

らぐ沢 lこ「l.13 1 c， 71九ら

v) pre- 笏が 1 i briu叫砕

に＾じt，り考堺、t行
f,I, (-::“況惰そ千 Il
に従，て 3j1e 反応の

全釘氏ほ直釦麟

計罹t t，立）や旦c:.
四必 Bえ の式に炎'[ 7'. 11 

.,, I 、 l （このが l舌t 3 ＇てある。 免隙イ匪 0 11 ガ 1 ：：
四

ぃ< --, 1)ヽCT) (3い）反氏の文献億 L l司 L• [ 7' 

¥9,, 1、 l 1.みに涙翁ig ↓‘')最 I ヽえ資、牙、 1 餓

をtポり 初扇1 世iが171P E計麻t 1: t -―ろ｀
n (0 -• 3_?61 /•7A9‘• 4.o7，呵l3．‘• 3,0¢ であ? f:: o 

復に、pre予ihhnvm 紅 1っ板直出に
おいて 'He fa氏· 1ゞ 1171• • ➔ といわれ｛いみ．

床咲畷rーもーいて;·/(c, l"qA3 て 11 ／穀し Tc か．

万， T 1J羨fJら祖しな（ご一切且叩1 ぅ形t
ぐべ渓f/ ｝｛疇 L 月、してし・ら1J＼恥え和扉が

この特、鍬 1 災fjみ 9‘ とうガ｀ 11 1 5 I こ府汀］とi后

イ 6 t更あれら。
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1A03 叩Aげ凶＇q7A討 ~He 反麟麟麟（rr ）

滋立文理） 韮諭一郎• O 束ね答介高橋正人・エ籐又昭
中尻弘退

緒言）拉反応機槙を解明するたわに、特に残留核に注目した場合主に生氏杖種り肋起困
数、杖昆l生体庄戒祢訊積．比及び生氏反跳枝の平均姦程の方広が用いられな柊墨性体生寂‘
断1面猜比 I'J、入射粒手によって持ち込． 1 いた角運動量がターゲ｀‘‘I I-に手えらいる凡合，つ
j ()運動量衿行の程度を示ll支している。まに、年均儲程lj放出註手の角度分わゃエネ）レギ
ースペ？トルを反映しておリ、これらの情報から核反応過桂に選する知見を得るこヒがて＇‘
ぎる。本研究でば、 197Au + c<、 /97Au 十混反応で生成する核覧）生体に注目し、これらの庄成

断耐襄比及び平均器程を求わてさた＇：今国は、特に、準定定状態の核種に重点をおいて再
度検討を行り., rこ。 To.b le I は本史験て‘｀用いた枝種の羊蔽期、準窃定状筵、区ひ•甚船火態、0)
スピシと生成する反応堅を示す。

Table I. Reaction modes and nuclear properties of the nuclides used in this work. 

Nuclides 198rn AU 198g AU l96m AU 196g AU 198m T1 198g T1 l96m T1 196g T1 

Reaction mode (3 -He,2P) (3 -He,OI) (o<, 3n) (3 -He,4n) 

(0(,()(n) 

Half-lives 2.30 a 2.698d 9.7h 6.18 d 1.87 h 5.3 h 1.41 h 1.84 h 
Spin(J) 12 2 12 2 7 + 2 7 + 2 

定、憩）ターげ｀‘w 卜には 197Au フォイル (6~/0 mglCれユ）を、生戒反跳枝の詞護に I;! AJ. 7 ォイ）し
(~45 吋glc記）を使月した。励起）日放の測定には、各ターゲット・キャッチャーブォイル
を 9 ~10救又タックとして迅いた。また平均骰程履促l3 いわゆる厚ぃ 9- げ｀、I \-，厖
いキャッチャーフォイ Iしの方う去に従った。ビーム方向に対する me(). n. pn,jeded. recoil n,.叩
ば 9- 'T`‘ットの厚さ T. 庄戒粒のキャッチャーフォイ Iし及び・ターげ｀り1-中て．の扱射能な
各々 A, Atヒして丸尚によリ束めた。巨：： T•Ac /(Ac + At). g吾身寸は理研サイ 1 IJトロシ
にて入射エネルギー 40MeV (1~ 0.5,uA) で 45 分関 ()(1 孔睦射を行りった。庄氏枝種
の溶j定Id, Auに関しては？ーザぃ！卜とキャッチャーフオ・イ）し名々について化尊分望を行 5
い、それぞ｀れの試朋 n f線測定を行rJった。

純果疇寮）叫 1,21こパ加（メ，DI. n)f96m、 3加反応旦ぴ｀／冗（混，び） 196m，仇反応における励

起）月巖核覧性体庄成助血積比((Jfv/(J』)応び｀旱均盈程（昆）の結果を示す。図に示した
砥諜12 、full momentu.m tmnsfer.IJ‘ら予想される器程を示すが，エネ）レギーと器程の関係氏｀
は LSS の方ぅ去 z) を使用した。この計躊値ば虔娩ィ』とJく合うこヒが知られている。

(r.Y.約）反応 Z"IJエネ）しキ＇•一領域が低〈励起 I関数だけがら IJ喝らかて＇勺し‘が恥勺器程
のデー汀‘・知I( m.oれentLL汎tr幼sfer 曲線よリエネルギーの増加し足に廷かく見ているこ

ナ』が幻ゆいちうう．すえさけし‘すけ，たかはしはさと，＜どうひごあき
ほかはらひうみち
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と、本亥覧性体庄成断面礼比のデー？がら複金板過社以外の反応が丈さく磨手しているこヒ
鴎察てさる。 (3い）反応てい鳴に複合板翫呈以外の反応疇託認える悦索灯‘麟。
平均器札のデー？は、 /16加磁詞が｀／16九の盈桂よりも長くはっているこヒがら、/%fluの生
氏がより丈き「，，l運動量移行を伴う反応ヒ槌定さいる。 1961加のヌじ゜シ IJ I2―てあり，．核履歴
の埠ー棧型の準位から急えると単純g一粒令移行にぷら直語過程とは悉えられにい。
これらの核農性体庄氏帥訊tじを入射粒令(J)』m吟の違いて｀＇比較してみた。 (8,3h)/9伍，屯

(SHe,4n)196m，団のようい典雙的は複合核退程の反応 IJ属／叩＞ I 鱈l l) 、(JHe,2p)”土
のようじ麟過程に近い反応て IJ風じ上～において（匹／cr』） {10―たはリ｀その逗ぃが明
らがてある。これに討し z （び，rj. n) ／？伽，仇u, (SHe, (j )196m仇においては（直／直） ~10―し IO-2とは

I)' 生霰枯に付与2かた角蝿動量がむしろ鼠捻過程に近いものてあらう。
102 ~— 3 10 

10 
1 

゜

ー゚

(
q
E
)
ャ
）

10 
-1 

10 . ... . ... 196g AU 
.. 

10 1 .... . . .. 
.、

.. . 
. . 

゜ 196m Au 」
10゜［

｢ ? ? 

. . 
^ 

o t゜。中0 y ..0 ←ヽ

邑 q 
じ

゜10 -1 ゜゜ 10 -0 。°t゜
• 

f t f f } 

• ·l 
0::: 

? t t 
f 

q 

ヒ）

°゜ -1 
10 , 

• •' ｢ 

110-1 

110ー：

---ri.... 2 l 102 Ni 
I 1 4 

I~ 

10 1 

30 40 

E_.('111eV) 
a 

Fig.l The cross sections, 

isomeric yield ratio and 

recoil ion range for the 
197 196m,g Au (a,an) ~-~ｷ..,,,Au reactions. 

• 196gAu, 。 196mAu

i t ｧ-i : t [ -[ : : -- (
E
3
＼
習
）a

z
 

2
 

ー゚

10 
1 

30 40 
Eh(MeV) 

Fig. 2 197 3 196m,g 
Au(He,a) AU 

• 196gAu, ol96mAu 

20 

1) 永目｀工藤｀ ＼ヤ厨、、村上， オ Z3国放恥イに咎討論会子稿集 (1979)
2) J. L, n.よに1t et a1., Mat. Fys. M叫． P応． Vtol. Selsk.1 塗、 N。 14(1963)
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1A04 店2TK （以 I X.n) Jユ3ユ Th(d/r エれ） ／砂（吠ぶ'Xh)
臨の I l~M砥7 紅‘這ヵ起）因羞欠
（京欠麟） 面叩月太，°藤蚤一蔚， 合面信嗣
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が祁縫がにきい 2 tか 5,

汀—認違危戸鴫「
直後の釦窪鱈違
足をもため尻生窯放
加言強艮ガヽ 5 9 ーケ
ゞ／卜厚さビームf瑣
蜘ぎ）虹差應して生
幼疇をいいめた，
得；；ホた（メ、 6k) (ol1 ク h)
砂‘（叫砂汲定の励
瓢数玄 F i各． 1 疇
す ‘4 のかt.,_ぢバ見
心文が5 の麟譴合
秘組麟麟嗜え
｀まか碑謬

Fig. 3, Excitation functions of虹畷の増知臼に
232Th(a, a'n)291Th. 232Th(a, a'6n) 浙硫疇ナして行く
226Th, and 232Th(a, a'7n)225Th. 

こtから中性繹認
物直燻］して、、ふ樟今が複ぇ 3 。 ALI (E-Q必ユ）
四：って知平した伍‘{'的麟嗚這中！項椒‘子、
す。 79レ芦 lぐらンド‘報翌 1心謬麟輝疇吠
伽蜘戸く年現7.‘‘る。しか l (J.、⑰)どは、t n)
疇で計箪紅‘賛塁麟、は＇｀由疇＼＼。
紅疇碑ヽ屯蔚麟囀疇定（げパー讀兼
いの一袈が最応すふためには一裳這 Iヽ 5 如＼I J屯
のぶりや沐、さ（なって、、丸 (CX I p幻）I (cl 、 rm,(d'『坑h)

砂げ、pり h) 疇心繕杖を柘り・ 2 疇ねれらの
翠隙l知紅叫複確でしか豆の文的 l'J,折釘 3
似、え h)旗ぶ 1) 、ヽぢ C‘ らしく Kを、り ALTCE0)計笥
直較埠函'‘9 ない/ 2. if'-うの立iさこかう叩奴蒻ミ‘

150 i複麟租‘‘恥ヽ年かの影む‘上っ L‘ヽて記履裟渇増
訳翫ぅ Iナ区灌応豆て、｀あ＄ 2 tをそ立心。
（以 h)I （以，以＇砂）砂（凡d.'7 ~)スえ繹嚢辺
知叩疇す，巧麟叫lCE疇漁現
し存＇＼。 加如1l蒋文のかた7 t_ I cl-,＇召沢ねね及之、

叩雑翫匡紋釦認我I母9‘ （知戸‘ぁぢうと寿え 5 紅。

a /a -1. 03 f'ｷn 

150 

100 

Reference 

1) Horikawa, Ann. Report RCNP, 1978. 
B. M. Foreman, Jr., W. M. Gibson, R. A. Glass, and G. T. Seaborg, 
Phys. Rev. 旦i, (1959) 382. 

M. Blann, Ann. Rev. Nucl. _Sci.埜，（1975) 123; M. Blann, Report 
C00-3494-29, 1976. • 

2) 

-29-



1A05 115MeV 凶 N + 62 Ni患イオン核反応

（者柘立大 理） 0永目諭ー哀臣愛辺道人工藤仄瑶料松久和
中原弘道 （秀研）呵野功

（結言）， 恵ィオン誘起序，う核反応では、入紺粒うサ‘9-)ずット核に虎全に吸収されして複
合版を形戒し軽粒うの麦発ゃ核府裂を起こして帝’ 起して、ヽ.I... c.omplete -f us i ort反応

核表面で'(J)ツ椒板う杓行反応 あるヽヽ ld ． これらの中陶天態、として望イオン反応‘(j)特徴で｀
もあら deep ir1el 砂ti c coll i s ion （以下 DIC) と呼ばれる過程ザある。否 T::.. 蒋イオン反

応い澤して反応に旬与する前嘩角運勃竜ザ文き、ヽために 比弱的軽ぃ子＼におい7.も核分
裂の可筐性が大きくならことか疲漁毛ず‘‘Iレ 1). を用いて予想されて、，る．以..t.0)ような
反応過程の直、 1 によっ 7 、病留核ザ迎げる反詞lくエネ Iレギーに I& ちザ、 l ザ 1主じ、．反応 l主戎狗
I "J.ゼの反蒻Kエネルギーに従っに固有(J)平均箭程ともつ。本研虎 mす 日町況V 叫↓ +位
Ni反応で 1主戒す b 個 I1 の反応 l主戎物一星発戎留該として． 5€I A5, fr€ £tc の）町立体 ツ寂
核げ9行反応印砧阿 (Drc 恥‘も含めて）として Go l司位休 DIC. 召 EI3榎合絃核分裂庄
戎初とし Sci甜輝に着目して 各々の平均揺程と求のて反応栂構を推史し巳。更に 核ぅ
杓行反応で特敏的店 Q 19 絞存性、 c.ha可-e equi Ii brntioYt Iこつヽ 1 ても、 lo の管邊妙布か
ら棟計を行なった。

（喫駿） ` 62 Ni.ダーゲット Id 電着によリ． %0 刈／c吋セルフサホ゜ートつォ,{ lレを作裂し
キャッ今ャ—つォ~ Iレ 1:. i3. A0 フォ,S I レ (200JJ3 I cm2) を甲ヽ＼ r:. 。刃一け‘‘‘‘）卜と絨キャッ

今ャー 1 オ~ Iい(J)スタックを い (2) . (3) (り m
Fi ;Jｷ 1 に、示す。これ I す 巳｀一
ム方匈に苅する meo.. Yl
projeded Yecoil Y'O. Yl呼

謬l1児セットである。辟尋射Id
理研廿イクロトロソにて．
11, MeV 14 N 15+ ビーム (I 今

Beam 
ン | □□7 I Faraday cup 

3 00 YI A) で [0~ 95 時 1瞑行勺っ Fig.1 Experimental set-up. (l)Al blank. (2)Target. 

r::。庄痰板粍直慌 Id. 羞発 (3)Al catcher foils. (4)Thick Al _foil to stop all 

”坂諏認壊にて、また light reaction products. (5)Al blank. 

Co, Sc 由t'..翌分離俊口叡吃を行なった。
（結果と考寮） F樗 2 に 菱発病留核坑ぅ杓行反応庄応物． DIC 3 E I3 榎合該勅
分裂庄炭松として それLをかし b?Ge, 5'7 Co ，辿m5c (})diffe Yentia.l Yec:.oi l rnnge を示
す。 6国疇程 Iす．典聖約 rJガウス分布を示しており鱒複合粒形成後の、忍発過程砂に直
｀王術物であゐことがわ分ゐ。歪 E 叫olす fu((0'110mentum trans feyから予想され
ら裔程より 1するかに尻豆かく，粒う板出サ‘、前方方伺とオ佳史され，直将反応的け核う衿行反応
によって庄氏していると考たられら。砧ll'l区に約しては com-p/-e詮—fu. $ io汎―fi 55)`on·

fJ t}‘・り）ゆ＼）ちらう わた店べ打ちと くどうひさあき．あら 3 つひさかす＂

なが I'dらひらおら、 こうのいさお
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から予想さ叱l る栢程． あゐヽヽ lす

程 l二ついて椀討中である。 ま S.

であら。

角置勤量疇環 lこ併う毬勅エネ［しギーの増加を含ぁ E篠
0.3 呵／c研付直にお IJらどークに由し？も現在被計中

104 

3

2

 

0

0

 

1

1

 

(
ｷ
 n
 ｷ
 e
l
 
ssau~014l/,(

,i:
,,T33< 

JO 
l 

2.0 

5

0

5

 

,
 

.

.

 

1

1

0

 

(
ｷ
 n
 ｷ
 

•) 

s
 
sau~o 

i: 
4
0
 /
,
<
.
,
,
q:

n

v

 

57 
Co 

5.0 

0

0

0

 

. 4
3

2

 

(
.
 n
.
 
e

)

 SSOU~O]:l\

l/ 

A
l
]
'
.
A
]
:
O
O
V
 

1. 0 

1. 0 2. o 
2 

mg/cmL(Al) 

69 57 44m 
Fig.2 Projected recoil range distributions of ~,Ge 、 co and • ｷｷsc. 

1.0. 2. 2:0 
mg/cm-(Al) 

1.0 _ 2.0 
2 

mg/cm"(Al) 
3.0 

他に・ワ35e(}) 壺程が特教的であリ． o.?
呵／c而に乎均稲程をもつ。これば複合

板ゥ‘らのp2n粒うが前方へ しヮ‘も丈き店
置勅エネルギーをもって扱也されるとする
と．pre-equi I l b,i\J.m過程により粒豆板也

の可有をヽ性を、示している。 和g. 31こ Co 固位体

が頁量詞を示すか‘‘•免。五し°-')にガ‘ウ
又府布に直ヽ河クを示している。ま1：： N/z 
tい）＂．榎合核ワ6Brの N/Z (= /.1 '7)に虹ヽヽと

こらでし°ークも示し．核う杓行反応 lこお 1す
る cho.. Y1-e も1u i l i brati oY1 の司悦ヽ性を示し

て、ヽる。更 1::. 、 Co lill)立｛本）国のQ 93 絞存ヽ｝豆

詞バ｀らと、 bO は以外 1-;t. o-oc C -exp CC 
応9+ △Ec）／丁）に従ってい巳。その他(J)
松耗炉昨濯程， 5cの楕魯分布、位 1詞｛麟
l鯰杓行核う数のちがいによる壺程の違い

埒についても合わせて報告する。
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1A06 呵e+50伍重イオン核反応 (I)

（都立大 理） 0釆目薔一郎

頃濯）戻野倉喫河野功
工藤仄詔 中原弘道

（姥言）亀 甕イオン核反応の特徴の一つとして 反応に削与する軌董角運勃量父が大きい
ために 中宦核においても複合板を脅痰し E控 その枝のJ2.が大きくなり 核分襄菌壁
Bfか‘祇下して核分裂の確率が高く勺ることが． Cohen う 1) によって、示さオlた。こオ（まで
にも重イオン核反応を用いピ中を核の核分裂の実験的研究が敬侶］あり．当研究をでも
11 5'MeV 14 N + 58 叫叫紅おいて．因0) Q仮存性が｀fi ss i on i n g nuclei(J) 
fi ss i lit y po.rnmet ey（～ヵ松）の値によって変化することに肴目して 疲滴戸‘)レの計
貰から予茫．づナしる即の父佼存ヽ性の 1町立体効果について報告しE 。2) 今 I目 IJ.前国(J)系と
ほぼ同じ‘fi ss i l ityげ／A ～i6) をもっ 20Ne + 1;ocr 反応岳における甕粒子救出横構0)入射工
ネルギー依存性 (ELab= q3, 146 MeV) について椋討しf:.. 戸iq, 1 に．.s h o. Y p cutoff 

計噴がら求めピ部分反応罰面積⑰及び
均のJ2紋存）卜庄を示す。g E 知 Iす Bass
モデ l)...3) がら言t買し E値を示す。核分裂が‘’
c. omplet e- fu s i on を経る．即ち delo. yed 

fi ss i on 蒻鱈 1-J. Flg. 1 から 13fの高さ
で表わされ各月．均(E J.-ab が13 MeV, Jlfu 

= 40 11,)：： 17MeV, 針（ ELo. b = 146 MeV, 

針u= ち3 '¥1)=4 MeT/とrJリ． E区b" 146 Mev 

糸での核分裂の可能性が‘‘文き＼‘ことか遺睛で‘
きる．今 l目 1す各莉うについてのエネルギー
スヘ°ワト Iレ，角度分布， Z分布 および平均
龍動エネルギー勿‘布専から、quasi -eIas tic
反応 deep i Y1el a. stic.反応 (DIC），更に l"d­
粒鐸rJどの出方および司箆性 1-:: つヽ）て報告

する
( 。 ，照叩．理研サイク日トロ｀ノにて叩ebtじ｀ームで入身寸エネルギー伶 146 MeV 
巳｀ーム鼈流 10~20 研にて行ばっ E。ターげ｀ット 1す所：Y セ I し 1 サ、t、°ートワオイ 1 レ(5"00
刈／C.而）を用い r::.。栄 1 定に 1すか‘ス此例計敬悟 AE とシリコンの suyfo ce -becni eY 
腋出器℃‘ら成る AE-E カウンターテレスコープを用いて行rJヽ‘• これがら痛3言鯰I を行な
っ E 。

（結果と考察'). 146 MeV 20Ne +,o 鯰反応手で 13. 6 ムヌ:S. 20 の粒うを諺号1 し．各茄うの
工才— lレギースペク）レ，角度分布，および Z 分布を得た。エネルギースペグト）レがら l 2. 12 
で 1す be 11 sh o.pe の様うとホし．疱型的ほ st,onsly do.mp忍 coll i s i on の免象を呈
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している。こ水らの damped event s による粒うの重心手での平均蓮勅エネ！レギーをスの

麟としてみ 7 みると F;1 2 (J)礼卸のようになる。ここで史線で、手し巳粒うの遅動エネ I レ

ギー E1 (J)冦1億ば らti ck i n9 毛デルを困、）て沢の計算 1こよ I) 求めた。
叫 (ZIZ2 e2. J)f（か l ）甜

El =EC-t恥＝ M1+ M2. R + 2_µ.Rぇ）
冶必

R= 1. 22 S- CA1 -t加） + cl 
少R2

.Jlf =必‘_jJ-己炉 R,ユ-+ §心 C sticking model hypothesis) 

叫 2 b‘ らワーロン弁力をかなりヽl 、さくしgいと、 国瑕、(J) I頁も含めf=-エネルギーサ頂渇輝
を説萌でを店、＼。 このこと 1 J. sc i ss i on 時にあ、いて b‘ なり威汀‘廿クして、ヽることザ予想
される。 F;.1· 3 Iす、 Z 2. 11 にお 1すら角度桁‘打を、示している。スf 13 で 1す前方ど— I）と、子、
して、、なが． 区 2 14 7:、 1/ らi n 6 に従ヽヽ． こオL らの雅うの板比，邁頃げ． 乎衝状態ぁらい 1 -J

勾‘T'J I) 長ぃ将翁、時 l莉 (1 回甑 lシ専す碍 l旬℃ = 3、 3 メ 10-::i. 1 sec) を経てがらの放出の可叡I

を示唆して、）な g r=-z 2[4 (J)塑哨i -3-を放出する前面積 1す．q3JVleV20Ne +印位矛、では非常

に小さ< strongly dam ped (J)齊与 Id. [jとんどみられり‘かっ「こ。ま E 2 2 [4 で 0 粒
子放比＼サ｀ l) Iしによるもの分 粒勺＼裂的反応によるものか Diffusion model や． Z 分
布等 b‘ ら椋計すら予虎である。
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1A07 邸が謡象塁知よる 1 !3 e'. ご，元、V) 竺； ！くちげる、反現と弘｀・ヘ
履村、印＼珀＼史
ぽ讀が1) 0林咬樹 昏釦魯

記和レや一物理営研究所 (K E K) 汀 1 -f >xネルにおいて、元午閉3 による庁、5該、
反応‘9Be(7Lご訊／）8Li這精訊謬＜芦心丁 P) 2l用いて行 7 た貶尉課訊i1)扉
軒につ 1) て椴告するJ J:.詫該反応 13 慕肘欣よ，啓A 析徴；王かし、反餅頌として ‘`1\ ンマ
ートラ，‘／ 7'' を生訳すケi列として還んだ。 氾―＾入れ工名iレキ -1手丁 I テマ名 Iレ I：：お IT
るt'ーム弦度を芳慮[-:::入爪、 況 7り、MeT(?=/, 0 9e7ん）オあった。 反兒訊兒i介
角復分かを翠’l史するこtによ')、.:::.(/)祓，反応の反応概構を硝らかにするンtが、コ研尻
の目的t'ある。

叉、
ベ Il リワム箔 (Z,75 ）り認吋／⑳¢)王前俊/0萩う＇フ戸芦丁 D (Kodak こ代初ー／ぷ

/00乃成唇）かJむ叫侭＇すンドイッ手ズタヽ`1 7 と入和ビームに対して差直這、相キしに。
ぞ介げ、ソ 7 に刈1する尤ーりビ’へ勺＇哀度1手、？ラスナッ 7· う：—9)· レーションカウン 7
_ (3'11¥'11¥ th.>< 1/-{}"\¢)以低ユインシ＇デンスを霰，，マ別＼史 3 いた。 尼―jかりが―)
e—埒介 7昆．＼愛1 テェレンコフ- 17 ウシターにぶる刹足から／910，4 て、あリ、そ紅，考慮、
に入れた全亡ピ＇ーム7lレエンス l~ 、 I、 /3x/09 冴＇し-2ぜあった．
艇、月やれた戸‘ST 叩、 Z,SM がao謬茨くるがし）によ 77 :i:-、‘Iやン 7`3 れた．器液I)
かく｛和 l這音液発振3 を用 II た。
誌果ヒ倍桁
｀八＞マートラッ 7'' を生成する＾ほ吐i di佗

に、 3他、もか考えられるが如t疋I/\鳩

合、そ＾反応逸程から危えて｀これら/(}要視して
も寸（ 1 であうう。 図 1 lす｀僻られに反跳萩叱
心験雙和＇＾角度か布を表わす． SST 恥
屁住上、 0 ゅ：：：： 90゜にあ'll てほ、 トラッ 7か梗出、
て．．うない。 叱萩の心芦 TOIてよる梗ぬ効平 l i、
残何翌的肋果とクーゲット厚 1 ii\梢正を汚慮に入
れて｀計鼻ばれた。 9Bc クーゲ、y 1--だ‘げて"rJ
＜謬 TD 自身も直将元ピ｀ームにより、躾肘され
る＾て..、 SST .D中＾ c 、 N, 0 と元ヒハスポ

レーション反応‘によって如、吃ぅの‘‘ハンマー
1-ラッ 7’' も王謬 l1 和ある。 それらによっ
て主じ｀ E 呪Li、 88 の角度分Ifl. 913e-? ーゲット
叩7.· I可様rJ罷射を行うこヒによ 7( 褐·ら訊た．
その珀畏と、 1図t lて示す、 図 l 爪依屎/J.、 二の
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ら N, 0 がらA‘‘ 八ンマートラッ I I/ を差し引
けて蒋らル＼たも厄ある。 図 1. Z哭に戻殷値
はクロス？表わしてある。

これら爪実験洛課麟底•モデlレと使った訂薦 IC,_
比較謬こしにかって、 1 ハ反疇椴構も詞卓．
図 1 if)知（尼ワ疋N) 初いう一核3杖ぬ反応
直してほ季自臼Jッ 7 了ウト骰乱モデルによ
る許算を行った。 それを表わすグ（ヤグラムを
因 31年す。 a 、 1 謀亥3 /‘‘1 7 了ゥ1-- 1, 日セス、
b, 1 J童粒j-)ック了ウト 7屯杉スを表わす。
9Be • P ャ 8Li l：：：つ I I てほ． a. b 、茨 1::. j：：1 
に打する I\' トラー形状目3 を用いに。（ IP.s hell)
a 、“易か、た―ヒ ‘‘P'' との背乱鋲面積I手＇（3
畔3 紅＾紋礼t｀砕ら仏た吏、絞儀から訂蔦した．
(/) b 、ハ瘍合（＜ ／Jンのよう rJ輝·値がrJ 11 (l) t. 
Jく（和 1 孔る三角形ダイfグラムを
”兄＼れて同様屯計幕を行った。(z)
こ¢\ 2つd\釘算結果g因 l に、 a 、 7’
且ビスiJー点鎮如、 b. -7・ロ似 IJ. 
鱈蟻ゎしてあ-1:J. ンれらの訂算
只げ、餃と比較するし＼夭ぎ「』遅初
易訊った旺噂屹i /J、重粒ぶ／ッ
77 叶汀も応＇｀荻ぬ3 臥るンとが
かかる， 他レ、役幻‘` l3 、両侑介子
遺が見られ、紀八反応檄楕が斎与レ
マ 11 るンしがうかかわれか
図旦＇表り1 位、じ、 N ／りから爪元スボレーション反応ハ煽紐！J-、び屏·府と
コ、汎もra,nu e, I ea. r ( Scade a')¥d eva poro.tiolY\毛デル名吊ii麿噂多行った。
ニ＾・訂犀に l if、 Mo11 te 伍 lo ユード M E ししー 7 区用い、すべての反釦過桂を加乙麿謀
紅繹澤わした。 伯し、芦＄印乎＾庁、3 萩店丘此を、兌9N : /‘°戸‘:z: fヒ
仮定し仁。 こ A もデ Iレ；（月いた訂算終果は、史、税tよく脅硯レている。 こう I I フにタ
い紋5 厄放似する 7渭セスi'ほ、 evaf゜閲tioれによる寄与が大 2 日iうt｀ある。
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＜文砥＞
(I) P、
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1A08 Z32 丁孔汀易手枝分裂に閏すう研究（直） ；笥量収率

（都立大
（新ぅ卑大

理） °エ篠久認，永日諭一祁，村松久和，中屈弘並
理）宮野和仄， （食祠 サイクロ〉河野叩

〈姉言〉 核介見： h＇げる瞥達以季 IJよく研究ざハマいうものの一つマ＇みるか‘ノその楚景
的な解杖 1;:tいi釘Jされ．て I I TJ l I 。 Bら秒苓の比較的老ぃ核の瑚合に 11 対祢的這遺｛，

ヮ／ね手の重ぃ枝の場合に 1ま秤汀れ、的に分裂すうものか｀み LI 。 これらの中i'e"]にふる R^)

Aし与 Iさ井対祢介愈」と対オ、読序」瓜 l司程度に起；いわゆる三、ソ山の箔愛収率と示す， そこて｀‘

寮者ら 1よ）汀祢惰曼令序J PI"叩註濱を分割に比穀 l うるまマ｀｀孟己る渇ふ 1: よ~ 23濯濃令及

につt 1 <記エえ Iレギー 7Mぶ7 P‘ う2-2 t-1必『まて｀の別て‘｀の分裂片の収辛と詳細心）へへた0)
?'核告する。

く疇＞ Iり T勺,,_,t : おえ霞の心op ro p入noし湘液から,mo/,,_ 叫しr p此はふ§法に< A丈ドJ:::に，

玲～ぶooが斤心危鬼 L) AL ゥュt必r 伝（著、与巫んふr) とともにに It枚也わたも
のを Tり砧とした。 li疇射謬府サ 1 7 D 卜 0 ン及ぢ核みりす 1 ク P トIJ J.,にて怜｝エ広
1レャ‘ー／に22M辺. I ピ｀ー＾危~oふv うたA に？た /0 時）引燕知した， 逆の齋 Aj h• ょ

がら伝とエえ Iレャ‘ー毛：：：：ターとして 1司叶に投知 l Tて o u'ii)滉 1 定生式収辛dJ I．］、ざ l, も
の (19閲＂濯 I /~切瓜点） 1な化翌令紀見生代｀奴辛の尺きねものは直手にふ2(.Lし）検：出溶

て^ rm 麟（ 2 屹の生双‘収辛と、求‘めた， 和似 IJ Jヒ望叶直ステ L レス板↓ミ雹沿（） 3ん

硬む務か違．を測比 l, その生瞑）反率いいた。
＜誌果疇京〉 得ら人直光の一吾｝と図に示す。 因 1 1I l pJい）反応ぁ、よ仄“T心L

杓←年5 年いいの励起Im寂と忠 T. 閲立卜如｀か cross 9¢応 I濱，＂収午叩認
を作製し全面柑~ 2四芦と l -z訂幕 L E t.0 - 7 と活のエt唸；と“ゞ凶虹こと l <示 l

たd) P惰］ 2 でふう。 ®1 の芍雌砥牧と囚 2 のピー 7 と谷の江＆扁現すなよう代 2 -

謬Iこ差グき改哀 l ［ミ Aム辺位よえて．、訂扉（たi直が図の実紐：マ‘ある 3 この打箪で 1凡

色が心Ter と（之）凸匂知心r ， （勾／幻）チ／がJ （幻／む）応た‘と用 11 たがJオト対
杯介様に対丁る応如知心r を表心示した o m．謬裂に汀 1 る卜如＇の、森rrら 11 砂

に打 l <. I さ 8、g H亙 lゎ叶）に対 l 2 lI S,? M位としたがこれ 13 叫II ..er 及 N;)(U1によ

ぅ入3噂：に対すぅ渥紅疇碍 1ず 1可 l` である。 坪 l直、・度の EC 凶／応）→,,__ I(糾／松）炉
• IJ屹卜丘 1.o2 / 1,15 を市 II ると虎峻直をよく再現する。 /[]乏のオ紅竜"/J走碩l ほと核府
知濤の一弁：国 3 に示した。 井対祢に介収．たも（りし唸,. 1 143 c~) ？へ（ 5 ，肋起）＂知の 11.{< 

”I:: I4,0 日詞の対にわす万‘Tり‘へり迄んよんr pヽ＾見らかる。 訂祢 I：伶か卜「こもの？, l ょ

l4,0 厄万の祈°> 11 みら卜はい。 呑た枝分褪 17....年に肉 I 2 I さ｝唸＇r ／叱e で I t 1411..e.V i 
戸浪｀ツ l /炉//,詞の 1叩雇 l) /6 叫V かり 1 よ王た汲‘、パう。 ‘どいに打頃祢的

lこ府がわたもの応J /4疇i ？い／j鱈 L 14 V /6 t-1以T で I J:減｀すし／＆ H幻似上でi Tこ哨加し 2

いう， こ卜（す I4 叫ァ，）とこうて＂サF ;^T i認汲 0 ~…辺勺心＋）が m ぃ T: Tこ h と，考え~シ中しふ。

しかし 11, 4- li -&V の弘～丸rl百）及廊の設告先も外られ｝ b冗0)侑杖 IJ rJ-あ＇梗訂＼fずみう。

くビ〉かさ、9f)さ／弓p‘^,iぅ'I' ,1 らうう

がで，1l lJ‘f iさ I ::う；／し 1 さ．f）‘.

むら 1 つ 2\ 3 p I ず，
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囚 1
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1A09 2l2 頂の喝ぅ核介機yこ／允する、碕咲(‘汀） ; 角度今年

（都立仄

（新写大
迎） 巧こ訴ぶ／叉詞
坪）宮抒和双，

永叫貪ーぶ＇; I 打松久初，中尿ぅ這

（珂屈 寸/i 7 口）河芍功

〈緒言＞ 杖介裂に於 IJる倍受令序JpI汀―て＇に 5以必pr,.ふtの桟の位笥によっで影象されて
ぃ，，カ‘b" うJJ‘と枝討する一つのオ沼、と I <,枝合祭片"> I奇度介ズr の浪IJ定がわる、 一般 Iミ
＼ギ工え lレヤ｀ーキ麦分裂に伴う枝介視片の角及か砕 l.l'#支店枝の左角屹勅せしy)良仄＇菜ん位

r}叫一圧rょ正！：於 lj ~ K せ只牧（口の原ふ該汀祢釉＼の投-1h (7こものて｀‘}高励起；仄‘
店の永｝枝r-対 l マ\;J"ー殺にガ｀ウ入分在も仮定（て平均催伶這ぇ~) /l よフ？沢定され

るといわ小ていら． 1 はわち）二つの枝合桑片 IJ父“L r~̂t mK'i…～に如1 にみ｝技
り対祢軸心記応I ij,\_て盗ぶという、、しヒ） K景ナなが叫心I'e叫がらj豆t ｛朱了令さ
ぶて I I }-と 11 と令啜片の角危/j;-Jr \す｝足氏｀て‘‘示了卜 3 i)" 

2 2 2 2 2 2 
!:'.'.._ (2J+l) 0T  ~ex p [-(J+l/2) • (sin"8) /4K:].JO [i (J+l/2) • (sin"8) /4K:] 

疇）をこ J : 1/] ゜
erf [ (J+l/2) / (2K;:J -, -1 

J=0 0 

......... (1) 

iたは 1バ棧温度と有効頃l這牟の積て＂示亡るから）炭，「こ＂の技/jj'展片の角度戸這
ベ‘ることによ＇），吃汀小の萩合祭片 1: 汀応する枝温度と有効憤Iヽ王『這｀が積の而噂らが

ろ 2 と 1 こ rJる。 このために対祢惜信惰釣が秤対祢箔暑令‘f'Jと Eこ免いうぅ程度まで起げ伶

t /げ豆渇ふの系直酸，も応 T-:. のて＂報告 T る．

〈直〉 Nしい止 1-:: J.噂芝～珈ゲ；ん遼着 L Ta,.,--?-'tとした。 照、約 1濯研サイ 7 Iコ
トにンね 2 J厖十工え lレギ'- l5疇 I t'’ーム亜浪 o,r~ 1µA て｀｀ !:~/2 時｝釘行フた。 技令袈

片 Id°た位必凶J坪仕法にて AA 戸J::. Ve 捕‘傑 L' 照知終 5 1委／屹の AU一たそし辺‘'い0)角
度に祀当すぃ命分に切フマ測兒した。 主成｀収年の大き rJ該袴は直特 I こ 1'l、さ 0 核袴 IJ'化

浮分雛伶逆の r捻と似Lし）夜也賂 z‘' 湧'l 定した。 '*'庫 1こ良l I < I J:化氾房髄役 12 位d)お謀

1:. p心之丘e1灸疇て測定し T:. o 

＜誌果と考寮） 件らい[:.角度今ん0)一脊をIi] 1 ド示 T 。 こ小う 1; 3 叶 1月の実験 P‘ ら未｀
めたものでみう。 点、線1戸覆） = 1 t C ぷ8 て＇裔を叫 l 疇、£ふしである， 2'('- らl1)角度か
、やがら角度異オ性（訳0°〉/w直））を求め各府桑片の随量江に力し 2 囮吊 L Tc. "J P直2.でみ
ふ この図p‘り悟管工の，1、さ，誼種ほ l角度要が戸可 I 1: < ;霞和c iJ)尺うTJ枝祖よ（以
愛がさが太ヨくりっマ＼ l ることがわかる。 中朋のもの 13 l" cc.の噌1JD とともに向度現オ
性が‘芥さ< rJ.フ 2 いる。 a. Tこ 116C;; 1 J.'シャヘィ枝 2’’ みらの Z`’ ざ今土吠‘尺 I a もり励起エえ IL/キニ

バ乎とさ人る？‘みううか｀ I I角いがロバ0::.0)文弐はものと同じは湿ドあう。 ＇匁は
も国様であう。 この：：：とから生武‘に、も票 TJ出＼ l 尻雌江え Iレt1 ーと 1勺度愛才 1ヽ氾 IJ疇： ＼之

いらい裸 1こ芯ゎ小｝。 従）之叫f'ぇ rヘシt必 2) の 1魂杖＼ Iこ＄うに「訂．祢的に社）すふゥ

に 1 び汀 rJ励起工え 1レヤ｀ーが｀、も要であふのざ芍称的に／分莉 l たもの0) iり及戻示、1注 1 ずう卜ir祢
に合肯Il しにもののだ卜よりも小さ ll ,.Jとずるのば名当で/:i_ I I ように思われら＂ 怜こで／

くどう岱］あぎ／ r, 炉めゆ 11 ちう〉

月で vうか「＇ずさ／こうり 1 •さむ

むら 1 つ 1 さかず＇，
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対祢，＂分割と非出打、いげl 1J-沼パパ 7
Tこ｛靡違フ 2 起っ< \'3-とする 2~が疇 I こ

廃ブ｀ I I (叩T~ 行っ T, ． 更応‘｀ずし＼仇た如バ

図念の記詞切いい面積} l-'- 7 と俗の
疇立現す 3 よう 12 ((渇ら臼叫凸

計誦｝＇） ／夕M江配詞／ぅ戸市が記て 7汀i
乎匂核蓋底Iぷ以好凰冗汀祢な俵 I ミ m· る平

均校羞度は 0心9M辺と求わらぃ． ーオ
鱈から 1号りむf：角度蜀才，ぽ心□ 叫のi邑と
属より求めう。 こ中らの値i;_ I打い? j謬癌

砦砂 Iふ対する肩畑I賣I•玉『も宇 □F 対打、の屹れの

庄t東‘めると約 2, S に「ふる， この｛直炉を当 T~・

tの豆るかどうかということJ俊達比炉中 1釘

6) もの 1r 訂祢履骨麟直均祢賃舟 I分‘点'11 11) }昆危
と 1 ｀うこと 2澄用でをふ P‘ とへうか，及な唸r)

吹r 心臼げけ濯吃分割のものぶリも角度男
才位］う）I.! し）というこ\:::'"")幻 l 2 け項麻梗訂中

ざるう。
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1A10 Z3ru 袴只t生打核グ巖反応：：お 1ナるクIJその収孝

（原屈）。和 l進—•閑根俊痢馬喝宏

(IJじめに） 麟製1-: 1籾ぃ， ~3 の粒子しして，K桑ヘリウム，酸桑等の蒋ぃ核ヵf‘
紅1 れ，遠棧鐸いがられている．こ小ら祁粒：和1$製 (5区心砂）後非蒋点鰭1旬
のうら 1淑出コ収 3 こしが｀碓認2 れていろのて｀． 三伸椋な製．の屈究、 IJ S必“心兄／ご l蘭する知
見を手えるぎ、て‘•重字であろ． V灰砂v-ら 1斤u,3‘u,299f“も熱中怜キ枝ケ笈にJ:;りう棧々
涅和畔直項公希，賃喝り析恙 I-<- よって求あていう。彼ら 1結果て 11 J I Hから”°
うで｀の科和叫｝＾中て、、 11, 3出， 6Li，知が特·r：：釦． 3出し ”B々 l：：ついて 11 収争の上限
｛直IJ'(!f:pら K ていうのみである．復~ら 11，辞核ヵI.、主 1"'&製咳＾れ以名の祈かt舟知I}\ 3 し
し，もしそt1J叩必 4 令粉が求’トタチM1I(// 状態にあるし 1反足すY\. IJ:・｝上託の中＇的不足該
惰叫孝が成少すう 4 て‘汀 r5 いがし推定しtいる。 しかし，彼ら (1収辛 E 比較する 1'2当
, z.環枝り製パ‘要 T5 エえ Iレギ'- ri t·4 反応唸揖即諷屯、から方察して 11 いない。校庄
する珀論が極から 11 3He /‘L i, 1：：つい、t 11 哨らか 1 こ Vれ4ク炉ら"'i甜知裏1すげてい 3
が‘，クク.(l2 ついt l1 これiて‘り史駿の愚度が知、 Tつめ 1丸珀袴t a 比戟t U渭Ti,え Ti-い
“t•ある．そこ凋‘‘3皇危ら 1im」が輝、によ~) I 叫q触臼這ljj'製 I2 わり 3 クIJそ
の収争I:m 屯度tこいi t`〗板告より 2”.t.之そ 3 べ<, "1行な， T：： o
（臭紀 2. 7 Y.環塙(/J ;::..醸it'..,ウぅ Table l Details of ~x per~;~~al ~a t a 

ンを易純度 YIしミニ凡姐：：包み，石
＂ l::紅恥頂応RR-4年9

EXP-1 EXP-2 EXP-3 

Number of 2-3...5 ... u atoms 1. 6lxl0 19 1. 59xlo19 3. 43xl019 
Cross section of -22 -22 -22 
235U(n,f) reaction(cm2) 5.825xl0 5.825xl0 5.B25xlO 

Thermal neutron flux 
3. 34xl0 13 (sec -1 -cm--2 •1 3. 44xl0 13 3.SOxlO 13 

Irradiation time (hr) 17.5 17. 5 35,0 

7 Be Saturation factor o. 00914 0. 00909 0. 01694 

Cooling time (day) 71.41 95. 45 57.45 

Chemical yield o. 61 o. 89 o. 71 

Peak area of 477-keV 
く 26 く 26 くJOy-ray (counts) 

Peak efficiency 0.0332 0.0332 0.0332 

y-Ernission proba-
0.1035 0.1035 0.1035 bili ty (per decay) 

Counting time (sec) 400 k 400 k 400 k 

Yield of7 'Be (per 
fission) く 2. 7xl0-ll く 2. 7xl0 —11 < s,10-12 

ドて感、象「しf:::.。産A屯軒東 lI A1—•Co 
ヮ~'(-てJモニターした。経、身1後約／
,,.,,3 ヶ月｝年令秤し T＝ウラン糾粍 11-.
既知贅，，べ｀ I} ヽ）ウ叫釘本t加えァルミ
：：うはふ‘遺駿ー虚蔽誠 I:: t脊解
L T::. 。就祖，福蘇釘皇イオン交換払
にてウランしヶ離し，次いて｀｀．楊イオ
ン交換知：：て希土殺バ、及びア 1しミニ
ウム惰紅 r：：・ベリ＇）ウム 11 l 嗅
職にてセシウムしい輝 L Tこ．衣 lこカニ敏ー水諭、灯、／毛＝ウム各q知狂 Iこよ＇）セシ
ウムをぅ籾液中に残し水酸化ベ・りりウム人が水竣化わ二鉄りも殿碍，）ケ綽． L T：：．弓ぼ緩之
紐叶輝l滋絡 l 直，応彗I 叶蒻｛りI-リい遣が．加え，水稜化や） Iげ豆
恭が遺し水酸｛しカニも知知かしJ ＝ウ＾！ニオブ｀及びー苓f Iレテニウムむ兄殷紅し
「？．この充骰操作t <.')かんし々シ＇7ム，釘しJ =-~ムふ憎、広ユ八「::,こI:.. t柑捉 T=-復
復イ 1 ン交浚及び·椿 1 オン交我にtルテニら人り旦 l T::. 。べ｀ 1) 1) ウム 11，メう lレオキシ
ンし用い PH 1 、 0 I：：てべ＇）りウムオキシネートI: t t弐殿2 セ， 7＾うスカルクーt‘‘吸う 1

L ヽらかわ しんいら！ 足 3 ね t l あ乏，ぼ｀ばひろし
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這 lT：：。加杜約紐，秤患 l 札．豹渚t或めてから、沢線1ペクトルサ糾知釦‘った。
”Ul走1バ1, 3”x3派l lTi)枝這 l2 よるコン 7・トン抑術l~、を燿え斥同蒻ぜん（L i)
1い場直ぃた・
頃果し秀象J U、駿デークの詳紐 11-辰 1 I:: 示し，最
終特泉t辰l.,,. ~一 l 「::. ここド［1 ，，/)くの収辛tクf/c ヽ収
弟しの比し L t示してあう (~/-/c 違わ IPo しすう）．
こ"1 I:.]'~o() @ a 核が製に I @ Q)名1)知‘‘クHe が放乞之
い直足した。本笑駿叶柑泉 l J.::If\..~ t" I ：：叙告 2 八．て -5 

く lxlO

いうJ::.限 1iよりュ桁下寸うこしがて‘2 rc. -7 

1 t，和淳豆畔t計算可｝ Fぁ項滋 l1 与
く 3xl0

のしこうh在し甘いが｀ I こ0/ I嗚窪渭羨足母的 I戌
ら丸ぷうし］璃み (1 叩れている．ぃ—-, 11 
H←引：：よiものt``, 1農！ 1 司蒻知遁夕製 102 

"'Ii\てべのエキ Iしや'-,lEc (E四仔序び必） t秀1-.: 101 袖0
? • E.e ""がム V -t K し可る 1 ：：こで B l湿出棗か蟄片 l2町｝俎なェネルギー，△ V I子あ｝“：：百 10°[` 
差っ｀1... 1- t2.ンエえルギー差， KI1輯．わ遇慟ェ呂 10~1
ネル r- tm．図 l l::.Ec t項莉に祖和碍繕t : 
鉗,.... t. 7 て子、す・ この l団から，，板 11 哨らか 1こ 3He, 5 10-2 
‘L；し叫楳(-:.料争が羞しl..イぃ．：：q ::..~ I叫叫砂:,10-3
らの仮設t訊しtいうし言んよう。 ．目
一i v~必3) l-1 阜;印/1)放出碓卑 E 辰ゎ ~T:,..め且 10― 4
巳叫圧此I2.1文う紐紅の平紅、態（つみ； 10-s
li i改這ふ式 E 導入し「2. tl t式中 1：：な｝れ月
る殺1印 Iヽ°うメーターを文騎、デ｀ータから最少白東フ 蘭 10-6
A 、•／卜 I"- より末免 l r二。尚，：：の計篤和9• I1 

-7 

H~I.. よう Ec の計算式と襄な＇），＂子t7) 10 

効長が｀恨＇）入れられている，褐らい瑾篤1』.11 図 1 1016 20 -- 30 40 50 60 

｛こ示 l 濯格 1消l L て 7了クター¢ンび1 t｀突験位 l ENERGY COST (MeV) 

机L tいる．灰 I-:: ついてq 1直11知 1-:. J'、し巳紐免から喰え＾収幸1/I,‘依ぃ：： tほ，
tれ村｀f匂灼該切リ又 Ee 7J:'か為てみ 3 り濱証心f=-．叉 val.“に 9 計篤式が‘
ぁ｝移復正しいtすれ（ず，枚‘幻烹約惑度ょ I) 数1呑高め｝こtによってゆ€が1を知ti'\,
ょ 7·

Table 2 Relative yields 
7 

of 'Be 

Exp. Cale. Ref. 

く lxlO
-4 

[4] 

[l] 

Present work 
-7 

3xl0'(3] 

4 
He 
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Present . 
work 

糾： l) A.A. Vorob;t V）北以，叶。～血ya. fm,i.1-3,'yュ・丑 3 l (19 れ）． 2） I. H屯虹 •9 A/J1mt. Re り叫．
SCA. みL 2心(Iが11). 3) q.A. \I'.吐., Sov. J. Nu.(..e. ph y．ユ生Jq. o (l'l7b). 4) J.C. Roy.) Gt"' 
` J.phyA・紅 3/S (IHI) 
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1A11 200 M.2.17 伶11 息ヵ放射線による呪S, I汽La の萩反応におげゐ収桑今庁

渡沢大翌） 0 浜氏蜻典，襄本南丹堂ゑ雅犬，
坂本湘

紅‘．の希ガ＇ス和在度パターンにおよ(i’す絃反記の文ヵ采につ、'7. 0 f尋0 から加迅羞：：ょる
希がス庄成反応と言蘭べ？ II る。名OJ I っとして 200 /1印光了の反応乞版） j::.lfr:ni ／この
際同時 l：：生成すり放荊虹紅い囀し 7 み「ご．仰篠代らりによリ，飲、 1: I珈加速羞I ：よる
250 疇t‘の（司様の戻、験詩果があゐが，比較の意味も含めて，／今I日は主（：： I33Cs l:'. 199La l て
っ｀、て報告する。
く史験〉 ターゲ',‘／卜 I企奇数乙の Cs t.位、のジ盈紅訊約／gえ l C叶¢の石走香蓋丘漆

封し 1 東北八1虹む和電子級ライ T 、’／グの 200 珀汀紗1 勤旅射線7.''5／か， 30分、およ仄'4P手P,tj
豆象射左f1 7 た。また、ターゲ＇ット L共に已＇ーム毛ニターとして Au た 1司呼に、且を射した。
照約後，臼，Lo. 7 ーゲットしもにそ0)一筍に租4本と加え， Cs ターゲ＇、’/卜から 1 Jまず＇ I r.四

塩化炭素オ紅渥で今離して匈I {7)うだ殿とし 1 加：： Teli金篠Te 1:遠元分離し 1 最後に＄紅硫
化切しして今薩しその叙射能屯剤I足 L r：：。伍ターゲットにつ I) て（よ 3 ら (:Ba と即04 しし
て／沢 1:Cs 1 テトラ 7 工 :::-1 レポレイト 0 Cs釦し℃また位 (1水薇化勃f/Jししてラ刷定した。ま
た別の Cs ターゲ'、'/ト（くついて真空!:/'7..’'ラ后融匂訟t)し， U $卜うップ和弗牲炭（し汐•始冷
卸）に Xe. l吸着Jせゲ豹紅'Xe 訂麟し測足し「く。潮I足lacTe(Li)検広翡、ー 2000chfHA t I利
し l, "ビ -7 0 戌愛丘追って A Eyと T(z？｀・ 20紅爾と碓認・足董した。向ターゲ’',’／卜氏
畜⑰幻直rJして＇’同様にパlJ足と行() I 化馴ス率0).}藉正にi弔， I た。
〈綿果および＇芳尉 Cs ター1'"/ r につ I1 1..の結果の一者jl立，：：れまで＇唯·ーの莉＇知ぁ

ったf/0統代ら 1) IT) Cs ナ 250 凶V 〗の 1 、花，＄b 0 砕果 L 比較して 1目 L I く斤、す。 “Yield99 1 本単
ばター'1",'I日暑（g)当；）の能疇射能である。箔訊 l く当って／それそれ疇稚，ごつ 1, 7 半
叩肛ぷめ，文恥直 L今nrJ.，、もの直l えば'92q穴e, l25吹e)及び婚I足，ゼ、の 1 ずらっ？が尺きく

”刹叩知めらがfか、ものがあ 7 たが＇／締屎に含めて 11 「J,,。核巽 Iは 1本につロマば1図印 1 ：：
吼 T‘ 斤、した。 ま r: 1日に (35 分， 30分及び牛啄間堕、加 nヽら得らitt r贅泉とよヒめ 1 i，した。
釦、の紘復 Iなすべ7., precu.rsou.r de呵は 1柔とん亡＂惹視7.,、芝んもの 1" あみ。 Csの加篠氏ら

との比較fct I 収季につ II 1 Au 0)と＇）方が異 rd 令ので＇／輝 Iむ濃 1'’ ぎ ri ll 。また，／｀
Sb, 伍ダーゲ＇．＇I 卜の花 Ii化差収牽が＇矛杞府、7."i祖互比校が'1" きな↓ I 。図］に元し r<Cように 1司一
0)乙庄作者人だ収桑曲線1t今印舒業で'11 (1) それぞれよくイ外、fc I な→'n'’ ウ又翌で迎ィy人で＇ざ，
(Z)必が／噌す：’'L に収奔¢ -7 屯約炉： rJ h, •加篠代如？姉果し比較すみと収率曲線の
和直経 (FWH日）が少ーし尻f□ /I \`I I:'..ー -1 4庄覆心よ1-..似ていみ．i rこ況が'y曽す毎に収差戒
Iグの屠II合も 1 汀e についてよく似ている。ゑ 1 に収牽¢ -1 位蜃と s該ble v~lle廿しの比較
丘示す。今応綽果からt-a: (3) 収率し°-'7 13 ，才桂了千足制へ(-t /．以Xe)~0(Sb) a叫u) す“
れて、、み：とが｀わかる。

位についての結果の一街吃Cs 0 場冷t l司ふ知わ知図 2 に示す。 (1）杉（1 百 WHM も合め
1 ぷ逗令Ll g →'等レ 11 。 (2) に゜ーり知的厄 I: 「Jが (3) に° -'7 4虹麿 1 -;i.や＞印 I性弓尼足
側へ (-o.6 (Cs)~-f.2 ($h) amu) ずれてお＇）認 nり尺ぎくはんしず＇れも夭ぎ< rより C5 0)綺展

i 1 iじ＇えやすのり・とらもヒひさお・どうに的まさお・さかもしこう
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t，グし具 riゐ， でら I勺今牧検討n＼収渇行＇あ知

双 l＜釣恥は、以遺い I. Halpern 此a/. 2) の As+ 320 疇y OJ結果t比鮫す K 。iず
(1) 匂a: :fiWHM が異 rふ ko (Z) r.0-7 贔 1 iAs-t 320 M刃y T'(iげ．3 1'. J:. 0),I3 l:'.-や 9 晃fJる．
(3) に°ーり位置叶5 で'13 s國le valfeりからのず此＼ ii (+0.b (Zn）～ャ0./ 怠o)(}.,沢u) 7" ほとんt" rょ
\‘. (2).(3)ャ‘謬えられる:t.oi/つとして，エネ 1レギ'-口也 11 臼擦視すれば，ター'1'.'/ r 
応怜比が＇·い（「8 らについて，キ牲 3 の集祀過程外脊与 nI’' 夭ぎく「い）， K加ck (J}t-casｭ
噂/:ょん絃子放出瓜青与が‘租灯的にJ]、でく吋み:とて’'ある。
／今恥‘欠鰊~叫 I l f-:光子ば， 0~200 M印まで‘0 連綬エネルキ'’- iオ弁っており、 20殴叩

迎の巨夭知為叶いも滋果に斉与していh; I 'J.す't'あみ nゞ、それ I J△Z<? t"あみう，得られ
「渥名臭 I 砕易子にふる禾亥反応の姉県 L J. ←似てヽ l みといえる。

ぷ笈：ぃ蒻果の処理と応，まf叶，尉紋乙の Ba，と疇果も／合わ也直叩行うみ足 1'’
ぁる。

（文麻〉
l) T. Katoh and Hui-Tuh-Tsai, J. Inorg. Nucl. Chem., 翌ら 1(1974) 

2) I.Halpern et al., Phys. Rev., 泣， 1327(1955) 

Table 1 

Product(Zl Av Ao(la) M(La) Ao(Cs) 品 (Cs)

Ba I 56 I 133.6 133.0 + 0.6 Note : 
Cs 55 130.9 131.5 -0.6 Av= Mass number at the center of 
Xe 54 128. l 128.5 -0.4 126.5 + l.6 beta stable valley 
I 53 125.3 124.5 + 0.8 124.0 + 1.3 Ao = Mass number at the peak of 
Te { 52 } 122.5 121.0 + l.5 the yield surface 
Sb 51 119.8 121.0 -l. 2 120.0 -0.2 M = Av -Ao 

門• 1 年lkti onY;eId5./'如
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1A12 叩知叡l：炉紅乃鬱製肛麒

（紅麟）面靡麟心令疇嗣
（鯰 1)0恥給た

1 厨紅希諷膚んに祈‘l炉抗訪翫碍噸角隕漫分::<r11 霧j釈：：：対して麟
な肴保疇鱈｛。 1）紀、鐸塙疇喝謬燻疇心かる汀りが、｛鴎狂諏
妍麟‘訊紅り、角餞碍IJ)高濯準肛‘生し咤咽ぃ：：：とが了、ざJ＼在。 こ如濯思して
該鐸恥褐＄攻疇4島1-::; I \)望勃げ Iし守ベーに尻簾が尻ら力‘どうが(1麟幻麟這·
綸り戸恥濱心ぁり置r f店。 舒和·笞 3疇訪闊：：訴‘\)て府虹に訊｀する
絃俎訊バ懇1J：ネ Iしギぅ崎 l:::. '7 \)て 11 、含6Rb r: l?>6cs fl!.平, z.)があるげ小喜．これ
這いずふも后喘治直認知｀あリ、手わいずれも銘四碍ィが極めて小さいもりて7あ
る。 烈叫、力が鳴ぷ噴ぢ久1 \I,\知濯片に'7 ¥ I てそれ豆憩翌りt禾 1しキ._ I鰭碍I
定1 み z 乙し2 した。

中．．
1 、 6 Z 門（紐吋 1しミ窃舒I分． 5、＼件吋／心名戸碑Iうに乞介レ洛詔 l；；幽
な必請滋紅も＾シして．るレ厄 I t介謡レ現樅露1 ℃し冗 麟暉『詑象
を窃心仮年）搾塙碍l淀し孜紅紅定めE. fぶお、化喝収乱1 如麟l
冠＼伎改仰’改叡袢て定細。

ろ尉藷I灼履昂を~\噸1 知渭凶：： 11 忽さ冷if\ ¥ \に。

R ＝七1(l +舟寸紅）
ご＞ t 七 1__ 1.r~.1 需目直m (J)図すて．． 七（＝ 1. 位 M} 紋／田2.. □ 9. At 
A1. A2 l1びそれ穏靡．オ 1婚釘 1輯謡冴 2悲目か 1鰭惰に1鰭狐虚り
孜札0 祓鯰丘臼、 知‘'?'u--i廿るように． 如詞知稲配雌きらかに燐団枢条
而、ぷが訂諏｛和沢バい大忍 I • こ小ば比恥 rつよう 1ゴ訪然恥錫抒知1貨る
贋知界を5 砂しいも紅ヽシキ偲ざれ分か｀口ざら 1つオ怜＇iしヤ｛ぐずね C が濯濯を見
咤1l --r名 Iしゃー＼ン知見f:, LS  S 戸麟式4-)を（詞して1翫星勒て芹 lしキ＇べ条 n霰
伶fl に条'{. 1 -r,.1麟-G,'G-')か思喝か仁芥 I しキ→ーを霰1祖杓I も和から介ズれ AN I:11 レ

にレ乙もた 、ぅ、じ｀わウヽ’ちちう い手にしの、）、ク＜｀｀ た＇）や手ぴ砕り
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てィ゜ P ットレ在しいを図し：：了｛。 篠侑磁Hn 厘内エネ lしギ_.. l：：痢してf船和(/'\叙啄殉果
ガ渇Hi＼こ了がいていな。

Table. Ranges of fission products in thermal neutron induced fission of ~JJ U. 233 

Nuclide Contribution of Range in mg Al/ cm 2 Average kinetic energy 

precursors in% 3) in Mev4) 

128Sbg 5 3.12 士 0.06 72.1 士 0.9

130Sbm 14 3.28 土 0.21 77. 2 土 3.4

131Tem 1 3.42 士 0.16 83.5 土 2.9

133Tem 3 3.49 土 0.08 85.4ｱ1.4 

134 Te 4 3.49 士 0.08 84.8 士1. 5

1341m 

゜
3.22 土 0.08 77. 2 土1.3 
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Fig. Average kinetic energy per nucleon vs. 
neutron displacement. Fissioning 
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1A13 岩届鉱物からC')禾亥分裂生成｀ 133xe のfJ謎麟似ぐクーン

--h打叶鵠広物についてのイン石等-t. q比較一

（含双尺•J里） 0 坂本浩， シ凡島土青典

《序＞ ；襄危ら IL イン石的碍叩鯰鉱吻乎のウラン須I足玖 L して， 23Su（叫） 13次e­
T炉s. 2sd- 0 わ紅険訂し 7 き「：： （第 20 ぉJひ"23 国放化訂諭冷）。々の目的11 吸誓から
得られ紅董旺ssion. tni.ckうまゃ疇知昨果およ 1バ段階加終にぶわ 133Xe の放出パターンと
比較すみ：乙により，この簡便fげ知逢I秒ほとわみ：ヒおよひ＇々遣臼1.’'が知 sif.e(s)
(4走って USif8(S)) の知見と碍る：とで’'あっ「：。イン石や 1-1試料について咤（れ、十）’'Q.，93欠e や
2381..A., 2!14-pu_(sp.f.)→34,13牧e （名足）「Jじ＇の質董紅愴足は数知、稼告されてみ｀ 1), 紡伶捜生

f 
版Xe (X/; 々の解莉 1: 問題があるが'..) I這 I? {200A../I/. OO℃よ 7’' の加麦柏：より士（/00,.,200) ℃
の西錢、、 I,.,.21恥ごークの知尤全に放生、？れ，そ如d鉱物如特足のph必erいし，，ite
の肱第によゐも0,.と房えられてい治。ま rく，豹澤可足がわられ，れ、月U·1 ％耀疇、
紅0゜c) で疇戸應1象：れ 7 5 た。とこみで＇，喝襄厖うの臭、瞭から，釦沢性ぷ加Jげco呼
chromite おふ灰'a呵te Z"t J / 600 ゜C ま7." 0 /J D熟で 1 J 133Xe露、l囀／全てII1 xe千放詞っいても耐
虚であみ、、とが診lj.,f. /~＼国 I~' そいう叶希果庄文知釉噂物 l ：ついての絲災と比軟
L てガみ。 9

ｫ 1ｷ0xe 0)戻瞼‘致》 知去について I3 ，祈託ふ諄命な＜瑾集，ぞの他1) -z浮鱈しf:, 3ircon 
〔為葛）ば'l1/,?71. Sりりバl叩天然．ジ）レコン， a四te ［釦（po4)3 (OH, F, a泊紐‘.apaれte p‘らj,,7Jっ
r` 呪 si3り麟片， ChYi直ite 〔（平e，惰）（Cr, M)凸〕 l 'J. ChYo-r,1.ife 釦 !20~200祝esh として皇液今餡
(d >!f.2) したもので＇ I 1t,!l色射 l i KUR 炉 I じて'’§ hr 、 90hr, あるい (3 p'/!-2 で／ hr行，た。以量

這正工（／，3 ？P加砂）によ 7 「:。
“是疇棄~ (i) J irccm : U-応）p加—U. I図 1 I て 133Xe の放似 Ifターン互示す，～600 ゜C

3 で 1 て嘉干の {33)(e 放出があみが＇，尺培P介l o- (000℃以口、 I血℃ 7’' もか rJ.') q 9ぎ店が｀印？れる。

均on 0)匹P· I i如 e゚ t'‘，石，‘ckの｛和責拡散（～嗜汀＇ズ放屯胡作） ＂えみと図 I ll 符合す
知 1図 2 11 年D·t佐） vs 好(g (D：釦知繹，t。：!IO魅碕閏釦ht, r：私径 3?/I吼 I T://0紅駿）
て、ある。：細しエ矛 Iレキ•｀ -1よ，麟叩'i0 k呼／ ~I 1疇1和Jで＇糾 k王le ヒノl11'允9、および＇
哀狐応摩すJ;;,.表面拡知， Ke碕珈応砂←'31~,3'X'e,"‘に心叫支から，長寿
命p花叩OY 門（加20．りh.) (lj泉和衿急1J l ：：よ},;, : tが＇／f、 P笈 3 小る。
(ii)().fatite : (んtO) pp叫｛。イン石叱 a 叫it/ockite 〔句（瓜）2 、況．p， l '10{) C゚] に／含まれる Xe十げ怜叫
年疇 l：とって童争 7’' ある。類似銚靭(/) a?atiteの＇繋放ぬと， St, Se'ver in 属itlock、い '3“xef
和仄し比較し7.占 r:. 。後危1 Lewis牛）0)迂叩（ぼX/0'りが心）碍、賠、算⑰段階jJ睛扇見£比較
ゃ8 ：しによリ；［あた（図 3 0 爽絨）。 a？atitea 鳴／ぷ， /5:,xe (l銅、色緑）の全放ね青ほ {00紅
迎(, 1600゚ じ 1: C゚ ークと持っ牙りが褪1象？れ，形 k L t lもぶlock.灯/の'唸＋に似ていみと殆えて
よ II 。頑倍の：島度差認゜CIi追、射の差（I和厨：／．心I吹／⑳f)弘綽易遠しヽ 1:'I伍、バれふうが？
(iii) chro祝it-e: (Iは2) ffか U。イン石 0 (H和H(J_)丸瑳t (H筏Oq.or HN03虞後の残痘（全イン石の

~0認）＝ （～覧。戸訊 chro況it4，石 Cr2.位）十（~2伍的(,叫鳩01/-)ナ（四沖・し。r p喝me-r) I な I l]¥ 
か）鯰記退／パ刻庄成 L 思われら 13/~mxe （視枝？ ；謂ゅ¼ cc石Xe ，企イジ•石の～ 50%)と合が：

さかもに：ぅ． l1 姦じl iやすのり
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、ーの CCFXe 0:紅!<ターン 0 2 っ疇l‘、ク）も図 4 に，と．線と磁線 T' 示す。主として chro'/11. I•校

”‘ら疇広 L危もうれる力ゞ，：CJ 2 つ0J麟紅 cd- 7 位覆と＇「這バわうれる。兄
球 chro')1t l,te 0) /33Xe の／ぐターン（図3, 戻線）に，誌にがfJ')農rよみ。冗球 chro7» I,t.fの場釦3

ゃ> JiYcon(::.孤てい和 n\', 1這1月 1 訂t..°- 7 となし7.おり，社翡訊 11疇の走ヵ具にぷゐあ
→低釦 7 卜が房えうい。尚釦髯掠叙かも知れはい。イン石との逍／91 1這位、極ぶ
の差があるが‘, 3 ら 1: /39)(C と CCfXe 0)起加差（検倍 I1 xe+ ?‘•rふ I かも？）に由来する
：しも角えられる。
戸，いずれ叩布／紅 Xe成釦性哨、を 0挿従site 0\閉連l てついて0)知見と壻、める「プ）

に I ;t,,名足Xe（取幻和ともに，起源豆肱伍rJ 133xe のJらに系統的研皇が望iれる。
«文献）） 1) Sakamoto et al., J.Radioanal.Chem. (submitted,'80) 2) Ando et al., Geo-

chem.J., _ｧ_, 175('74) 3) Kennett and Thode, Can. J .Phys., 延 945('60) 4) Lewis, GCA, 翌， 417('75)

779('77) 5) Lewis et al., Sci.,卑， 1251('75) 6) Srinivasan et al., J .Geo p hys.Res., 腔， 762

('77) 7) Lewis et a 1., i b i d., 堅， 779(I77) 
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1A14 1')11..の痰襄国本化涅IJt-難法と ll '!iエ叫？ I棗史特怯

（阪文}\f) 0禍伽屁，叶琵広瓜

~ 1 I J'じめに 噸骨為肴忠の I"" ｝町幻手に（ま．企てヤyュと 9 い祇臭在1本/J\’•あグ l‘ 

つも函秀りミ秒する：：： t'.-カゃ巖受蒋疇知濯培しなる。 II加げ）県笈特性（吝、 11 '1, \.>-IIY\..,など｀
のシ展受）甜虹1.り疇ヒされる甚如宅老炉) c:>iであ'?, I ：：か＞わらず、 I炒ずしもナケ戎険
釘殺拠1-::乏I.く｀疇磁紺7..い。麟パ応厄、 Il7万れ（約I• パ）と／／7広（約伍）
沢｀＇戸疇戸。そ：：て碩の平鵡嗅Z'•も、処汀 1讀恥ぁり、かつ、より長寿命
なり醸l巧ケぃ洲，名0)啜疇l不仇力＼＇矢r汀るセ不可虹1バい、そわ繹勢ケ
冦寿命戒がとし乙 l 疇捉Z'さない。牙'.l-)目 lぉ昆合物として lサ／仇比が｀比政的天さな誅莉

0) l ＼表的汀恥?-70 喉愛叩恥｝列であう。 314 k e.VI本仇からの汀が綿であ）， きれいな
｀か疇紅し、匠釦麟豆とる。／うわ Ty:z. 1 ぷ I叫叫匹叩葬パ噂我
餐孔ぃ直か疇身命戎釦'..- l --Z.見ら卜 3 「臼戸•あ 3 』そこて残厖外文献直（-J: 102ね喝）
緯． o f:. I、 3? 43土 45: 41-, 6 訟ヽ‘: 40 工ユ7: ¢4,3 土／， 38: ｢.2r. 2 ぷ）とバ｀うツ夫力＼＇、大 3 い。
和りしで'1広， m互和＼＂＼叫釦輝直町るヒ競諄和＼＇’紅派jJ起這げる：：直輝

して II町冦疇的に箪骸す 3 こl:.. l濱‘功（仄。仇も令3 『い⑰ o均E ＼月いると、その
豪知豹丘訊応歪 1言界夏＇「恥 1司上， A浚財各さ't'- ~. 

ｧ 2 “”五皇丘叫臼 ＇’り仇丘ユ“屯位＼’‘虚（叫 keV) を出（たと 3 t1)反跳ェ
砂沢＇‘-ば、約 0,5 1/..T と推知れ I-?1.イオン周辺／）化令袖冷を切；；に（吋かで（1 1( 11. —­
ク， IT力＼預這む庭知心とさのいいも的／，夕汀とそ臼程火 3 く lげ II 力＼＇＼戟也＼庖J 0 JjjJ 

炉ネ Iレぎ'‘- 1口疇 1-:: 久さく、龍笑\<: 1虚儲令も旅朗ずうであウク u rY1.,而（古 GDTA ~I; / 

｀応·、安定蒻釦ズンもキ”"ること lすよ←知う小乙いち．どこで、／／？エんの両臭性牙セ

＼ずじめ l勺今抒EDTA釦和 L 7..ゎL し，翁也曾3妖畝 l迂，て如から粒l< 9 カ＼＇｀生れると、 この新生

i 1手 1ず一旦'GPTA 1A 5 角杓文さわる，ここで遥fljt7l ED巧 E 残さぬよう遥剌q恥謬·'l手久＇’j支かり

仰もられているヒ、＼すじめ非釣和 I:IT今く放射能し合が示 I\ f:,\’'、対咋放覆す令うら、 r:
の炉に 1珪百臼疇って来名苓む＇ある。高碩印訂耳 1-: よりし／／7工ぃ a 互で｀は約foか孜｛：：
わ手（ざ表面 1国 1辻叩つ力＾ヒ殿 1号さい。 こここ", I八而を Iル-EDTA /}ヽ 9 ljJ-脅佳すいがグ‘
屑佳 3 やにエぃ吋印 1-:: しい違 Iざ知． 月件 T-:::" f r 力＼’’令3 れう。

ｧ 3 ・＼即尉噸'1 fい，紅厖＾壌縮 ///,Cdti I球化物防 /0 必d ti/虜（：：加み，拉大理f/ ? 
りヤロンt7l I 2.. M可 d t.’’ームむ‘\*:7 3 時／刃旦打 I16c4(4/?) をd.上II7Tん， 1 「て（1 116Ct(( 
んノ几） II7丘及ぶ、芹じ'1）'II芦， ,17：利＇生放‘する． A虞遺KOH z" 戎去 I 1%残、“° E 球（：：湛
1)¥ ol'。凡 (OH)3 ii-て/Jla. (OH)3 ~涌｀某約とし：加«Of/て’,I凡＊を補｀身し．Cd. 11 湛淡｛こ玲 1. 1 
オン反孫達（：：：より、//伝と一旦担オ雌衣危 1-=弟『製りる。
知贅筑ーアン屯＝ア床Z."'PH==s.o 疇浪ヒ（口応，叙吃仇 EDTA E 如を、 (/7rルと

ふくしよ・ l ょうそ＂う／みとう•あ 3 ム
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砂ェ'on-EDTA 叶クとする。加もた石DTA （＝じヒし、ヤ吋騎」のエルキ且i手 E 1JO t、 I⑰/}f訂｝知嗜

\K戌戸シンークtJ tJギ Iレムと囲い 1L+tt-口抽広するし？ロロキノレム相のエル（まII 'li
I-(7)必も令み、,,？巧れ（守令 3 石い。

g 4 羨験揺昇鯰知麟し i)前記化序処環直手で、如， 3 邊和塔液1-:: 、先ず
紐-rA を加も、さらに恥叫砂1Jll 乞て｀ 117行Iルの新主と 1号つ糾'’、こ＾とさ I..., キ旦 Iみを 1 吋
煤度固し＼にパ 31-:. m"万ル＾オキシ｀／亨疇 ll lわ Ioo % I ：：近いうも、叩斗 ^Y葬プ、
心曰 8 年 (Li)検瓜暴と 1莉いて北l足ず｝と、 /I？仇丘 1：：：特哨知I4 lceV-IT Y-，棗辺紅

乏りず｀、こかで見刃艮り II？いあ年 1守／名匹下で＇ある． j j) 117吐ん 4 ¢線如走＾臼
呵t'• 3 うに lr叫ワいか巾い町、麟入汁エ這炉吃と 0,03凡j以下にす3
直飴tJ..恵化と '17凡いか疇る． Iル恥汁qえ！を担片と『 2 口詞：憂、知叫
叫恥緊逹知和印F 校町て＇あ~. iii)レ入上 4 尤凌 1-::. より製造口てや屯叩試料と着通q
如む昆わ拭科 1こっ 3 Ge(Li)咬公蜆迂 l利いて復使3 牡釈／タ'l, Sね， 3／チ keア.")バ阜t:゜
ークのク晨麦畔紅 I I印あよは＇＇知:i.. I目 1 こ示す．その解村（づ？承‘あうか応17~ /,1, I II?,似
＾釈紅 lすい中を水 I I(, 、 1 土 0、 2 況ヽ．几およ以’'43. I x(),2 炉’ん 7'•あ 3. i V)釦叫”？広試
炉の打慕測定を昂乞に行いfく＼ヽ．

虚 l) 炉0 国放化討諦会 ll3 I 奴 ’71:,), 2) Mc.年＇ん心｀ 5 （'ク4-), 3)Mcふ厄I'5 (Im  
4) D必f 5('ヽI),$) 加1¢之う ('¢I), ¢)が廷4 5 （四） ？）fふ尻叶←必 5(167)
8) p(),,-J,匂びた＇ん 5 (9た） / f)召以石>(クり

.. .. . ・
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1A15 制勧放射による函。S の NEET

（阪大理）音在清埠． 0斎藤直・篠原厚

（都立大理）三浦太一

内殻電子恥道のイオン化に基づ｀く原子邸起の際に、 NEET (電子遷移 1てよるオ友励起）が‘
X 線放出・穴ージェ雹子放品に続く;z' 3 の失治画程 I, なることがでざる． そのため 1：：屯

まず｀電的遷秒と＼呑 I苓エネルギ｀ーの等しい杖遷衿が存在しなJj"如ぶならない． さらにスど

ンヒ）ぐリティの保存則の要請て｀、、両遷秒の夕重度が等しい’惚要がある． NEET について
の初めての実験（さ、 これらの NEET 条件む品にす枝種田Os においてぽなわれた． 1,2.) 
13?Os の訊5keV準（立へ社友励起は、 KM4電手遷秒と（呑 1呑｀等しいエネルギ｀ー（両君の差Al古
A =232keV) と、同じク重度 E2 を持っ． 従って、 |8qOs廂手d'J K竜令誌合エネルギ｀一

（可 1.871keV) より高エネ）し芋‘ーのカロ速覺令（文転 1 、2.）の例で 1さ:,;; 100 keV) を経射する
と、 K 茫ふしができて電寺還浄が起こり、 NEET によって原令核は 70keV 準位に励起される．

'70keV 準位 1ま、 30kev にある半痰期 60 時向の核畏＋生体準位1sqmos へも分攻知農変するのて'’、
NEET て‘‘向培的に 1g'f1110s が生成される． この 18'I"'Os の残陪波射能剰足より落易K. N 'E:.ET

誰率が菜められた．

呪s原子の K 荏恥ば、電子等の荷雹紐令ぼうて、5ぺ、当然光子によっても生成｀されるの

て‘‘、どちらの場合にも等しく NEET が期待される． 光 3 を用いて K 殻をイ六ン化すると、

グーロン励起0)著与を完全に怜外して NEET を観測て‘‘きると芳え、 80okeV 電子の制重が放
射を用いて的s にお 1する NEET 観測を試叶た．3) しかし、同実験において 1ざ、 21 q k~V 臥
が 27b keV にある 2 壌位の光子知烏咀収が大ぎく祓晃＋生体生成．に奇与し、制動放射の又ベ
クトル推算を箇単なお主験式に依ったためもあって、 NEET の箭与を蔦出て＂さるまでに,;i:.至
らなかった． 今品］ Iさ、覚子工ネ Iレギ‘ーを 2ookeV に下げることによって 2 導位り光子共

涜吸収の寄与を排険して、再が光う（制會h涙射）屯用いて l 'B'10s での NEET を観測する::..

とにした

塞 咋． 66和農塩呪s を白金板I, 思さ o.s 呵·em-2、直往 2cm に電着してターゲ‘ット
とした． 大阪府立放射線中央研究所のコッククロフト・ 9* Jレトン電子打□速装置からの電
子、£泉 (200keV, o 、 2111A) を託コン 1<‘- 7(O. 1,.cm-2 厚）に真茫中て｀、f景射し、その直ぐ

背俊に量ぃたダーゲットに制動放身寸屯 5 蒔 l町、そ射した． コン Iヽ•‘-'f Iま電子の他社より唐
ぃ． りーゲットは 2-rr忠なしQか‘スフローC:r M 計牧届べ‘放射能粛足した． きそ射終了蒔

の西Os /lJ環弯羊として、 Ao = 0 、107 土 0 、00 5' 13もを得た． ：：れより、 NEET葎率 P ，ま、

P = A。/[nB (1 -eー入七） ＼ E心 ~K(E) 山（E) d..E] (I) 
EK 

ヒ計算て｀‘ぎる． そこて‘‘n i古クーゲットの唸s 原子の単位面積当りの数、 81さ mokeV 導位
から該晏．f生イ本への分岐比、'.A, lざ 18如。s CT)壌変定牧、tは経射峙向、 吹と Nr 1さそ礼ぞれ光
ろによる K 較イ六ン化町面積ヒ蝉位時向当りの入射光う桑欠て‘‘ビ｀ちらも光｝エネ）しギ‘- E の

おとさ‘‘いきよてる・さいとうただし・しのはらあっし・みうらたいち
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輯文である． E についての積／かは、 Osの K 咽収端 EK から、入射光うの最大エネ lレギ‘―

(1 次電ふビームのエネルギ‘-) EM奴まで‘戻行される． N四、 DIBRE-DETECTOR 言t箪
桟‘ヂログ万ム4) 屯用いて求めた． 結果として、 P=4 、 3 XIO~ 屯得た．
翌皇 本実験て‘‘得た P の値． Iさ、先0)電子線照射姜，験2) の岱4 分の 1 である． この不
一致！む碩，験中の制勧放射照射時の誤差等に起因すると汚えられる． 光令の共p烏唆収の

符与 1す、 2ookeV 以下にある 4準位について計箪したが、莫験値．より 2桁小さいとわがっ
た． それて｀、 先の笈酸：ヒは定性的荏一致しか得·られなかった 1すれども、光子によっても
N E. ET fJ‘、生起すること屯確認て｀きたといえる．

これまて‘`、 l呪s にあ‘1-y aNEET に関与するの［さ、図 1 に示した合成照う糸電1 し哩珪｀ 1）
と見なしてきた• :::.れ 1さ NEET理論が、準縮退した 2 準位糸畔真勧論に基礁屯覆ぃてい

るためて＇、ある． 目 1 ぷり咽らかなように、伍¢(Mi;) Iさ屯2 ヒ非常に皿ぃエネルギーを

待っのぜ、それ K 代｀つて喧1 ヒ相互作用して NEET が実現て'’きる． E2 相互作用て‘、 NE

ET に関与て'‘きる合成‘系 1さ雹1 ヒ他の 4 状態の紐合せて｀＇（ l図 1 .n:参照）、電子遷秒同の相

互作用がないとして計簿するヒ、l<M4 と KMs 電ぅ遷衿が 1呑 1ぶ等しい等手をし、 KN十ヒ KN5

Iすそれらの 1/40 I こなった． また M1 キ月互作用の寄与について 1さ、 団 1 右 1こ示したよう
な合成系が NEETKllJ与て＂きる． その M 1 租互作用エネルギ'- E1は森田によって

El ＝十応西（-tr)鈎0)知 (o) = 8崎Bzy(n3/2.心） ( 2) 

と与えられた． そこて‘‘八， µB1古本炭症§、ボ‘ーアる並子、 知 1むボ｀ーア半径て｀＇ある． 但し、
(2.）式｀ Iさl't- Sl/2 → 1$ 1/2 の電合遷秒に限る． その式｀で、図 1 石に現われる各電が遜衿の

奇与を計蔦すると、 KM虔如塾衿 Iさ△が最小ということもあって， KM1 0J 1/ 5"の薔与をす
るニl:'.. h`、犀った．

図 1. NEET1-::. 閲与する

合成｀洒ナ系． ¢↑、2. Iさ抜基

底北｀態、励起状態屯示し、
｢ (x.)は X 殻 Iこ荏ふしのあ

る電ふ 4£胞を示す．也と
他の合成系が‘E2 相互イ乍

用（任図）ヌ Iさ M 1 相互

作用（わ図）して NEET

が起.:. fl. 

辺

'1~吐~l(K) 

V2=%%(M4) 

％¢（か＼

73.87 keV'1 =t1<11 (Kl 

゜

朽~(M_l)

71.55 
パ 2 •2=％❖21M4) 

69.81 t 2~ (Nl) 

刃
%9(Ol) 

1) K. Otozai, R. Arakawa & M. Morita, Prog. Theor. Phys. 包~ (1973) 1771. 

2) K. Otozai, R. Arakawa & T. Saito, Nucl. Phys. 聖（1978) 97. 

3) 肴限篠原、三う角‘、椛 11] 、昔在、次 22回放射化序言す論会（東京、 I吋S) 1B1Z. 

73.87 

72.57 

71.SS 

70.18 

69. 81 

69.60 

4) T. Nakamura, M. Takemura, H. Hirayama & T. Hyodo, J. Appl. Phys. 庄~ (1972) 509. 
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1A16 唸r、 90Sパ）許し l)同時定量法―― decay-9ro U/、 113 法―—

（福井衛研） 0早） 1| 博信高山裕美，（原電敦債）酎蒻、杉田理秀
（関電測定セングー）河野強 （動燃孜哨））］、枯満

放射牲SY の分析ば、これまで•ほとんとが唸心対藪としたものであ，，た。しかし環
兎試料中の哭；r と， 7オー／レアウト起源の 90Sr と、原5カ発電所由来が゜Sr と 1こ区別するこ
と心環疱王ニタリング＇上重要なことである。また，原子力発竜所の放出管理叫恥ても
r 発電用軽水型原弓力施設：：：あ 1する放出放射柑生物質が~lj定：：閉する指針..1ヵI'', $3年q日に
原弓力委員会力‘5 出され 3 なと•, 89 5ャと 90ふ”(I)両核種も測定 L なければならなし）庶況にな
っ7.. L I る．

従来(J) s9s... 這掟まa,, ¥ l わゆ 3 -t応sepa.ra::-t;on CPM 

m祁od ic:, ~-吟y 5戸＃·ゆ虎かグの 2., 乙‘‘あ~. ::: ::: ℃‘ 60 
紹介す 5 方法 1-;t'鯰卜の decayと，竺s,,. の娘℃‘あ 3'゜y
の 9row;n3 E 利 l弔 L こ， （ 89ふ＋ 90Sr) の全カウント
の変化這間も追って計測す 3 ことで， B95r と叩；レとll) 50 
両核種む司蒔に定量す 3 方法む＇あ 5 。従って， この方
法では， 9oyのミルキング＇iょ矛辱t•あ 3 。国 1 は． 40 

心／”ふ比が変化する時の（内け唸ャ）全1Jウント
の要ィ埠，現喫的な効幸さ入れz 計算 L 計裔児につ‘‘
て，示したもの乙＂ある。

69Sr;<JSr =100 D印

F"':0.275 
戸＝0.210
戸ly:0.420

R 

20 

（ 1)，麟 5 Day 10 15 

ら 99&,90&’°Yの計測研争とそ爪t仇、戸 F'゜、戸oy; F,g l 認寄=t忠1h芦認応r)
履謡；； ＂t＇れ入。，入 1、ふ；測定時間を T;5ふ灘
か 5 計測暉鐸t'0疇を出：t~．力、 5 Ct.+ T) ま7...'の正昧計約駐 Ni ：走める 89Sr,
唸ヤの年ity ~沿 XS\,とすれば

F囁長otdt＋戸°ぷ＋ Fや：乞五 (e―).,,t_ e如足 Ni/T ・ (1)
::: ::: I‘｀げ＝叩t言広。泊， F:：喜□是e竺 eふt)dt, F竺 Ft°y咤’゜と
;j:;, 17 ／ま’', 89,  -’゜
直 lょ 9 E• X竹十 Ft•X,。 =N°/T --パ2)

(:z)式さ満足する Xり X90 Iま、 (2)式1:贔］、二凍法を過応 L Z 雨 lナば、ま｀め 3 ことが＇でき

る。すなわち， z ( F?f =(aa J ”Z (Ff'• F！゜）＝ [ abJ、 z (F,q。 )2-= cbbJ 

区 (Ft89・断）＝〔anJ， ご（ Fl? Ni/T)= (.bnJ とあらわせl文ご

！まやかわひ 3 のぶ，たかやまt). 3 叶、わた，）つねお，すぎたりしゅう

こぢのつよし，こぱ｀やしみつ 3
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沿＝
(bbJ(an1-(ab)(bh) 

(aaJ (bb] -(ab)2 

/ (aaJCbn-[ab](an) 

＇心＝直］（bb]- (abJ2 
ーーヨー· • (3) 

(2) 嗅捉タイミング＇灌譴界
呻lさ，悩T 遁 L 'Z―；知の加這すことが出乗る(1) t'9 知、X90 に対する分散唸，

⑤:。 1 ま， Ni/TI：対する分散⑰：IT の和であらわすことが’℃'きる。

嗚＝エ心で芯塁塁·己 , 羹＝2 こ：虞'1o;竺；〖｀
一方，p=ふ／x,o とあけば， （2）式ぶ）， E”(p必。） ＋甘~X,,, = Ni/T 

コ約 9o
ょっ 1.` =(p •E+ Fi) X,.IT とな、）、 T= 羹とし<., X10 I：：あるィ直 e 紅え
如芯徴891 徴fo 1ま;_'<. p(1)閑数としてあっかうことが｀できる．ここc:·.i,は．（九＋わS)
測定試粗詞壁ヵ、 5 測定まも＇の時間むある。すなわち，ある一走の期間内に決め 5 れだ測窟
暉z·, X1o ~栽自よく求め 3 ための計剤タイミンク＇＇さ I m p mx?o に対 l 這｀めふ
ことが出乗る。たとえば｀I 3 回這皮嘩累這たい場合 p=o,1~/0、ふ＝1～100D用
の範囲 z·,ま， l ）ず｀れの P, Xゎに対t 1 も 1 第 1 回目の計規＇1む測定試料調整後ただちに行な
り;-;欠に測定期間内の出来るだけ後半に 2 回目、 3 回目の計測も行うのが、最逸iの計測夕
イミング＇も｀あJ. X81 I ：：吋 L t.も囲約：：戌めることが出莱る。
得、宰偽差の 3 倍遺出限思と史表すれば， Table I Detection Limit (DPM) 

.l::述の晨直タイミング｀の L ィ直と同I) I 同様の Ratio Nuclide Tml0min 60min 240min 

手法によ1）．測定時間T l::., 89S／唸迂tpの 竺 ：言闘 昇：悶：：覧 ］皇
関数と L 7-，検虹詞さ栄めることが＇むき 3 。 1 Sr-89 16. 79 4. 3 3 l. 82 

痣果の一舒と表 1 に示す。 1 Sr-90 5.67 1.73 0.78 
1 

10 
Sr-89 73.52 13.00 3. 76 

(3) 他の方法との比較
従瑛の方和比較するため，浬1良効率，

測戻時朋等，咤食的ほ値さ入小 1訂篤し
た系昔果を衷 2 I吋丙す．

decay-jゆル／．ヮ函•は，登1鑓器lょ
ムぃ如よ c°“クたパ咳Ht- Iぶ｀よ l/ ~とノ
廷、加パ守乙‘an 如加むくら
ベ＇，？O'(のミル守ン？＇す暴作が｀不必要な
こと等ノ店 2 の 4直も合せて危展すか lj`',
この方玄 lさ十らを l莉的なか玄ヒヽ＼ iる。

（夫：）

Sr-90 4. 77 1.60 O. 75 
計測タイシンゲ'I.I, $ふ潰彫i
0,18@, 138 目， 1 4-B目の 3 回。

Table II The comparison with detection limit 

Ratio(89sr/90sr) 10 5 1 0.2 0.1 

decay-growing 1.50 1.52 1.64 2.34 3.39 
method (A) 1.04 0.84 0. 70 0.68 0.68 
two-separation 0.99 1.03 1.31 3.20 5.89 
method (B) 0.63 0.63 0.63 0.63 0.63 

S-ray spectra- 1.10 1.13 1.23 1.73 2.39 
metry (C) 1.95 1.34 0.89 0.80 0. 79 
* 
unit pCi/kg upper=Sr-89, ],ower=Sr-90 
condition: chem.yield=50%,count time=240min(for A,B) 
50000sec for C,the timing=same as Table I 
weight of analyzed sample= 1 kg 
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1A17 喉体ジンケレー百パウンチィングにお寸る壁効果，
雌効果羞度効果

（共虹簾犬） 0本間氏夫

（ lまじめに〕
液体ジンケ V ー百ソ竹ウソタ- (L 5 C) に 1 i、

l) 自己吸知ゞない

L) 約伺娑的畔が／00 %である
3) 規ほ羞蒻和）埓簗が＇，，，なヽ‘

材瀬裕手

4) LS"' 蛍丸の成ゑ時閉が 3 ～ぶns とな豆ヽ‘た'ill' 速、、痢足がで 2 る
5) 試料をその芍忠 LS に；恥ヽ 1 f：：め、試料の調製が各易である
6) 絶対測足およ伏□ 1レギー分村が‘1‘‘ 乏る

なしイぐれた煽及•をも，，てお＇），迎年で 11 、従来 n ように用、 l+c なじに限ること 0 <.ラ
ドン、 卜日ン、 1311 、 210Po なし．の測えも《弓われて、、る。しかし、一方で 1-;J')ン知ゎぁ、、 1i

化路 1レミネッセン久なし＂の問題もある。未研尻で 1,J、 LSC 測定上の;;,.. J....'J問題，を、、イfJ
わら、壁効果（w辺杓知）、 LS の A材看効泉．羞度効采につ芝身反告 1 る。
（文験）
LSC : 

測定糸：

M砂皿， P砂知八"- 1u-C叫 3 320 型
M 砧JI[の S四回路ょ＇）の武1Jペル久左．
統

LS : PPO (48-/i)およ伏｀』叫•沢'.I如4

壁効来（四以冶亙）

L~A呼.1 へ 1 ぅ皮高分析器へ捻

壁効呆、イなわちc('/3社手が LS内で全エネ｝レキ｀‘-全つヽ‘でイ、‘tなく、店易rf'J痘 l ：：：
4F の土元）V キ｀｀ー左与たる現象豆、災；然的に(i\'/3祁分の LS 内の本来のう成面分和バも土糸
ルギー倒へのシフトををた 1 緋果
となる．未研虎で（1 ． 22‘Rqよ＇）分紐

した 222Rn も用ヽヽて位a“ り仏クても

測定した（回 1) 。、、こで Rha 
パ良枝桂 RaA 、 RaB ` Ra c 、 Ra. C'
l4 遥須呼衡(:.迂レて、ん。図 1 の

②ゆ 5 分間はげレ〈 1反とうした
直後のスペクト）レであり｀ラ皮高の
侶チ糸ルキ｀＇ー刷への1/ 1 卜が見ら

れゐ。 ：のジクト＼サ約 3 時間（、｀

の間 Rh l: k れ以臼ヽ斜私這滋手衡

に乱する）経過、1 なし未床のう皮高
分令①にゑる。蛙射筍で分紬レて

（まん名よしお・tり杉中うこ

. 
.ｷ. 
＂ヽ如．•おゞ•・ヽ．．

ぶ＇ 4．気．
笠..：し•,•'ヽ••. 
/·.姦£.
忍:..心．①

ぐf •. •9 / 

①振盪前
②板盟(S tnin)直後

唸 ．翌＇ ・・:'•，
古冤：竺忍i,;R ; 9憂三：

髯vーぐ一

．．｀立•、一1. J•、

団 1 222Rn の壁効条
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ヽ‘るため、 Rh tり）げの根紺虚パキそリヤー 1') ーに追ヽヽ状態であリ、 LS内の食在
疇．ガ＼•X姜足て弱、とうにより切認％仏えを起、｀レ文i、, t，思われる。 131"'Xe につヽヽても同

様の戻継を行ぃ雑似の梯泉を翡た。問題すこの際液高りわのみなら 1計数祖1糸のイ色合＼. 16] 
尉：起乞｀ これ l計船濯蚊ぅ去などが創利によっても補正できなゞ、｀ tが｀ 0月らがになっ E ，屯、
でああ。

体雅徘泉・羞度効果
L5l這、専の夭翌の I\‘ ィアルを用、、

ら賠、／0~／砂』用ヽヽるのが一般であ

るサ＼｀、上記の放射性希ガ‘スなとの刺

足 l：：あたって l-J、 LS 上斜空閉へのガ‘‘
スの分§認，Jl な〈 1 る（：：め、 LS l22 

仇用ヽ'~ 2 't.も起こ＇）うる。
如：： LS の妹妹の＿液高分和、計数

効季に及ぼ1彩讐を絹べた。 1 なわ
ち｀ Rn ̀ 13ImXe 、 '"-c 、 3 H.2l°Po 、 24知など

全 10如の LS に森かしたものの波高

分布計数率の兎渡をそれ桁れ行ヽ’、
つヽ 1 で LS を徐々に加えて 22 ,-tまて‘’

にした際が皮為分和、計数争を兎追
し、両羞の比較検討を行った。 1団 2·3

9 ：：示すように、 1!Jくが LS を含ゎ偽合
の笈高分がが位L ネルキ｀·-側にジブ
トレ、がっ企んで‘‘も。 ヽ｀の際、計
如璃瑾千レて、ヽる。 （たにレ、

旺的に彫裏率(Jpm) を算似｛ゎ祇
様をそなえた LSC (Mw,,lJIL)によ 7 1 
l司時に '•c ，用を測足したし：り
剤走値の誤差 I道‘5E:.いれる。）これ
は、体楕が増1JO レた際の、サンプル
今土ン I＼｀ーの集光機揖がらr による
しのと，息われるワ 4(::LSの、イも琺 I:::

かナる奢勧につ乏、;:..._ ~¢)興味ぁ
が現象し遣遇したのてこのことに
つヽヽても殺告す々。

覧．｀9 : 9v 
f.’ダ',iｷt',; 

④ 5 • ｀・：．；• 累芯
＼：り：文＇さ
③ .:.:e' が、●、窯
ゞ｝、 ··さが，
i . • 9ダ ② ，；・苫宣
．．’が ‘1 \.“ 

, 占＼①‘`

~
~
 m

m

m

m

 

0
7
3
0
 

1
1
1
2
 

”
“
ク

s
 

e
L
 

x
 

叫
①
②
③
④

図2 13ImXe のシ妃島分}p vs. LS 房、長

2AI 

② ̀....、•, .• 9 •• :..{.;>;• Arn 
唸•:::.• •• ( LS 10ml 
芯；•·:';① LS 20..,l 

.: 

.• • • : ••．．・／① 
...;••.. :: 
.. 

·．・＜ヤ

: ¥ ｷ: 
’•. 1 ~'',. .,..., ·, 

'.','  
ぷ •b, : ;ｷ / \’;~,. 

•:,._ ・ー・
·竺一．、

@3 2"口鵡輝 vs. LS .'i、量
2ヽ I
Am 
①冷却直後 15:35 

.. ｷ ( 15 :40 • 
．．．；・：．’・③ 1s:5o 

'.`;::9-(j)①常溢 16:15 

•9.‘ 
...'..、.:; ::;....’·· • 9' 

翠．，••I•’·:•’.. 9 •もー一②
ぶ ,``` 9:•• I‘羮ヽ．．．．．；．．．
ーぶ．ム．9：④ ［こ――-­

③ • 

団 4 241細浚高砕叩駁虔史化
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1A18 Cm-242 の半溝湛月通1 定

（原研） 0臼阻壷祁河酌信紹掬沢秘一

1 綽言
麟謬，溜射された孔屯邊合終消拭片ヵも抽出した了メリシウムを用いて跳農の
庄2Cm 紅庭し 9 その府喉核データの：：屁l虹行っている。;r 23 回放1化営討齢四
麟疇期の予偏的翠i蝉果ヒして 163 、 0江 o. 16 c/o.ys てあろ環告し芦 し力‘し、
その後さらに測紅勘し噴柾固うい角検討して解杵しにところ．従采の値よリ約i 0/4 
記値幻阜に廷` cm-242 の自発稜分致の音紛半減攣掟方去について． 2やpU を用
レ、 M ic.a検出岳の函用可熊＇f珪袴討しに。
2. Cm -242d'>O{廂喉半痰期
ぴ放紺砂唄掟·には， PR がス丘用い1=,独立 L T.:: 2 基(Tl 21[,J窃II讃雌と用いに。測

定には糾t度の 2やCm を白金板（沼叩や，麿30`2mか）にマウントしに試判切と用
ぃ巳測定期即門咋年11 月よリ 1 Cf?lO斗ち月 3 での 1幻ヶ月岡てある。釦圃10が瞬l定
滋姐行い、知の平均碩用いに。鶉徒に際L. アu-おタレフマしンスyース臼常に滋I位
し｀カウン1 一の計数劫辛区モニダーしにところ｀約i％ヽ範囲町で＇はあるが変勃してい
E のこ｀．、和2うタレフマしン:.7.. yースの道11定結呆によリ Cm-'242の湧蛯涵玉有柾L /?:"遥l
定しに 2位Cm 試料中/I) 249印 Pl 喝入g, Y捺スペクトロメトりによリ，籾期メ放桐廷
して O,O i%心胞口遠証匡。々の他の Am 周紐体＂杉智ほ，原材Am Q') I司釦孫賊
f)から翌粗できる・五2Cn パ諏袖坦吋Pu のび汐叩延炭（よ、卦l四訥』終）に(Jぢ
%(：：上豆すがこれば．当初合患をの椅芍全に惰去さわにもの1:::..して計通にぶ）f叶泣こした。g
お、計応ねえ痣しt袖正した瓦計装幸(J 1`6 メ IO4C西以下であ') 3 わめて小ざレヽ u
測定直（J社記コード FR0 N"TIC-2 2) て得祈しに誌果と表iに尤す、女虹逗と比較奇
知約じlo記＇紐ヒ位フた（表2) 。
ぅ． M i⑩栢出届による白杞径分裂測定
旺核ク裂誼量的に測定するたり自桁稜ケ裂キ萩期17'拝度よく浜のらm てし1る呼pu
いし万レンヌ l這ぴ．白金寂に約6mn¢ のにぎ 3 ド＇窮善して訊料としに。比仰I計数管
該放印鰤，よにS i|ic.m suv伝c.e 和げiむ饂器磁哉スペ 7 卜）L 釘兎掟し、 242Pu
か這印託切ヒ後 M icq箔に密着浣角しE ．トウッ 7敬が2,000~50,()00 （：：：なるよう

暉罪輝浚，租フッ藤ざエッチンゲし｀先蹂顕微鏡叶うックと奢聰した。恥·てみ卜
うックを譴l.:.数えう E め， 10 啜四遺配＇抒遷心し）汀三ズウイド廿ぅス上にこ
小 M1c砂釦蒙し，臼•ソク濱加れるすべて叶や臨磁厄知械影い乞こ o 写
負..t.て•各砕泣（：：トラック五粒之た。こか3 でひ涸餌源誼＆即 I ：：：示的。 1 万祥嬰Jて'·ヽト
ぅy 7 粒て'|.l 1 1評咋で'q63 士 210 ％の効率吋紐でざる。 l~O倍の紐黛では (5は＂
1000叶鉗iか可能性廿｀・みらわう。し1J‘し．四息d 所卑牧はザ雌’レ労カ 11惹しレI 。 1 万 1固£
超えうとトウッ 7 tlJ唐后リ v‘`'が＜后リ、．婢IJ急産（こ偲くはか

うすだし11' 訂‘ず•こうののぶあさ・うめざわひろかず

-56-



妾L Cm-242の半戎期測定結果

Source 駈o.
Counter-A 「一 Coぃ n te'f B ! 

囮＊ 如If-1 ife. (da.y) 祝 Hdlf-life (da．ど）

1 91 160 、 74 士 0. 11 62 161 、 13 :t o、 17

2 q4 160、qL 士 0 、 10 64 161 、 34 士 O. i.6

3 q2 1 61 、 70 土 0`1 i 63 16L 、 33 士 0 、 lb

I 4 92 1 6L OO 士 0、 14 64 16 1 32 :r o 、 16

5 109 161 、47 :t o.o9 61 160 、 ?3 :t 0 、 17

Meo.n 1G i、 16 土 0 、 19 " 1 bi. 20 士 0 、 Dq ** 
0'1e.ro..11 mean -:z千'2 Cm h吋f -l ife 1 6L 、 1S 士 0、 10”

ゞ： Numb虹‘吋•m硲び戊ment made, ** : Statistioi似＇位rn成釘mrof mem 

表 2 文献直ヒの比校

Refe如佗 HaIf-|ife(day) 
Numberof 手脳olIoo逗d oi 仕c必蛾y)y ぷs：ご品崎か耐ia:/唸mples

l3J i62、 76 士 0、びト 5 262 3 a ount；吼
[4] 162.46 士 0 、 14 ? 210 14 d. ounting 
[5] 163、 2 :t 0,3 2 2がr 34-35 位1ovimetri
[6] 163 、 D :t. 1 、 3 1 365 ? Ca“loCri向111呵呵
['T] 163、 1 士 o.4 ? 11'87 ? 
[~] 162 、 E :t 2 3 130-36~ 2-4- d 四ntin,

Thiswo水 | 6 i、 1了土 0.10 5 540 61-10'1 d 碑nting

虹献 図 L M i ca 検出迅による 2位ru yースの
[i] 臼田ら，?1"23 回放射化営討 自発検分裂の検出婢

論紺謁演予梯阜 112 (1 q刊）
100 

回P. c．恥g硲,. NYO-2363 (1%2) 

一[3] H. Diqmond ct d．，礼y．脳． C ゞ
ヽ

且 10升 (I q 77) ミ
[4] K.H.GIov釘etJ.J Nむ叱上逗 ]qo[ ゜12~~ ()q!;4-) 

゜ ゜[5] り．J. Kerri仰an et必，JINC 近 . 
出。，64」 c1qrr1;-) 

゜[6] り．p.Hutch in~n ~t威，t.J'a和た c: 

゜匹， 12窃 c1q図） 十」

[r] KR.FI炉n et 4., N咸．~j．匂·
u 

息寸0L
゜が2 46(1q6E) 

ーI A 
[9] G. C. H血成吐瓜．／刊や•Rev. -----

4 

゜
1 2 3 5 匹， 617 c1qc;o) 

x 104 :riss-io11:-5 
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1 B01 原和疇紅こよる N1:,全局表面からの（叩）疇t、および速拉彗
知＼゜ッタリング牧率
（鑓訳馨袈脊未銭訳、麟＊ネ記＜、エITT)

o i腿羨灯 松羽‘辰炉、面澤嘉寿成‘叫

l スi \o.、、パリング｀謬的環現象による固／腿翫臼粒子歪幻滋知、鵡疇
な這緩的な呼味碍以、叔鰍麟碍齊祠給の面．がらも意羨疇応似であろ
ク， ：噂双恥い麟表面ぷ態祗、田心窪コレクター表面へ遠知
疇季•月よび疇‘喜響臼囀孔．絡采の履牲．I＜乏しく、現在尚デ‘- /J疇濠
階にわるとしばよう。 箪瘤ら 1J、疇碍釦虚這げ、愈和疇患に認速＼ヤ性子
応＼゜ ‘‘1 ダリソク‘‘と l 叩）謬i＜謬含屠表面が9 (J)粒子疇屯手乾•＜麟しよう伝試ヶ．、
霞、 V麟表面謁するデ‘·ークを得ていみ？ I滋でば、 1違疇し疇麟表面（乞
し 1 ・（輝碍サ・‘• D•-T□厨速蝉い］＼゜ヽンタリング‘雌訊（文献）と比較謬。
2 クーケ万卜霞斗および‘フ°日ーフ‘1 、、 Nb恥、東策免鰤製のクグ、グ％ノ元猛加ヱ
知翻した。 促l厨、 0、 0 J（厚） x.i O x!;O (mm) の N澤表面の1範ヒ物屯麟琵
たのに、 Iia)逃尋 o·f盃晒 Eiements II (M, fl, 、Fi如叫＆ E， I 、 Sen1enoI/凡 I97 0) 
の P335 の該I＜奉し‘‘て、天以噂研磨を行なった。 研援を得凌レてから、給パ翻
氣、ヤ、ぇ／ ｰ ~ 2 j- Cー 2‘‘ 、t亥 •KOliに認疇疇匂昧麟Jt心｀／0 彦ジ臼怠よ贅
磨虚麺直炉KO11 の中和を 3001謬っい導疇砂柏這訂如ざ、厨表面の
輝で‘約／20層忍約ろヒ推忍きる。 こパ俊、水、エグ）一，レゎ‘紅ひベンゼン祀象を
鈴か 9 、名詞 N訓ス、グ‘...::;= ·1,ぶ‘ックス択ヽ、ターゲ‘‘ツトとフ°ヽフーフ呻 1怨恥込んだ‘(I図
I) 。 1c魯碕房した畑翫表面ば、重子鶏厳饒蜆桑窪札Iょ‘仇‘皇）廃駅いる。 フ゜
ローフ‘‘ば、 Nzガ‘ス叩盈訳、箕茫糸K埓続レ、イオン点ソフ適成＜逢してから 3~j-昼
辰麟·屯行な・った。 祖賢直的謬l J IX /0-71orr 以下之ヽlかに。 コレクター

1 よ、 I （厚） X ／¢び !;O （螂）

叩和争な｀〉岱）．L砂、ノ板
で‘，池愈、＇対レぐ/ 0 '111訊
叫愛K和了に設置した
（函 1) 。

叫巧照紺よ，立飲尺
応炉のffしにわいで l
/0パ衣‘‘/0~ Jo分筍、

鑓挿入•取ぶ器を吊ぃご行った。 ターゲ‘‘ット
位置雌効懇ヤ柱子束iJ (7 士 0 、 G) x IO iiおよび
速＼ャ叩束ばぷ心i 011 12. ·Cm― ?sec-] であろ。
計裟‘` N恥足量釘炉ば、？ク叫ル（和麟
よ、以介）の I丁環笈（戸、釘忽）による Ii、グfeV
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＼
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似ーX 綬を 2c訊3 のpure G-e -4-K-PH.4諷iJ定した。

3 丞守It生子スペッグリソク、によってコi/ク．I]
ーエに稲集冥疇蔚裟虚卸直如況さし
た。 照射埓叩コレククー上の地辰子敷馴肉
麟図2k示 1 っ ／ 0分および‘30介照釦甜果
賃虹釦疇疇謬すが、紅わ‘ぷでヅ崎
疇知、二の延長如塁［ばない。 繹麟
が長く:~‘ると、フog-7沼叩窃が高くな‘っぐ粒
戸放古匂輝1すみのがもしれないが、考象を追
屈の1よ現野、か揺這がある。？悼（n/1)？疇

゜
麟Kおげる鵡疇叩叩疇があ如よ＼

0 20 40 60 ごの分ツり 9必芍Vbl iキマリアフリ·―ていわ砂‘g、浴
涸 2 Irradiation time (min.) 却慶項放紺にしてオ計考文できない a 即ち、 Iさ

Plots of Nb atoms sputtered by fast桶漿知鳩量ヒ痣中牲丘i＼゜ックリンク·‘(<g
neutron against pile-irradiation time 7-幻憚む差が、 (lもア）反葛冨る分に相当す

るっ ／ 0分疇記した喝辱履鵡疇果諷］ 表 l 、 93肌（ n］)9411lNb 反応1 におする
疇す。 こ礼釦のデ＇．ーダ・がら求めたス［＼゜ックリ’ン 反誹による舛吋註鰈杖
バ率を、他疇麟虚る囃特デ‘‘ーグ碍に表2 ru] No. (6 、 5 士 1, 1)X 10 勺東子
疇す。 D-丁によみ N比速守性子ス）＼°·ヅグー牧率 2 (. 1 、4 t 2)  、
ば報虹‘力いが、デ‘ーダt1l 1\"'•ラツキも火．きいつ か 3 (5 、8t 2、 3) , 

殺直叩麟ば遠叱性手幻＼°·ッタリンが疇 ] ｛摩昇忍灯： :. 
樋心くさし＼が、 D-T によるデ＇ーダの介釦範国に入 6 (6 、5 t LO) 、 、

表 2.. DATA O; ;EUTRON SPUTTERING YIELD ~、8t i、2)X IO 4-原子

る。 筆肴らが‘`
前に求｀めた▽（：：
1拠するデ‘‘ーグヒ
粕砲iく叱食艮
と、速·利吃和1、

八0.、ッタリツク‘‘岐

李叱l[
寸／N豆 4
また、各（）111)

反愈苦）の虹季
此lょ

而仇キ l5
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METAL 
NEUTRON NEUTRON FAST NEUTRON RECOIL YIELD 

SOURCE FLUENCE SPUTTERING YIELD BY (n,1) REC'N. 
AUTHOR 

Nb REACTOR fast THIS WORK 

3.2xl0 14 -2 
Forward, 5xlO 

thermal 
4.SxlO 14 -10 

F,l.SxlO 

Nb D - T l.OxlO 14 F, 7.9xl0 -8 Behrisch 
-9 

Backward,2.8xl0 

Nb D - T 4.6xl0 15 0.25 士 0.10 Kaminsky 

Nb D - T (1. 7 S)xlO 15 2 xlO -4 " -3 1. 7xl0 
-2 

(max.3.7xl0) 

Nb (2,6 S)xlO 14 
-5 

Harling D - T F, 1.lxlO 
2:3xl0 -4 

-5 
B, 1. SxlO 

-3 l.OxlO 

V REACTOR fast PRESENT 

l.SxlO 14 -1 
AUTHORS F, 2.lxlO 

thermal 
1.3xl0 14 

-9 
F,2.3xl0 

--T,ヽ 7
＼ヽ d ?.9 
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1 B02 寇評S恵狂エタ｀） tの反応――冠江I}.'.. 患の主汰につりt—

ほ弓丈街庄）。歎澤祝給，寇幸

鴎疇，:} l;I臼、ノヒ厄ボじし3忍合ぉ褥々の注沐窃厄与i ti.こ県ら注淑物のうち翠；H
甚這古釘遠物 IJ V)くつかの条加物 (NO/ H2s cH胡る、 3 び｀謡SH) に 3 ？こ X の収辛
勺｀｀｀文屯（＂t勺 lT 3.:: t勺｀＂見口払豆て＼; 3臼！叫逗に心五知っりt，知碍ち
心函n証渇哀{c..1) 1ぱ＇’:_ Iレてエタッ戸丸今藩，て勺ンチオー）Vのパ紐尉碍
らい紅辺心辛か囀り‘ら戸韮澪戸壬の庄忍：：ぅ叩秀条し、豆V.:.'t°ロ
1わヅ印 U’' く、/ 1’' 夕｀ノと痢心ビを逗鯰もぅ宅茶曾とつしI 誌椋吝すし乞
皇国這各℃ tタッ，西 lヽ゜｀ノあ 1 O'パ｀97`' 勺ンの厄f.l:! I瑾々たまの和知梵 9 た。
虹応今析I3 うジ‘が"7,. 7 ロコト勺＂うつ 9：：子＇ 1 ）i〒った。

壁エダ｀ノ＇子オー lしの砕慮噸•,:勺ン千オ -1レの放射線今m. C坤tC.rL%HsSH
ニ知け?Tl,年）で約し0叫 ~P押ぺ啜つ＂し-11 つ’'Lレシー 1レばゃっ· ↓V に :,oo吟00 七ovv琢入し

60°“"f.f.o lx しが／k心危湿にて？時間，患射モ｛和た．径射絡汲 逗愛知紐の
分析 I~f P D (~ ~._tt,,m砂図） 1打‘ス 7 口 2 \..'7’｀う 7 戸 1) ~'/...'fの今折評t"
仔., t。 1J松'. P四やk-T(boやm叫｝ t千ンレ 1 h うム (3叩サ元）唱和5—叫
やぽ勺‘'1N2 30戒／叫． H2. 30叫／→·低to 社／""""'·
知登呈 釦臼 Iしす~:;:. Iv (しOS) 'c,:.タッヒの杞碍， COS 不ヽすひ'•c..H“知函1rf)
f,t.1] a::.) ~細 5叫石硬牡 1‘' しーサ｀ Iレぅへm:;., ヤ 1レ C貨入し謹，佑厄Iq釦ンっ·にをリ
這とマンかレヒの密羹．4'o(l)tl.,翌射呼瘤「和4囀を還·d予¢ （尚令圧 Ia rooやが）
蜘f直孔穏に知知碕l3 虔瞭い紺氣パ知仔った．
紅ぁ、 1 (),99バ：反記1魚うとヱ勺ツ℃の豆ie ℃'麻t永界臼沈巧；還程I3 以下の反和
勺‘‘'可能であふは注＊ l°d如成も spe必むい）． 校互iぷて',I，爵以繹いい7]抑胆収
I) S* + C占ー→ Sthermal':sR*(or ｷSH), Hｷ, c2肘・ and etc. ｀卑 11 NO"J..勺べ‘
(i) • SH + H + M —• H2S nH=-102.4 Kcal/mol ン ？ 1lーの知

(ii) • SH + c2H5 ·→ (C2H5SH)a一 H2S 十心 (nH=-72.5 Kcal/mol凸麟1)屈 O'’
（坦） •SH+ C:H: —• H2s + c凸· AH=-0. 3 kca1i,mo1nH=+l8. 7 _Kcal/mol b ! :；掌
(iv) 8thermal+ Cz恥ー→ H2s + c2H4 • H=-38.1 Kcal/mol 'c. ¥ "t } ~厄，

IT) S + C占一 c2H5SH 巫炒ー→ H2s and others i,-::妥£訴JC ネ

TII) s* + C占一古S (irolecularily) 艮錢如t
移了、からは2)

約 8 ％豆辻しt。：：の直凶打サ租介玲祈 3 VI I3 も疇惰昂tい虹襄裟炉衣研邸
？卜患のモ汲遥祖::.っ n 訂愈村する。
回狂 1 P 3 つt印ぶ巧 3 V\くつかのつうつ｀‘/...ントの中で'<;H （お知日叫）碕~c.~(.. tの
む私に朗 5 万 3 と子えら小る。：：：d) sH., 存,(t_,;i薗2 1-:. 元ず了う 1：：比冦禿1JO しアピ知斜凜

l：り 1 わかq"{A 3 f
つ

、
Jキ

』
た
＂
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から引想1 れう。 しこ C'和nl t＿比＄子 1) 更 v- S廿結合てえルギ‘一 61 f知⑮SI-\が Vl 1a 

陣渕繹1JO 奇るこ\'.. I:. づしl (DHc;-H -=.q'2 j:::cc.砂必， D喝H·I,,,!j'りに4如よ， D叩1-Hゴ紅←／叩

釦述〖の屈知ザ‘汰‘“`にす｀虜1)0 万；ことサ輯て小る。
CH3SH-- 男S + CH3S・年＝ー9.3 Kcal／血

SH+ 
c2H5SH ―男s + c2H5S ・ ・庫＝ー3.8 Kcal国1

しかし厄がらこ収らの元力01::.. 3 るJ.,乱位11 の庄茄 11 H1s悉加ヒ 14 眠百る摩勧 E 子、した。祐ち
約知0 に 5 3 碍俎年 8弘であ 3 n 土し、こ小；；の条，加かa n-lj｀喝厄外褥巧 3.
二のこ'c l~ SH がこ小店元加物碍在し ra 1/lヒこ 3 こ‘'Id 痰f-c /~軒t 5 王 0 りニ'c. E 示唆 L
tあ’lJ. L v..勺U‘? t廷t ,L- iiiに;f- 3 生涙詞筏ヽ，屯 m ヒ鬼ゎ中 5.
屈反紅磁ぎ、if.~サ‘9 C.-H 莉合 E挿入し、て勺ン子オ- Iレt写え：：：小勺｀｀柑布翁今条豆
っ這釦｝ぃ違恥己釦c:.."t注沿m 遇和·ぁ 3 つ＇＂、校釘ふ遁叫百たるに
つV\濯輝俎知和紅こ, C2-H~sH ~今脅年辛go／心底砂斥の収転約 lcr0 V• 万った．
こ刈埓遠夜1；C の畔哄遠め 1 低ぃ遺むあ，た。 毛に No 1..1}べ‘`./ウサーの斉加 1吋
し）拿化、1: 0‘＂生淑 L （り：：：しげ｀滉り出て紅• こ d1 こt 13 tタンキずクル社射練今肖四
磁虹象 IJうグ nlV遥程に； ｝七I/) t"あり，直諄的v..庄染可 3 詞℃ 1-aわいこ：t示して．
vi }.吃 1 1 霞視碍＜で 3認1(.. 中条宅忍追視いもものと思パ 3 。
国釦，， Hふt, 1()>̀ Hふ'r. 02 の元1Jn加翠から盆cAC.亮が｀紅いと下91び必叫廷v.:
j'. 7 t虹ぶi } u消： 11 疋 n 祝·了、 1 ひ｀臼f.て·’ぁい訊ちの知知しt珈c:: (IC. tの各たカ
心↑ ｝収、翠の外挿れ：：と＼乞 1 1｀小 3. ） ：：中ち11'1こ℃ ？｀逗畔い宅ぬ"l!Lm
¥I I3 I-it1' I：：子 3 が扇厄と、 l-:: J, 1 汗協巧｝し知屯）・ 1一丑逗パしし丁、ぺ丞
北今玲I< 1 ?て片沿万｝ 7孟懐厘，う L5じP) 放飽） le) -C,勺｀／ヒ狂し研速7k 尻tm oV1 ニしt,
ぃ歩t t I,1 5`\.3~ 訊ピす訂も｀t怠、化、K 系 11 r0-3 にそ，；了うに初期K. I且生成しない．
もt伽叩絃惹．唐，うに 1 }寧CIlC.条の柁椒りス勺べ‘‘/ i‘f Iー 3, t ：押えられ n し 1 I う店
位ぶ必』紐咀 [\9,1に呼盆よ以r) 印知i 3 払紐よ蜆雨．各 1石し口 l 'J SL'D淑箋？り毛"<:'
広碩臼琢慇ヮ；；~ <;l'S。)に} 7 l.宅祐 L t 11 }',、冤わ屯~.

゜
6
 

%4 

2
 0 虹 Io十一→一す

0 40 60 80 100 
0 12'.ロ I I I tｵ o/。 dee叩ositionof COS ｰ o 20 40 60 80 100Torr 0 10 20 30 50 

Torr 
Fig.l. EffectofNOscavenger on Fig.2. Ef:fects of additives-on Fig.3. Pl:1otolysisof COS 

the H2S yield the H2s yield and C？楳

5
 

Rt.し1) ．粒1@如"{c.翁滋浴氏迎頃．n) l.2J :ll> .2租1杖筋C.が抄餘既活酎、）
¥.3) H 、 E．←勺～ 0.p.珈AS｝ 知．叩叫年．生 141 (,I~ 品）

に＼）さわか奇｀｀いう 、
つ-̀wｭ亡
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1 B03 ”“i應イオ｀／0韓紐n 甲細浅汀
叫xn-t-と BY 叫of+

（届p立 k f用） 0 'tt｣l ,\，祈軒↑辟枚

1 看店う 1叩心疇：：：わ II (̀  In暉；のイオン4(1くぷって打‘的豆頓A
オ;; CH涅/'t v')輝訊：：：加這差レ，屯瓜面叩イ流知叩ゎ足、応碑 II t 
行 TJ` 7 「く。

麟1J,.)り 1,, CH,如1 氏の IT じ該心？て'fibィイン今恥庄紺厨如臼Q`Il
：りtn P紐泉ど比較可ね。J rく｀ ＄希幻パ和鱈1J'輝｀ク区（出0)n-tイインf1)
輝紐I, 7 11 ても巧条fク。

2. I月紅為 }0 イオン1紅｀四如ォー名詞，そレて＂正泊鱗｝心幻囚
n i炉僚；がりが鳥｝か恥砂知、 3 りのてふ疇 I月 1浅町んこと西り,r\. (11
々。夏て、 7 ーロン瑾疇—｀クJて l：：：は、合和頂］疇釦、お伶分｝ t oJ J l名
してJーく、介詞‘伶lく？沖詞霞崎わレ「＜イオ］J`乏いをり絲町g，のイオン辺
ぇりれね。

CH涅Y q祖ふよ Henb叩‘＿厄 r< 恥，高(H;z.O)ーの楕l-JJ肴危りが‘q { 1< o.b in ;t,'c 
M o:.i ah麒したものと町 rく。？9車正ィn飼ィ 1 ン這丘｀態n訂耳 I(1,.)' 、 ^b injtio 
M o:五-fロ 7.. 7 ム HO N D o と l司 I して， Level s叫t；＂， 法 I ：： Jーわ収束 n no 屯t切 7 rく。
I刊し， r<.＊知肛・ 1泊疇もし r< 9 直玲すかもT半遺4ヅ厄丸酋n エACOM 磁7夕／
分］科”"拉『 HITAC M-I 訳） t肛 I 「く。
3. U) CHヲ念0門3Y 9 IT 啜度 I<. ぷら宅応、4 オ＇J

CH1 ーBy YI.,. イオンが C,v 戸ft訂f t 4呆 7 r-::: J'J'峠紅ゎt 1紐すクと、 CH~十と訊(n-m)+ ィ

オン＂、T.キルギーの利ぺi ｛が 1＜ fd` わぷぅ疇哨紅 h 。このぷ）にして来の「く 11紅釘飽
A オ ✓ CH,恥n.,. n 今角わスャームt長 1 I<. ネ寸。

C叫sからが‘恥 r< X 根
心ク（応）の内麟} y') 

イオン代 1< ぷ）てt i．．ぃ忍

n鐸 (R) t用 11 il'l lぶ、

C.H忍 nl嘩慮りイオ‘./
化 1くぷらて爪浙片イオンと

1且1 すわことが＇て、、J };} (,~ 

町訂綸応‘弱后レ.fく）．。

とこわて,的,.B渥臼遣

釦スヤードにぷJ.i ch吋
呼t起こ可。一様fI,i gの

11 スげートにぷ b charje d;sヤ;.-, b凶 I' 釦 I J:表 1 oi P.1 x遺似て｀3 クが‘、二t訊 O n ガス 1丁

ートに.J IJ ch o..r茫叩ほ 慣吋目-1) C脳rJe 沖にぷってモ応 r< CHっ恥l1ャイオン 0 7 

表j • Initial charge-states of CH, Br produced after the ionization of la, electron and their 
fragmentation schemes 

p a 
1 

CH,Br0+ CH¥"+ + B,(n-m)+ small fragments 
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a The ion yield distribution of CH, Br produced after the ionization of la, electron against the number of 
the positive charge. The abundances are arbitrarily determined relative to that of CH,Br'•. 

いくだしげる•さのひろとし
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ーロパ謁這？て繹し r< Bダ万 1 シガ‘・打象と a｀ク「くの｀二桜『惰日9) 17 スサート I←Jク
恥へ't- n cha.YJe 咋 0 分印即 IJR XIJ臭な｀ク介和t吊,,かx字が脳。 E として了幻村和
令体直篭知小さ 11 tへ 2 応T初動しf<しの項）足ずク 1 表乙の 3―う l< CH3やm恥戸

1 啜度にふ？て屯いかんオンが印恥クことがて｀さか E 17)分印と匁んクこ2'. I くぷフて
匂ナイオン n 定．蒋（直t n 不一致 1 .r iい炉f,?こどがて‘•2 クが、戻朱t令し衣イオ v~H十イオ

:.;91 千一致 n 原四 IJ現JT 9 1 こ h 叫iりがて｀ Q` II 。

(li) tYC妬0)― n l腎撲iすのイオ・鷹,~,Iが臼\,{オ汲珂1
即邸）nt ('I¥= -1 ノ尻 7 /'f/10) Pl 令 I 芥 Iレ手一、'h-e.t cha.Y.)e I ne-t ch辺1e 力‘h 荻

め rく虹＋~ H誕"-mltイオハ珈 1 -JJり反発 I キ 1しや一 (C恥／氏(Hス0)"十と，恥mャ'
比0e"-mtイオいの令 I キ Iレf—の弄1J‘り改ず） Tく及術＇エ?f- Iレf - (dE ) ；表つパネし「べ．
By（出0)l1.,. イオ；； n 狂紅ャームば、介所·n 『1 と

釈え Thefragment ion distribution of CH, somBr observed by 
1各て状態の灯称内疇叩ハ Td` IT ればなゥ rJ.` I` 、セ1 WEXLERandANDERSON[2)andcalculatedinthiswork 

t名胞．す h 叶表4 Pl J-う lく成のクことが｀てさク。 lon Obs.a calc.b 

CH,Br+ 0.99 0.08 

i,t ？て， Fr(Hぇo)- n 肉祓角｝ 9 イオン代 1這ー'1 ECH, 

臼ずb 叫rnt,{オJo ／料71迂｀ Cふo n P1 分 ず
面t 1和 I lf'lば｀ n=31＜袖天i直とも 7 t t想，てさク。 :::+ 
訊 (H)..0)'I\tイオ /I こ..fj I I ても，これよて｀’のみ印

む吋砲イオ ✓ I司fk、印［莉f肖似く店登役梨が‘ぷ 'l i 
っ< ¥¥ h 1 i討論 C さク。

Rでf•
1) TA 、ぐ叫廻／保 1 がわ含訳·也巧'l C t'!ヽ 7)

a) S ｀工l<UT/\ 1 H. $Al¥O,  "Ro.di0chi1><. A c."t a 益／

Br'+ 

Br'+ 

Br'+ 

Br" 

Br'+ 

Br'+ 

Br'+ 

Br'o+ 

EBr"+ 

2.47 

0.27 

0.54 

0.66 

0.54 

0.51 

1.00' 

1.33 

1.46 

1.35 

0.95 

0.70 

9.04 

a Observed values by WEXLER and ANDERSON. 

6.22 

12.74 

o. 0 1 

0. 0 1 

0.14 

0.52 

l.oo* 

1.29 

1.32 

1.19 

1.03 

0.80 

7.30 

店 (19門） 1 ； b;4'I 江 1 '7 9 CI 'I訳）） b Calculatedvaluesinthiswork. 
* The abundances are arbitrarily determined relative to that 

3) :s.訳UTA/ H. SAN0, 原すガ中令閲互4'I'f Cl函） of Br5+• 

4) S ．エmrA ぷ屯 0こn．氏s, 表ち Total energy, gross atomic charge, net charge, CR, AE, 
and electronic configuration in Br(H2Q)n+ ion 

ぃn,I 俎I rュり (I叶'I)

表 4 Probable fragm血tation schemes 
of ground-state Br(H,0)"+ ion 

Ion Scheme 

Br(H20)'十一Br'十鳴0+

Br(H,O)'十一Br'十嘩02+

Br(H,O)'十一Br叫比02+

Br(H,O)'十一Br3++H,o3+

Br(H,O)'十一Br'十嘩03+

Br(H,O)●十一Br'十＋比03+

Br(H,O)'十一Br'十嘩04+

Br(H,O)'"十→Br6十＋比0“

Ion E? 
Gro'!'(Naett omchiac rgceh) arge 

Br 

゜
H 

Br(H,O)一 -2,648.4100 35.938 8.720 0 671 
(-0 938 -0.720 +0.329) 

Br(H,O)>+ -2,643.3250 32,008 7.096 0 448 
C +2.992 +0.904 +0.552) 

Br(H,O)" -2,639.0037 30.538 6.694 0.384 
C +4.462 +1.306 +0.616) 

Br(H,O)o+ -2,633 4408 30.001 5.611 0.194 
(+4.999 +2 389 +0.806) 

Br(H,0)1ー+ -2,629.6884 29.002 5.592 0.203 
C +s.998 +2.408 +0.797) 

Electr.onic configuration in ground state 
Br(H20)―:……·…••(9a沢(!Oa況(4b訳11謹(4bが（12畷(Sb訳5bが
Br(H,O)"': …… •••(9謹（IO謎(4bが(lla況(5bが
Br(H,0)1+:•… •••••(9査（!Oai)2(4b,)町lla沢

Br（出O)":........ -(9謹(4bが(!Oa1)'

Br（出O)'o+:.•…… •(9a況(4bが(!Oa,)1

a Total energy in a.u.. 

CR' 

l 01 

1.89 

3.30 

3.96 

b Coulomb repul,ion ene,gy between Br"• and H心’•-•>• ion, calculated by Eq. (I) in Fig. I 
e Repul,ion enecgy calculated by the total energy diHmnce method ((2) in Fig. I). 
d The elect,onic configucation of thi, ion may not be the g,ound,tate 
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1.14 

2.22 

3.29 

3.96 
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晃＇’しの直レし 1 椅紫1. iJ'l'l系 k.

ク 1 °KI紅紅 1 ペンダゾ＼ぷI0 の'f IVダゾt i点加 V C(岳1."直印硯、又，3 牝今絨 K
$ 11· 多坂‘すら影介，v そ'-ば豆） dヽ｀フト 1心追い9 に,f ,v 、クゾ b｀ら）K表~ ~I 直ふ
しれ｀ V ふ v• 印る系ぐ It訊卜，ほウ＾＇t虚祉恥庄t打、ミばし＼。この雌 I1 紐トリケ

l) 
ウムの偏詣這，． 1 歩氏 1 i介、‘フトゾーソ I丸ぐq紋森のムめ心ヤし・うかH レ仏。 < < t• 9 

/i Cp恥 -CIO!)m t麟·系t v t知，浚緬枯ずの反~~ ¥-I) Jr 0 V\の反応叶躯• 9 ]::.礼-1ヽ
ットプ‘—ゾ屯デ'IV V,-? 、， 1 免房裕e.1J口~ ti.. 
2) 皮校
ら如—Qふ2-Lif濃／が吻e. 77ーK, 11+0K',ヲ吋K, 1~ r;~昂．1-,· $'.-が中t切尻知行）れ．
紐か竺，t, ＂幻呪ゎりぴ肴クラムt吼ヽ＼ K ラジオp‘ヽスクか？トグ‘釘，くと‘)
~17 11\。1-\Tit>T の勾諏孔pラいし V1 It r 民む辺；し-f Wミ”’ラ＾ ` l 77°K) も
峨I\久． 19ぶ；＂9 トリケゎ遣叡虹環II ドラ 4 イ 4 べ呼トラ、7 1.,-:.1 爾店，液
伶ンンケ V/ V いゾ戸パ',., I"-S,-リi船l従 v~.
3) ~裂界t秀各
00 1 ~o.A 吋q C10貼叶切＆。砂"€, 17'K にて（疇知 v叫知虹紅；翡ラ
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ばし）。

反彩Kr’l k ウ 1A g‘｀凝蔚屎内 Iり入？幻易／~I ,ft蹟心~ 1 1.介、‘つト~J‘ーンが多改奇}.一打
衣紅る中国） 1＂ゞフト反応（T ね HTLDT)) 又 13 給卜')Jr~ム忽チの反点心彦欧す
3 . り幻‘"って (C屯ム）：独I-、1 ケヤムぷ凡フトゾーン l月 1‘ 応芯•1 1. (c.o..s豆）：げ Kl囚
柑吃 1灌淑咬の 5 む51 入の道L., t鯰t穏知ら． C四いお佗 HT/PT り紐比 1改
式1い与土ら小~.

(HT%PT] = [ :'¥'l'Im 十 （し一芯：：［『ふ ` 忌］ I) 

::: : t‘•仇： CIOH22 の CIOD立 l＜打 1 らモ LI,比，忽：几、フト紅ぉ，く 5 3 和汲PTJ
島：塾卜、1 ケわ＾の反岱，くこる知yk町 J X ：虹叙 \-\TlDT) のう 5 ,1、‘フト“~ I, 

みぐ£｀坦 1 つつク，屯くらし、すと叩芝ノふ九き ljんじ‘
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s 心滋｀も赤かおのしすがヌ匹 2 "> 1易知 1疇（i式にど）表中とかか
(i) 湿む知早．：秘しレ'l ¥. 3, 知 V 1 竹沢， l的k J紅 m‘K 1ヽの C19厄 C101) 22 i7'J r 
忍叫か応麟げ。にIf<Pュ・っ直 1しある刻筵 6上t困ヽヽう・ X 炉？ヽ、 11l 区叫0
の翠移麟•11)鳩知 oぷ］潅、伶とりt tヽヽ~.沿 2 I< X ::;;. 0V ゎ， 0りI 0.80 ")*伎 I< 4)和目
‘‘1 t麻見計りの知！知冴虹繹叶頂滋昂しキ 1 • Casぇ L り 1鯰、 X 9 （も（ことら 1"
“侮釦化lで芥ら小 1｀ヽ襄陵統え e 只授8" う・
qi)汲祖知条： 1爪t痢し‘, [m/ci)Tl t clヽ H:l-2-の毛 lV 沢 l←わ vt碕恥環ti知畔
釘。\~れ燐lt ⑳坐 2 り騎゜あ l) ／炎謀；叩2 い ">1紐'I,Jい。 0 恥奇レ仇衷貌畔
\~知 L q必辰t ；く／科す~.

双ン＂揉界1'I•う、 1印ふりも、いヶウムて， 4、つトソ‘`-1/ 11J,·鱈·'l; r 'C-~姉いい．

永ヽフトゾーンの人いい疇ずり屯ヂ Iゾう）と困、、 1 鯰 1 a シt "r"t•あう。この毛デ
IV!<. S tJ\. I各．，介、フトソいーソ応0)湿汲d)..t-昂，丁~, ,i次応a 与iら小'}.

T砕士 T。 (I+ 48‘t/r。ユ）ー 1 的p （一ぐ／rさ4- ot l 2) 

こ< t• f•｀ートラ・フ 7 4"心令の大芝さ， T。:トラックの中心 Iシi•げる名刹i呈I笈t●’卜｀）ケ汐＾
"> L 戸.,~ ~ ?. i文 1 シ・応長／f·C,,.,.←あり~:速釦い、／ r :恋笈， C炉辺虹ぁが
＂しあIA, 1 1 、不，知ふ仙s;V 4) にシぅ永がら鯰釦囀ず1,`"l ll<患努｝の丘か Iゾ
や‘.,..,f吃笑，＄，t岨ヽヽ，翡応r 項か、叶卑し房魔 V 1.しピ「t求紐・ 祈蘇祐現y.:.紅 I¢
介、プトソ99- ン")人もとしt ヽ 冴佐初～向 A 口づ釦／松いヶ'1t,...,... ¥0-¥¥l'J 
しU° 砂如吋に，キフトソ｀— v.,l1J t｀瓦応する。
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1 B05 r文凱トリ予）ムと、裏鈴心ふ虹払）
：ド）テウム疇板這社と払骸文薮

直げ） 掟柏正丸

（、梯言） 累、りも 1 ic p-I :•J、ネ）和手ガ 0 分汽で•広く 1叶いうふて＼ I る材料であみ 9 ]’’ 
l衣その喜滋碕I•生と瓜塁かわ小て）高温がスカ九材牙］あん、， I 丸紘耐合炒'7゜うス＇｀"1fr I 多オイ
料として月たうふ）如 ·3 試釦訊h'行tぷわ dヽていら。 しがし及賊卜＇）子ウム（了）と黒
鉛の反j;心 I ；関す h 珂次 I~ 跨i._ f~ I I 。)羨裕ウ（す 3山（凡 P) 了反応おiひ＇・兄；（灼cl.)了反必を
I叶＼｀，いくつiv'0,皇、鈴ゎよひ｀炭中呵 l、｀了も打込み）ぇ献足丈が r:T 0)再放炭ぷ動も、い灼
[:頷べ＇ていら． 、‘ふ合で• (、私、告しf: j.な＇、もも界は；久 0 遥l) て9• あん。の黒鈴印 l ヽ・打ち込 3 小f、9
了ば、累，鈴炭，＂牙し C 一了，々•も合を匂成して、，み。③ C -T 、名も合·を砂成し袖我.t ol'I-r: T は加
熟心り再妓似i小み。そ 0 幻碍吟tel HT で•あり） ［出T1-l喜 1悛量で戎み。®知 0 枯遇
尋的であ-1 HTO 1~ 、裏鉛ぷ＇）麟邸 1 がていらので I i! tぶ（），疇·糸 l~ で'.2.次的 1: 比八‘し
て 1 しみ．®了 od文似羞度lが料謬、射量と K うに高痘i叶へ妨動すんが），1心這叩譴パ
Jん面的恥 0 ひ｀汀譴＼関i合があ h. 本板では 1碍ヵ\ 0)界、各叶鑓へ丁を打ち込み）そい再
紅脊勤を知迅昴羞加、秘比ょひ＇窮晟硯麟 ~I) 試べ',衣面成頓麟叫界む謝机／）拡款
応穀0, }峻を行な.,f、'。
（い験） 校（月しf：烹蒻墳電丸渇ー苔灼 l: l史 1叶文小て、｀んペシネQ1 (C(O t)I,げt .7Jtf A),

ベ｀ント〇ンネ辺青製11)天然裏鉛＆研） 2 6.7叩）おぶひ紐々木桑·一祠士（麻珂・燃項） 01:
ぶり般隻よわf: S : C令町事(C(ooi);::: £.7I1,4)で＇あら。、＇れら 0 ぎ、鈴店ない笥知痘が行
fふわず＇，あん、 I l J出気素、叱て••Im'C l ：幻 /0 酋間 a fく (3/“l)’い、．j{)）分間粁っ訓処9訂印いっ
て b’ ラ 111 いた。その後，鱈昂木戸HL 3 f、‘13L:N()3 をクりー［：｝認し＞、双い(7J Tl ぐ 4 ブ゜
(8X/0国・ぷ・よ）て｀·玲蘭、り知し）了§泉鈴守 l ：おち込んだ。等速昇羞加、約窪{1)}易
合\; Iむ紅知紅直紅康応ぅジオガ＇ス 7 0 マトク＂う 74 ーで＇ノぷオ｛［し六．考麟、熱犀
輝で 1i）ス 4- アがスに水先をシ茶加しf；場令」や,.iり直棒遺蚊法で熟良しfd'") H..t0 
みを ;(1 --アがスと I f：湯令•l 汀 3放俊文がな了を汐がし 1: 1昂っf{a0 へゃ，．I t'̀ l 心 l i H了 0 1; 
知訊） 1\勺う‘./ 1゜ド翡｝・糸して表外、シブうレーシつンカウンタて→刈足しf:。 各ふ楕（式史験
終了後阪ぎ人氣乎foO'しげ諷し）．叫f汀'~ H10 kl て刷文しか，
“晃しか象） 払紅応素：界麟パ検/:入りぶのらむん。~ 0)爵 I乱 1本町。

払釦星疇麟炉•あリ）表幻‘うのり庫邸叫也＼て、,tい、、しがI汲条竹い晶．
乎$け{l)丁/J)拡散いついて:t>)這⇔ウ I3 表町輝疇ヵ＇、平t級慮•，ばな、＼ ：とを扱告
して I I み。しがしベント P ン祖猜般 o 夭．立、鈴柘ネば前処痘疇、垢、いJ;'))出訊 て..a丁IJ)埼屯屈羞加絶放批スペ 7 卜 I レカ＇非葬 I ；文凡iら：しが碕ウがとなっf、\ 、‘が 1ふ，l<...
素沿炭 o 及，：ぶら丁 o 汎苅の紅易 l 、ぷ;,'* 0\と房えら小ん。、‘/JI羨、し碍があ砂凡山．＼
虹ぉ A ひ｀担 I; .l-叫も玲加しt臼昆合気凍乎て·苫湿紅文．験を行なった。碍羞碕問0, })...来
（応）（：対すみ累棧放出卑（ Fば〉）/J) I~月」糸因疇平、今で'1 .l虞0,初爽l,1ぶり非昂ぃ哀直
線閑」かも奇すが＇）出〇みの令，て"Iさがなリクり餞訓間をへf、‘°ち釦訊4、令，が成立iんよう

さ大き・自さがつ
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l ミfぶり直ぶ象バ復 1 ~}ヽ＼｀碕へ反齋：ぷ＇）了t打ち込心＇場合 171 F 口） t叫ば巖 D)の閃
株式((\)氏） 1 ：ぶリ） P I ；叉森しf｀、アーレニうスフ゜Q `'ノトを図 I I 、‘示しf、‘。

鯰：：： ：4:謬） X 口：｀と—-- -—① j.]、;1:T:柱，久＼司(J) ¥位
屈ヵ‘う \7凡うがfぶぷう 1 、)誓ぃ遺なしの訊料 d l), Im'C で＇，的／砂行 I闊 a T 、‘1 '1/“゜ O C.て30分蘭
疇簡処程し 1、9 試料守て•` o茄荻定数のぷが 1\ I j切急しがふ屯添加がで•Ia J訂使9里疇、竺
1 ミ、捻、関伶 1 、.J D 0 了ーレニウスプ〇ツ 1、 l ei. I月一直線.X.. l 溢ひ＇） 各羞度t'i7)穏しId 詞処翌を行
なっ和場合ぷ I) 、紅，肛桁犬さ(tぶん。ヽ、,f\. (1,鱈脱離反応·ヵ＇、非昂 I ヽ‘f\..3 ね'4勅さをして＂らぐ
し屯丙、していらも OI と府えら収ら。 H碍加l ミょ l) T が再放似立れ易くない唆（＇詞芍揺0)
黒鈴虞 I: ついてう茨逸しf：現象であ l)) 7グツけ＇叶該 m 翠淡範llilで'D 1; して，応桁の
及となってな切小 K 。 しがし 1図 I がり§ el:] らゎ'1ぷよう I ：）る性払エが 1 しや'- l ミ Id火きり姜
履めういない。 ~1、ヽ克糾本り紐］と＼ f、ヽ場合ぃ屯 H砂;t)'O心碍疇昂 I:,\、立くなら、、
とも叫ぅ h' とfぷ..,f:。しむら(}) fr，も界 I d,黒鈴印n 丁仇拡骰0, iヵ＇．）叱雌鯰•ょ I\ もや 1a')柊
、、直、現象であい＇’)鱈い場合ぃ疇諷汀‘糸い久疋くぢ l)) か面で'a` 

1 バ叫的(~、じi (1ぶら了ミり Tl司応•あら 11 1i訊叡、内と o 疇I; ぷら成計いもミ＇）紅（
枯 l)) 1拉疇；；ヵぶヵ翠が非昂 1 ぶ、さくなわ'{'- ~, ~ Oiと芳入うかみ。
叫1: ぷみ文、忌げ叫ぃょう 1:) 麟呪蛸麟り効果が火2 くなわれ［；＇））反蜘•,T
ロ臼込んf鳴合，了/JI令榊虹態け恥り小］心と＂，拡似妓を成1文す~ l ~這＼ f、，令、

と 1 ＆名ぃ｛い。 しがし表訊聾 (A7 メ /0.l.()-n/e,,,,合）
応ふ｀＇黒鈴守の汗純鱈（～的沙オ、該） l: ぷ
＇））ほぼ灼ー 1: 了を｀釘、、試料がらiJ,”`•
止玖ぶり）恥.dt. 1: J;~印訊訂＂／し•で D豆
ぁ疇昂，和虞IJ)、\‘庁な 1月 1 t f；場合~}和叫
t柘末仄~して 1打い 1易令） D oi直；犬さな麦凡 ll
認あらかなか、） 1、,。辰訊囀1 しf~黒鉛し同一銘柄
江鈴粕ぶこ加（II'\..)『)T 疇•｛:J:. 1) 了もオ訪込．
f,.. 1訊屈 l ：ぷみ史，検·でも訊、投射 l f:喩八料，：』み
伍しがな 1)こ、紺i知渭ぅ小f、',、1 れうの鰭昂 d
詞本を 1印望騎T’、汐，紅 l鵡麟直問し
なr □`)すい臼恥麟ヵり疇I; I~ 直、0)オ閥散
史政t：呈屹サ尋丑ん、しをすしt "•~ t、9
達叫渇沐名 lilいて佑、9 D の位があ哀 l) 愛Kl
ぢ，＇とtiう紅界（ぷ｝伐品·＼村が主fi謬蛉応·，尻＇），
粒和ば、［ぷ I るしんど着ふしていf砂ミしそ示すも
のと思・わわみ。
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I迅／ 前処理おW''H這証 I ；砧私復定応
見舒＼ヽ 1-'1咳凡
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1 B06 L紅およが'L i-R£ 創汗謬成科紐訃，｝ヶウム透豹

（原石行） ヱ病濤す］

1、ア）レミニウ砥吟ウム (L;Al) は、 L砂伍廣 Li叫， L;濯ん／
L砂ら， L砂）砂パなど＇と並んで、庫紐炸の年→・ランケッ瑾粛 l這鴎
されて\,‘ら。 L;-n鯰合よ、トリチウム製蜘ターゲットとして逹加‘r煤這し、府’、
応｀も仔，況：：莉如籾輝しr：：ク；似今全ターゲットち原和和照肘し、トリケウム
潔望邸や？計発吐直めていら。 • 

ム 4碍疇炉研
よって生叙‘れ汲耕
ム→芍か綱9吐
: : r•• 9 `、 1-リチ

”。)で｀｀ ：：れを瓦
しi -R給和三菱府、

拉r,_煮応、忍叩呻跛む Liち I'、ヽ7 7ぶ：有 1 墳萩ターゲットであり、アルミ
ぇ7 ム合濱しれも＾と、府濱槃し＾もの，，ぇ科麹を呵ヽ r：：・
中岱．駅：叡匁した Li似を石茨試噸lJ浅封入し’、J紐々 Tパイフ゜照吋孔で•
Io /ii閏符・注和｝レエンス四屯→XI()1、 c~2.)翌射し、ドクイアイズヽす I叫 4糸屁した。
ア 9しミニゥ戌材加し，＇似ななターゲッ}-,-i-、J邸—2老直穴験孔（アT-7) で之ヽ¢
疇（灼年 3X/0”cぷヅ釦心冷し砥蔚•照射砕・祁布念しい似緯 9 -
ヶブトは｀石む料管，五空此入し、J邸匁 Tl召 7゜終的Lで四憫（炒た）， 6x/グ
び足）烈射した。
分析み・いが放脂師＇徒；中口翠酎し渇淋斗直を中で99統し、診泣斗ヵ‘ら放出さハう気
却~-~つールドトラッ 7゜(- 7』 'C) t油して、比雌t匁陪遠i t＜うジオガ＇ス？ゥマト
?’'ラブ／こ条、アルジ‘ンをキマリャガ｀スt l 贅析した． フールド')-うッフ°r 淋1穏？ rVl 
淡力（全しして HTO) rfJ放射耗剤走に 11 、 73~ぷman L5-/9/)凍砕叫チレーシ3 ン
刀ウンダ~ ~1f l利した・
呻釦尋叫(1）およ以；ー9諺知:t、加＇よ噂）豆恥
絞 I勺i，ク訟腎屈祖（F)J{tLvo fl研3ヽりろ喬i違紅紅耐（室缶••
の冥紐 {X I():., プクrr) 遺1fJした。毛リ 7’' デ凜セル(.)::__面I豆国 I ～→孔這
す 3) I試料を厄哨し．宅む面直方式t"加愁した。湛昂却走 I勺i、 Pt令知h熱唸対沈
高叶＂狛刊した。
ふ )--Il ケ氾紫活町ァルミニウ碍噴戌瞑？ーゲット (l,'-B紐な）を．真を中で
加熱した際淑かれ 3 }--Il 砂ムパ噂約心表1 ドホしたよう l＜叙和する。りがC
で；的 l 呵’』nP然れ'c, ”％如二＾トリ今ウムが加相 9淑放がれ 3 。しh‘ し、そ11)/,噂

くどうかうし
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EXPT. NO 
瞬TING TEMP. [ ーC] 
HFATING TIME [min] 

6
2
0
 

0

8

 

4
 

7 
462 
70 

TABLE I 

4 
496 
50 

8
0
0
 

6

7

 

5
 

9
0
0
 

1

7

 

6
 

5
0
0
 

6

5

 

6
 

11 
730 
60 

13 
805 
50 

T-SPECIES [%] 

HT 
H'TO 

CH3T 

c2-hydrocarbons 
SPECIFIC ACTIVITY 
竺 [Ci/IT01]

1.1 
25.5 
0.2 

0.2 

3000 

24.1 
36.6 
0.2 

0.06 

1800 

20.5 
72.5 
0.4 

0.02 

1100 

53.8 
43.9 
0.2 

0.02 

58.7 
40.3 
0.3 

0.01 

65.4 
32.9 
1.2 
0.1 

1200 160 150 

26.6 
71.6 
1.5 
0.1 

7.4 

1,1 
92.7 
6.2 

0.03 

0.14 

約紐虚紅よ 1異rn 。げが¢からtりて＇の範団で｀＾立戌~llH'Tであ 3 が．クio
·t以下四が｀ l3 がC以戸·11 HTO ＾砂ぅ麟疇＜刀っマいる．ダ3T ヤ［て加ダ土
され 3 卜りケウム 1I 少なーかべ、加を剃訊：心工昇t tも,~咤やす；峠句(-:.み 3.. ーう、 HT
7 ラ？シ 9 ｀／遠訊鳴i玲心平辺遠灯玲扉豆り．朽·1べ 6m°¢ 心こ
召遣雌知低F する。こ＾ ：ヤ／ミ＇汗憧して｀トリ今ウムセフ゜ロチウム 4枚戯紐t
本、パてみた・下l].“frcて·紅心l匂際昴られたみれを｀れ慣ぶ疇砕す。
町心捻11 、 lチじ‘めP)) 0分以内に I 3.バ'c,-·尻3 いも1 依？丘‘'(I 埠温しても知た
K和恥いや砂riい。これ（；討し屯ん双Z1~ 、J.,< ?rc で 94夜碍昂 C~ IO-91) 
程知‘しあるかべ 7応 Cl埓温． 1 3 バ戎む脅遠如嘴nc芍る 0 ：：のか紅,;1認
℃1礁戸湿餞·になる．町とか畔如刃加達‘｀が見られ 3 :とから、揺屁"
ぁぅ卜吟炉と、和和切℃して固裕I ヽn圧乃 7/)ロケウムtては、そパ訂瑣難が異ri
っているもバ存えられる。
L;-Bf-H子、＾フ゜°今ウム,i. L,'H1 L ；肢ti;(.J RJ. H, I あ 3 、、 11 紅(()ffぷJ L/,oH 

のよう Ti釦••印召ぅ可箆店がある。そ：で、 L;-9£-H ，和よ 17 ろ H~ 叶術茎丸戸
痢走し、フ゜0 ケウム 5バ汲糾トリケウム，，臣籾で外住芦勺店r,1-｀らか,~日ヶウムの打出

疇内籾1か「グ）りや見の
訓斜式みた。 L;- B鯰含.):.") 
炉干朽．茎紅嘩知渭·らい
r、笹発心ワ］レビ一度4坪H)
は、 L,•H(s,J)→L,'(l) サ即ク）
fl> LlH "r 1 1.異tJ、 3 位ャ月った．

づ，中店柑惑射した L;-FJI伶
倉から11) HT 放:t.. 1 ぷ？かlする訊
は、、 PI) °C ゾ［下心~:で、f支
為t:71 6H  1:: 泣．ヽ、 1直じ示した。
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1) H. Kudo, K. Tanaka and H. Amano; J. Inorg. Nucl. Chem., 竺~'363 (1978). 
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1 B07 (n. 1,)尺氏己でヤみ八 A D-1 1く沼吠應 "’l、i)、人（万キ；、卜）ゴ 1) ン）ルテー
叩山り＇）丁ンり）屯い仔街Jへ．）キンンす．、／

OI 卜］＆ K) 。可由翁尺也菊犬・知麟剛保肴は激X•OO 石腿魯

じス (1- シ• 7 口尺．〉ダシエ＝，レ），し子・ニらム位）．J)バシゼンふ薇y年戦う繋紺したと
き．｀ ｀の l) 千ンシっンと痴り）ーンンっン l.)(j l ズ穴芝,..j同位伸効果が見幻ポマ、）
み＇）応謬迫 l、 1) ス (I,1しー・芦｝ン} ¥'.) i）．ン）ルそ三ムは）近遁未飯池 nニートロ心 e
ン冷寝，ぉぷか）司体を叩誌照珀しfことき u, 穴．き？扉朴効果浴え．り札｝袷痰厄き）す，

国岱} l) じ入 3 囀·ゃえ｀＾礼た。オ汀囀訊咬音衝柄 l＜疇喜に状危て＇）す！洛応）
粉念ぶり大さ嗅鯰わいビ） 3)。こ z·)す，令心麟麟着椰膳の店禾遵立）変化名J)状
應定氾机）チンジョン吝に交）日痢写這．八に。
戻授人ーあるに 1いー［加砂］2+．麟疇氣り麟汀麟麟吸着籾bXAD
-2,に咬恥也，貌速床併も鱈させたじのも欲杓 h しに。餡倅紗熟•免す (7 → /o)x/”
叫• i'であ·つに。

該応疇： 輝紅 X 夕） •一 IV•も各•むポ希痰ぶら約廂に吸瘍ミ七，咬ラl あ適， I\ 吋
恣--Z· 2,翫紅応疇応(I)麟も乙・一子）レ訊｀吟·念によ I)二.麟亨虹這応
訊紅這l燻釈疇杞 L に，手た lす（ュ）虹碍百汀ーター的覧疇枯し
した。総栄料うに含いL勾水、介聖4, /0ダcz の乾潔吟の祖逓峨分ら·末めた。

ー・一— • 

図 1. 鉗フうクションの料i製・分釣
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如珈l禦坪
[Fe(p砂］斗紅濱

K2A)加t-•加応
茫卿雌崎犀：』 A璃
麟ha);,]冗｀g | K迦這—麟ュ
印沢設 4 回 八姓枠［8t贔ー．砥ュ］
爽煎 ［疇砂］叶を加え．

周灼紋 4 回
八一牲評［＄叫—:m,む］ 弐敢

八着刈[$l疇羹叫

た左f:)'吐きあ‘シたか芍やすきょ．，ヽ l l I) たっ l'’3 う
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約 3 ～ぐ『の恥炉只只豆知心疇玲謬厄，輝砂OOkW)醒叫憾疇
簡思蛤レ，懇痢倹ぶ叫t考操1尼オ z の間 1すドライ，）r Iiス中に訴え応o

懇糸夜の試料碍製分沌操作乞図 1 に示した。人ーと八＿饂倅7ウ 7 シっン，ゎ‘ぷ［愚
鐸叡クヽ）て，閲（2／ぐ、紅叩）と ”3ん（I/ft．奴m）滋取祀乞如、喰如シ～ダ町笈 1謬滋
し K。翁沿，斜濯応7 //グシづン中の届枠還此比色充逼レ，化芍収年，比檄硝耗屯反め'rしa
紀果げ繹
結莱I/)一部乞表に亦す。同町疇忍I E応戸‘が IJ"たo

Iif嘉贔二言霜叶言塁勺掌雷雰塁む［：言言：公開｀｀―—
棟疇体）9 クショ‘'J IE(%) D('ｼ) S1 糾叶朽

[97] [/03] [;7J [!o3] 含水壷（佐）
0.6 0/、26 0 、OD60 0、o/J. 6 0、 71

0仔／、OP o、00叫 o.o/oi 0. 17 
0、 63 I、I30、oo/;3 o 、0| |>/. 7 

A -/ 

/L-2 

A
A
ん

53 

も 2

A. -3 

・
＊

“/5 
—— l

ん

ん

A
1

4 7 
も 5

53 

0、 53

0、 62

/53 

/.3] 

3 比

0 、0053 O 、o/53 O、訂

0、 OO¢2 0、0/12/、 2

A-/ ,'f} h /L一ぐ只鳴料パAD -2-•当 l) の木の政唐甕屯，（応／．7災） z•あっt u
豆，巧鯰知 l E と心休）す，似知汀ヽ）り靡ー泣，も.g)臼IE -t>,｀大きく・
竹7 マお＇），オ諺ぷ童の入き吋ものA- 3(I，阪）で吋 I I:や）口＜吋→て布‘\),X AD 
-2 的禾吹祖知 l .Eぃ詞賢疇閑蘭倅分あみので対吋、いか這壽さ礼ん。
|) §,H叫otf)心ふり I A EA 』-2 /33 (/1¢5) 、
..1)以逗二祁，田中村夫釘見俣靖，河村喝ね謬叫疇閂綸公3A/み

（／？げ），
3) i1)中蒋丸肛盟畜見保清囚森主二訊ね3 Ii)放糾碍寄箪心謡 03)
(/ 9 7 り），
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1808 ニッケル婆絆包唸系におげる反雖慕素菱五 1t号的券舷

（憲大ェ） 0岸） Ili笈明お尾畝生忠本保考杉 1影了占輝り明

1. 訊恥は辰；ヌ m令全/J) 3 こ的耀鯉（Host)の内部0\空如：：分豆叫酌（知est)
がとじこめ述・た杖‘策砂う。 Host佳祖：：［N i侍ー Mepy/4. L2l L=SCN ヌは 8r( それ
和It DTMN 又は DBMN と略す）さ閉ら Guest分 3 I= C、H、~ C、0、., C、 H函，
ら西Brを用凡これら＾哀：：81Br(Yl, r + I T)82Br温程Z'•生起した反囲戸か）配バヒ告
的呑訪J-:;:.及 l予叩 Host格｝及 U‘•Gu吋令｝のi恩房効保及 u··卸幻李ク浅 c杓白した。
2. 1)試料 Host鍔沫の合f.,Jc＇は F；炉·
(Ij l[)がヌキーム 1:5 った。包諄系碩瞑
は Fig 1 （口）のスキーム 1：： ；り各咲令碩給
比とかえて行った。辻ヰ租成‘の決定 lei: UV 
分も法によった。
2) 蝉｝疇 KUR 気送営 (5MW,
fth=2.34 xf01a n·o召s-1) zｷｷ z令店1 ドライ
ァイズi芦遷船した。芹狙は座身計食局溢
度 z· 1~1.5 h B勧所lオ的 L l IT 反応の
ら3 を告った。
3) ィt和渾諒料豆｀プロモエチしンに F i9 ・ 1.
雙陽させたのうクロロ 7;r I レム 1』祠さ．也
0.5MNa2SO3 吋•で｀＊恕諒如油出した。配イオンEAtかもでんざ七たのち，アル
ヵ刃生とし）喝甚姓．芍蕊念令もエーテ lレ展/-;:,逍抽出 L た。そ屁イオンのうち，Jガン｝••そ
換フラ？戸う野諒特の一卸 I::.. つ 19 Z 7 ラスしート？ t:J.之卜 7" ラフ湛I：：よ b俎l 乙汀み
た。 7 口0. 7 オ＇レム展及いェー〒1レふ—卸,..,令取ガ｀スクロ之卜？’'ラフi広 l：：よク分紐した。
4) 放身謂繹定 32Br放茶能I本G-eCLi)花也巻一渡紡疇 I：：わ瓦。
3. 1) 訊知結成譴和紅‘分の} ~ Iレセ〇ソ 1レフ'‘l"tiわ ‘5 紅嘉出ぽ I-; F., 
遺た。紐｀i鯰貰恥及る系遺るため., PBMN峯 I-::. つ IIで品出条件を①米恥急凌
＠釦謡麟回直冷とした。 Gue譴彦這剥逗紐(DBMN: C出知：：： I :.3q~ 
I: 117) ても晶出しちa砕荼の 6uest令む予9レ分率 l屯 C)~®<') い矛いが知•も 2.7
~5.lX IO-2m.f Z‘., Guest分 3 の名迂！店のものJ下伶シれ与かっ瓦理如レたDBMN委許｀
料の Guest-武令 1,1:'v\ ifれもかJ D-3 M.f.以下であフた．
2）クヲスし一トクロ之卜？＂ラフi2,= J a フり一 ~Br- イオン尽 U" N;-*8Y 謀｀分＾分輯

函MN-C6出Br 委忍 v·DBM N-C6Hs む~,二つい<., DBMN を固定桓とするi箆体クロマ
トグ｀うフi瓦：：子 0環記が哀令吟g且料·み民溶離問：：ば DTMN バ場合J古 C, 2. M出やON
の 7D%Et-OH ＊吝知， DBMN ui ~合は EtOH む祠 M だ e 港商戌‘令中q吋函は A，十，：：；
) ia支と 1 て合競した。 DTMN 系では全咋克の約笥恥••N i -*Br') 力＇‘ンド再茜合芯令 z··

(I) DTMN: (II) DBMN : 

NiC12 + 4-Mepy aq.soln. 

l + KSCN 
[Ni (4-1lepy) 4 (SCN)社

y
 
P

]

 

e

2

 

•Mr 
n
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B

 

1
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s
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4
 

2

(
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1

 

B
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・

1
r
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』

z
 

(III) CLATHRATE SYSTEMS : 

Host Complex l dissolv in hot methyl cellosolve 
+ C6Y5X, Y = H,D ; X • Y,Br 

[Ni(4-MepyJ/2)-x C6Y5X, L = SCN, Br 

きしかわとしあき·寺つおとしあ’・たかざやすたが・オぎよしゆを・うらへ＿．のりあ Iナ
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知0) 2 割がフリーオ屈イオシて｀、あった。一方 DBMN 系 Z`•IすナBrーの全 Zガ Ni一升By硲

知••あリフリーの＊厨イオン 1訪存在し石かった。

3) 臣強生咲屹冷砕表イ 1:: TABLE 1. 

要し已各包拷条にかナる令
DISTRIBUTION OF BR-82 LABELLED PRODUCTS IN THE IRRADIATED CLATHRATE SYSTEMS 

外Bら斥訳おん全溢差J匂屑
桜布心ぃ芳唇族巧3v 01 放身I
疇収角tぇォ。い可．．い 4 条

に h, t1 ? t全1祈忍＆』か炊
熟知了ぃ豆 80～逗J1. v•• 

OS~3. ス 2•• あったコ房香旅
知収今ぽ 1~ 3 ぇz.‘〉 DTMN
知、あ直豆ミレ瓦::.4,-\ Iす

Guesti殷知..祐いたぁ汲孔
DBMN 紐示Iつつし 1 訂比戟す

るとノブロモI\`·ンセ｀ン／ TABLE 2. 
7｀・ロモI\‘・ンぢ｀／ーも及 ゜ISTRIBUTION OF BR-82 LABELLED AP,011ATIC PRODUCTS IN THE CL~.THRATE SYSTEMS 

豆｀ンセン／＾．．ン屯●●ン—d、

収専． 171 向 1涸如認が
み口められた。苔温旅
呈耳‘lmlナ 3 同疇
劾果屯ノ Br-fer- BY-反応

に加て Hん＝ 2．5,

Brー和r-H百応に対して

[H/-D]pi,e,-::::: [H/D]PhH 1.5 

で知た（表 2) 。又ノ
息沸長佳麻‘物灰年砂疱
租慎索の生咸 l功 11 て
セ同位井謎が蹂められた。

f)BMN包為荼にお II 2, 這甚雄

有琺—クBrd社が晏存る 2., qグ｀ル
- 70 か旬麿された。こわ； lご，
Gue5t疇,1! 1ゴ麟万＜， H,的
同麟q ?`'1レー 7· ヒー装した。 6Llf?~ I DBMN ーび5Br
/H e.st比が 10-3z洪 3 ことがら
Guf St令｝の名~ t. 1す考えたくり。 I DTMN - C餅5Br

System Radiochemical yield (%) 

Host Guest(s) m.f. *Br — *Br゜ Arom*Br Basic 
orQ*Br 

DTMN C6H5Br 0.30 79.2 3. 1 3.2 14.5 

DTMN c6H5Br 0.02 91. 6 0.8 2.5 5.1 

DBMN c6H5Br <Sxl o-3 87.1 o. 5 1,.0 11.4 

DBMN c6馬Br <SxlO -3 90,5 2.1 0.9 6.5 

DBMN C6H6 <5xl0 -3 87. l 0.6 1.5 10.8 

DBMN 哨6 <5x10-3 90.4 2.4 0.8 6.4 

DBMN c6H6 -C剥5sr <Sxl0-3 87.6 0.5 1.5 10.4 

Clathrate systems 

Host Guest(s) 

血N c6H5Br 

r

r

 

B

B
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H
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c

c

 

N

N

 

M

M

 

T

B

 

D

D

 

DBMN C詑5Br 

DBMN C6H6 

DBMN c6焉

DBMN c6H6 -C6H5Br 

Distribution （忍）

*Br 

ふ
High bp 

• species 
m.f. 

0,30 44 44 12 

0.02 21 57 22 

く 5xl0-J 25 58 17 

<SxlO -3 10 40 50 

<5xl o-3 15 64 21 

<5xlo-3 10 50 40 

<5xl o-3 20 60 20 

TABLE 5. 
DISTRIBUTION OF BR-82 LABELLED HETHYLPYRIDINES 

Clathrete systems Guest Distribution 
concn. 

DBMN - C5 卜16
' 

DBMN -c6H6 - C剥 5Br

DTMN - C6H5Br 

DTMN -C6H6 -C6HsBr 

dil 言
di l 璽
d 1 1 ［ニ unassayed 

ー

o.4 I 0.6 o.e 11 

low bp -,recies mono-*Br-4-Mepy high'bp sp. 
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1B09 7 ロム）毛リプ＇デ｀ノ，夕｀／ 7｀・ステ｀／灯ルボ＇二）レのぅ峯戒糸におIT る

鴎頃ぶの 1已摩的討
（東了石升）

＼災ぅ皮大学化尊系）
。武褻利筵
海老原寛

し目的 1 全属ヵルボニ）レ↓1 ダタ⇔透稔合為について乎定fJものが＇知られてお、九早く
からホットアトム化学の，研究の対象四っている。これらの研光のは以／どが国胡についてのもの
でお）、；容戒糸についての祈究はあJリ行われていばい。 本象及告では化弊的に互いによ
く似た VTA 族合長m 単枝カルボ＇二）レて｀＇ある(r( C0)6., M叫0)6, W(CO)ムを対象に落戒
糸t'の（冗 r) 反応にふて主成か'Cr, 99Mo, t久？w 反跳原手について）ぅ農度効果紅f立
砂奈加効果を通して反跳原手の化学的脊ヵを名寮した叩＂殺告い。
['史験］ 拭料Iかや販の(y(C,0)6, Mo(C,0)6, W(CO)、を兄刀ゲ')レクロマトグラ 7ィー

叫年令匂品によって精裂し）これを n ーや／ダ｀／に落紺して痙尺の；農戎、 (O、ぐ～ I(} 而凶）
｀液砂f：：。すた痙．心の割合ツ） Yl- ベッタッ— Fe(co k ぅ昆合、落妖rヽ がれを＇れ沿青製試
料灯認し，；農戌一定（J../..吋勾）パぷ療ん試裂した。こ札らの試ぼ斗を立荻原ふ~TRI GiA丑
翌象手‘[f (/)F-1117" て"20介間信遠射した。イ碍“`うリカゲ＇ルカラムク 0 マトク万
ブィーによし）親介虹石ぅ白エーテルで落離した。この方弦、で埓た収李囚ペーハ°-7 ロマト
グラ 7ィー／蒼ぶ謀柿允、，昇淳（然了ニー')げ＇にか）后千高ぃ値を示した） 1J'l'’て＂求めた

1直 Y よくー玖した。放射能測定 1 ;1 G,e (Li)平喝1本唸広器、£1史）司した。
〔結果 u考象） ぅ震度効果： F it・ 1 •::: n- べ｀／ダ ‘1 藩、吸にお‘11 るリテヽ／沼、／と分手

闇平均距離丘関係を矛ヽレた。え lむ足の知算広した。J⑬ ]=(10..lクIM•N以，叫ぅ農
度(1)11,%),陥 Liア成｀ガドロ数。印：：比較のため）ドライアイス温度翌射て＇の固体のリテ
Ì'.:/3 ｀ノを Table] に示、した。固1本のリテ｀／二／3‘／はい T'れも他の府歳全属化伶物に比べ｀
虚悌に高いイ亙t示しておリ， Mo, co)6, W i co)6 について Id 落、痕系にお\,) 7.も豆函恥‘
みられう。 社↑こ門。 lCO) 、) W(CO)6 t'|1 

紅以が＇い（／ i［応ふ戸ピ
リテ｀／ ：／ヲ｀／り大？ \ tJう。 麟1J)レ点
::;. I レ M (CO)6 が（冗y)反応にJば 11

砂五It得汀炭森tして応反応ご
ガ凡考えられる。

昇 20

>
carbonyls in solid. 2 

D 
10 

30 

Table 1. Retention of metal 

Compound Retention 
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゜Mean distance (A) 

Retention of metal carbonyls 
in n-penｷLane. 
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M (CO)6 旦心→米M (C0)6 -t乍 (CO)x 十光 M'tt -t Co d) 

米茫＋ M(C0)6 ー→米M(C0)6 t M叶 心）

米 Mn+ + co —→兄tCo)、ば）

`co)x + co ―→田（ CO)x+1 ーロ0)6 げ）
鵞い裔履仮では (2)恥置授和恥筵位翫＇、E) ，低氾輝戚叫\J)心）の再結ぶ
麟心か•あシ、L 危なられシ， 7ェ〇也｀／ 1) お‘n... ,・コバルト巳｀／2）のぺ｀ノ必＇ッ藩、戒t`'は狂心＂
れi -:::to A, J2 A 1寸迎と免に低叢度 1’' は 1詞—定だっ「こリテ｀／ヲョ｀ノヵゞ裔度匁、て’'凡ふ
｀尺了認負向がみられシ。 これらの；はそれぞれぐ店， ‘oc。反跳原知甜沫呈に対応してい
｝。 しかしfJヵ＼＂ら企為ヵルボ'::::-ルの羨合は Fi}. 1 0ヽら明らかfJふうに／し‘のiう（J 8月乳．fJ虎
｀t，忍、められずリテッツヨ｀ノは低最度這成において芍斬落パ年］があう。これは（／）式違
麟t'印成しf：：カ）レぶ二）レ配11手が＇約動しやすい「こゎ落謀ァtこ／急速に拡阪して反跳辰手に
迎づ＇~ I 再結令反応も起こすたわt名かられる。

Fe(CD)6 の添加効果： n- ぺ｀／ダ｀／嘴菰 Iミ痘 R の多 lぶt'和co).r f.添加した 1易合が1 テ｀／
:1ョ｀Jt Fii.2 1 ：示した。咋（し0) 、, W(CO)6 1’’li iに反比悧してリテー／ ：：／3`／は落しく脅丈ら
丘‘ICJ〗以下嘉頑度にfJシ這］1和 I) テッ：：／ 3 `/ ：ふ<tJ ~。この視見象も反跳原和
紐麟応訳麟噴湖7.,、 3 る。 Pe (C, O)よの（ 11, r) 反食ぉ‘よ □＂ r 緑碍用にiってカ
パ＇二｝レ碁々＼’｀王成レJ ：：れが＇;~), (以）氏｀の再移令如各に加わフてリテ I` ；/3‘1 を焙大する。
1 f:反隧原手'l Fe (co)r 力＼’'（2) 式叫司衷fJ置夜反応遠起：：レ！も遣四弐．t1)反盛平~いリテ
I` 五／が消大すか；力＼＂ ／ク A 以下にtJ恥 l和禾のか手間距脅止に近くtJリ，これら逗，店、
疇遅れ1邸知 I) テ｀／ラョー／
這づくもの這えられふ

Cr(CO)ムの湯企鳳和リテ｀／
百ヽ／ I J MolC0)61 W(CD)、't. l司

浚^

恥高ぃ1直t示してい；；ヵ刈落、一
痕、て'•I J低く／ ；農度効果， 旦
FdCO)りのぅ念加効果布寸 I さく碕 已 50 
累‘t渇渤を系していシ。 C心0)ムの ; 
屯っ将叉任'lして！ぐゅ. 17)反扮に 丘
ネJレ 1‘' ーカゞ池の二該雑に比へ’
て非素嘉ぃこ'!'., I じr- CO逗
知ネ｝レずーカ＼·府に天.J. ｷ,, ~、't'..

tJも’ぶ応f’り A j。 これらの，i主
簡が＇；翠成系のリテ｀／ツヨ｀／に現
れた森農、庄にゞのように反牧し
てし）シガヽは明らかにて"~ tJかっ

たぷ今夜の夜封誤翡、であう。

75 

25 

゜

゜ 10 20 30 40 50 

「

Mean distance (A) 

Fig.2. Retention of metal carbonyls in 

n-pentan-Fe(C0)5 solutions. 

（文献〕

I) l(.H.Lieser a.nd Chr.M 入 r(,Of砂s, 応叩ck i m. Acta ムこ, /// ,;/クゞt..)
2) 1左誤．吝田．畠因第23 叩紅紅＇営討沿ふ1編集応ク' (/979) 
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1B10 疇ィン 7゜戸ソテーションによ 3 Tc樗猷化合物つ生戌

東北大瑶 C) 吉原緊二 大森媒閑根勉斎藤正隆

ぱじめに

イン 7・ランテーショソによる新物度ゥ生成ば最近＾汁紐紗理オ面の一つの新し、ヽ言わ題z:"

ぁ, p凡 反跳インフ゜ラ、／テーシ 3 ゾ 1二t 3 争和じ年手を0)合成も同様に化学のみサらず材料科
菜放口茫品学栢どを令t·冬九面 1：：雰味、t井たれてい；竺訊イン 7°7 ンテーションI 士
イオンクを，なと．．をィ吏ぅ表面反跳も対象とば') f号 3 l戸れとで） わ中ヤれがふっう l't11息：：するの
＼り核反応のざぃ↑反眺ェネ，V 芍ーを利用する反眺イン 7万ンテーションて＂あ 3．ミれば反
＄譴A 粒ナと挿集体 B 粒ナ噸玲粉末禾でよく犬ヽこな沿孔反誂和l 7'該疇• 1：：：よ＇）生成‘
した反跳廃+ pゞ柿集体 B+ 1=5主入 l•呻 l4n tざ../-1., 1 "l稲祥の末喝ィ髯7'· 化学反応を才｀こ后
うことを観庶する． A, B 湛紅、，，， 1 手が，樟．分裂反跳なと今培令 1 こ I tA / 8 合紅系もエ犬
ざれてい 3 ゎヽ1'淑炉伽、 Pヽ 5枠l なん 疇令茶を本研克て 1t刷］レだ．

2. 史荻．
豆絞で1墳秘氏菱また 1tこ ~l違ず 3 含沢差t用いた．
終げt東此犬年 3ooMeV 電子ライナックt·J:か・東此太李サイクロトロン 1 ：：：よってま'.::な·

った． Y採ば最大ェネ，レザー 30Md'5 名 I t 60HeV て．、あった 0 1 たサイ 7 ロトロンて1t重隣

子エネ，レキ"-Itｷflllev'i I可ヽヽた。

紐射後ターゲ＇ット Ii寸 7"'} マI-グラフィーまた I t J容吐神出・イオン交検法苓•っ且令tt../:::.

よ＇）化学匹つをしノ 介瓦 rニ・
測定は全(L、·)往改谷っ 5 4k y線7、ぺ？ I- ロメーター／＝よってt·::.な..,瓦

3. 店果
(1) 知 (Y, p) Tc. ➔ Fe(H a.)3 系： Tc.,, Be"J"/ L t,.ゾfl“°ro^ce[-bne 鈴昧の合点｀

“『 l慕分製反跳 1:. よ')生成したqqmT-C. P\'•Fe の Ben)°y心fluo,....04C...tら←鍔体粉ま庄て＂
麻集匹11 デ 7 ネチウム鉗体を作 3 史荻をオ｀こなっだが‘’~3)オ鯰炉•I幻3 瑶麦絹冽 b\`' ともな
＼ Iノ綽果の角9和汲雑なのて｀｀＇、本報告で 1よ此（賢）丁c 反応• 1 こより生点す 5 q1m た反麟ふ
を 1莉ヽ＼て反跳イソ 7゜うゾテージョゾを大＇こない Tc (bt＾入っ生点を屈t Pヽめる.::.とにした。

心．金属と霞，（b に）3＄麟疇合粉末を東北大学危ナフィtック0) y線？＂，＂い蜘桟試
釦哀空昇苛レた綽泉を下1• 1 1 ＝元す．鉄錯体．と同じ位置 Iごq9m口冨， 9,Tc等疇叩と
のピー、 7 も見忠ざ'(\ r,. こ 1れら l t 3 f(1!j全偽鋒体の位 r 心）＇，で (b t'a..)3 ぷ 3 ぃ l叩(b t叫
の五戌を界す E のと見、ウ../'- 3. 鉄鋒砕よ＇） ＼十ウ（ミf饂f糾 l-::. ノト、ナなビークq存后：;,,·,¥·とらら
れ 3 h 9ゞ :::. 0)化年手tO) I)争属（iぃ I っとこ万t t:·研らかて・ない。放射．様ゥ星｝中下で 3イ訂競

がう生戌しセ可凝性行お 3.
(2.) Mo(d1xm) F ⇒ Cr(^C.^.c)3 系のイン 7万ゾテージョン生戌邪

よ;,. \よう・：ナんじ｀ 出‘よちり・たかレ せ、チわ・つとも さいと）・まざたが
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戸 7 ロトロブドよる核反応を 1可，ヽて反眺ィン 7° 7 ソテーシっゾtょ•こなった竹’/ 1t佼末
あま＇）多くない．照肘 l二t 3 分許なと.. ")間数った~ pヽヒ界ゎ卜 3 ゥヽ・シ 東北大寸イクp I-ロ

ン 7",t熟位喝っよぃ令属っ粉末を含昔沫など'^粉末と混合，へ~ V'i'/- I 二 L て忍r効果をよく
し／府効/:及跳ィン 7万ンテーショゾヴ知知ょ‘こなうことがて芍た．
Mo金属粉末と Cr(^c^c入粉末を混合 L てぺ V ット l= しノ これを落板ド恥t寸 でfい（
/S-心）を／～叫の全ふ••/0碕鯰しだ．＂P対した試叶をベンゼン F 輝し／ノ{'t-1 3 遺．
点いい詞、四紐tセ 1ヽ、デックス C-“にへ力？ム 1二通し）冬，康t i犬‘.:.た.,た荘果を
F勺， 2 ／こ京す．麟四のさ、、ベンゼン 1= 1\3 つ吋 Iこ叙告ノ L た4')ィヒ年栓丁e.(“a..C.ぶであ
ろう。滞雄4 ざ 19 J幻J7") t:ｷ - J,t Tc. oi<- 7" あ 3 が〉＝香目 9 ヒ°-7 1 t花(a.c a.c)~十まt， I ス

これに頼 L 七化摩特ら L'I Iず定性 1J:Tc (a.ca.e.)3 J,'/ 15 p ~. 
(3) M。(iJ,. ,X 1l1.)Tc → In.hed.仄系

.t. d 皮応 I司祥 1心粉末屯 ·he辻心詞遠令へ°
レットを l I;- Mハ／。かい7.'熊紺 L ノ ミ七を氷凜沢/:

紐，f倉イオッ詞、f多イオゾ交｝名をよ・こ序ヽヽ） 雨
カラムを通過した伍 7 ラ 7 ションについて TLc lJ1, 

釦行った絆果t Fん'1· 3 I= 、了す． In.h必にと！月じ苧

動を示すの＼ま TChe心緯体と弓えぅ1'- 3. 
1) 吉原：応叩呵ダ合戸謀f、 17 (,臼）
ぇ） K． Ycsh i harし：氾詞行•似'° fhar....aceし応己
cho m. p. 1 30 (l?8o) 

3) 吉原 l手夕‘．．立数原研穀岩r-'1 1 (117q) 
4) lく泊叫arりT. 0moバ， 14.Ki40: J.I"OV]・心I. Chem. ;_戸，
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1 B11 匁亮イシフ゜ランテーシぅン及び戸峨変によるテクネ今ウム・

ア吟）レアセトン錯体幻合成とその性憤について

如以-·J里 0 関札艮包／吉虎賢二

I. ばじめし：：

広義のホットアトムiご学ヅも用例t7) V‘ ヒつとして．及胚インブランテーション，ある
しヽ 11 ，技痕麦埓セ利用した化合物の合成があら。 こうした方法 lよ チ忍恥宅定即J1体
をも I：：ないぇ令を用い 1:::. I,し合約合成 あらい Id,紀倉約の合成に困脆のあるものなど‘へ
の過司を秀も[::.外レ‘に 1 a: たいへんグ有力なす法て、ある。

今回心．枝医学的しこも直早 1ぷ元素て••あるテグえ、今ウム l：っし‘て．ーオ．のオ沫 lこよ）

逗のアセチ）レマ七トン錆絆¢冷成を試み ｛収らの為千の担憤を飼べ‘l-=- 。

① M心（江竺）2..竺立→”Moo足←）J. __{_ニ'I?→TcO,.(a C..紅）と （→む訊）
②応(a..ca...c.. )3 立上ら叫Tc (a.c a..り （か L マトム庄）

ｮ Mo  (4／江） Te • Co(a也）ュ ·2比0 -—• 99~9‘Te(aC.0,..c..）乙 （豆It似ぅ手辺）

のと③ほ，従丈｀し：：杞錢がなくノ② t3 ，当絣究室t•最近令荻→わたもりて滋ふ

ぇ虔＇紛戸締呆
-1..J:L 屯・収①府、¼丈戸②ライナ，フク③サ-1i '7 0 1-ロン て照射を終えたサンフ゜｝レは全て

東空尋阜こよフて精製 L 精槃し疇競祖ぁゐいし3扁集錯休·中＇：：や I）ヤーフリー量の
-=;-1Jえナウム・イ仁今）レマ也トン錯体を得 T= 。

1)そいい精饒L l：帆料，こついて 湿友勾配のある者見炉中て＂昇·弟を行， 1嘉合の
(~/0行。vr，加総昴麦窃0 ℃，堺章峙向 I か）厄覚

的な；氾着位置t: 孜射能の分布を斤：3· 1 に示す。~ i.ll 
尤，． 4 ＼の試料中にあ｀＇T ゐテクネ今ウム錯祖不 中ん々か

如昌皮勾記下においても 税錯休．あんい ld抗阜錯·体

と分臨することなく同 l· 桑動を l. Yi,l, l 屯ゎ違 7,Fった

忠藩温度を示した。ここて峙殺的なこと 1J ①っ
咋0墨叫い場合．誤錯体忠危．位置ょ l) るあ温俣ド．

釦｀ Tc の違 rJ｀分布が見ら↓豆っこと 及び‘残菌細心

鉛 1c 汲射能のかな＇）文士が検出さ.j,L たこヒて＂（残点しこ
??Mo ld 1豆にんビ Td` し、），②/配蝸／すとかな↓）具 lぶる

挙勤を示したンとて••ある。 こ↓し l&. ①の易合0)て錯体

ぶ熟的しこ他ょ↓）も矛を足．てあらことを示唸 l て、ヽる

もの尤｀，犀阜管高釦知おける 99心丁c の一柏 IJ·分布ほ

サブ｀し）マトグラっiを行った宵．の；＇氾着噂のよしも的 li

移転，＝よん市のてあ') 尋卓沈危を庶＇）墓ゴ心に
熱分解を起::.し 痴Te、のと＇）残しが起こ,..,てヽヽらもの

:`:2(acac)2  

(
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と久しら↓凶。

.2.)い戌｀,l,L 0)錯枕中，こ為右つる立錯1本の妻的な名定」卜生を つらに定量的に且蓼する

目的て．、．照射試料り昇卓精製 n'応 1こ吋点、て一秤を令奴し 直t,四彗拳を行し、し碕

1."温度勾配を持 r: ld` い電約）｀・戸を用し ‘~IO-9 丁OY•' カロ数湿度認O°し みだ·30 分ヽの昇阜），

Tabie1. 心M'知→砂汗恥召 えの堺奉，庄を許価 L た。 To..-ble 1 にその結果を示す。

Sublimation 
yi eld('/。)

1 99叫c02(acac)2 48. 7, 0.3 

Mo0i(acac)2 99.7, 1.5 

2 99mTc(acac)3 99.9, 0.7 

Ru(acac)3 99.8 ｱ 0.7 

3 95rc(acac)2 84.4, 3.2 

こル（によると．・や,-;;i. 'I ①の門。 o~ (a. c o...c.）え中の立鐸雄、

易車吋の抹的字定虹，1 恵＜、!''\ 0 o, 位C.C<.C.)之ヵ、‘L3 ぽ／0V •I。

昇卓して一るの Iこ比鮫して 知←「C..,各り手分か残直 I こ

残ってお') ②及ぶ③にお lする冗鋒儲I:: lーJ かな＇）』づ
性質を示 L ていみ。

3) (J)の Mooュ(Q..c.区）ュ中の丁し錯体 I1 ®及びG) におげる

丁以洪／本ヒ 知的 l,i'注噴によってが/J'),.,令りと区別

10 寸·T
ｵ ,'-

5
 

(
E
3
)
0
3
u

g
 
S
!
O
 0- _j_ 

0 99m~,. 5_..,,,.. 10 
Tc radioactivity(arbitrary unit) 

辟3 R心te）3可r拭料．昇尋精足従にお ITう；＂クロマト
グ‘うJi（ジ／ヵ渭層．雇向利；．エ十IVエーテJv)

0

5

 

• 

(
E
3
)
8
u

gS
!
0
 0 -I暴

ク↓\..る.:. \::.が‘七が，た、{ ::て．、．）匁 l ：：，②

及び危）にあ‘心令成づわ l：：立錯体、の性噴

を鮪べるために 渇層クロマトクヽヽうつ/, ( 

シリカ：賣~)にJん挙敷を 9周べた。す 1ヽ わら
尋卓精製した錯体、をベン七‘ン．又豆~極少量
のエダ／ー）レを含むベン必ン／ 9= ；容かし．

7、ホヘト位，・エ今）レエーテ Iレ 9：：：ぶん羞制を

行った。その後_, 7 7 クションジと（こノ

たパクトロ｝卜＇） 4 豆行， Iこ誌果を，

臼．み及び｀巧· 3 ，：：示す。 謬しを比鯰する
じ，応（a四叫中の丁c 錯枕，J 抽集低i•ある

忍（紅区） 3 と全.(同 l腐況を示 L. 4-rf"J 

応値 Iず 0·1~I、0'：：辻、、偉ヒケった。ヒこみが‘

Co （公caC--)ュ・坤0 中，：：存在する丁c錯体ぼ

その九初かが原、点 1ことど｀まリ．この偽／合も·

補渫体り司 l·· 奔托を示 L 1=. —睾主，同
95T 5 10 杞井下におりては， Co(l!l），凡（JJJ), Cr（皿），厄頃）を中心
c radioactivity(arbitrary unit) 

金属しするイセ今 Iレマセトン鋒祖i展釦
玲·3Mo.,G（四叫z..l Ha0 和紐，与阜精製¢：的も 払ゐが‘.Co(Jl), Mへ(il) N ；国） Cu(I) なと‘‘を中心鱗

＂クロマI-ク、うつィ（シリカ蕩層、展向剤，ェfIレエーテル） ヒするマ七チ Iレでやトン錯体 11. 危点，ことと｀‘

i b ことか知られてお＇）、 乙のこヒから推釈，すゐと，花，1. 応錐体中ず,;rた（直）錯体， Co (11）錯I沫、

中 1. 、 1a-丁e(l1)錯体吋知ず想，っむる。

4) の"'MoO年紅）墨、射試料e尿阜村羨位，ドうイアは中に保為ーし＇柘。— 9日た手術を成立かえた後 1:.

ー音p ln\屈に，上記方ll、しこふ＇）表変誌茫た錯応尋阜吐を飼べ 7-::. 。 1り知尋奉駆皐す俎．Er, -lo.¥ 2?．合

。／。と、いずい億も邸lも L,こナ廷直む）もみ0°/。'i以恥 Iょ＇）、戸桑変の効果を受六りる.:;炉がわか I=.

゜
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1B12 テトラ 7ェニl しずl しフィン錯組昆品宝／こ和1 る＇）テンション I こ
ついて

（筑な・イ!:'..,) 0荘司牟揺閲ー，y肛訟丈氾1日紅

庄：錨知中心疇の反跳現象について 1 'J. Jこいい＇数勿くの研究心立立たが｀）
混品で和句ー｝昆含系なゞの例成分系1::. つ‘` ／こ心稲詞疇文少ない．池l fl ~ I ;lY／泊 7 クロシ
芦羞体（以下？塩知略称）；麟の二放令子につこ 1 登ヽヤ性．みふ寵租反哀ゎ知丸抜
紅ゞ l 寿ぅ中心全属迅‘忙｀にの反蹄脊舟l)につさ行窃五行、', I文仁嗅ぇ諏閏戸え年叶
遣＇合した。J. T: 瞑鋒t苓」：羨触知っ福筵．口砂テトラ 7 ェ .:::...l レホ． lし 71 ン鋒森(.l打： TPP
錯條這饂）にわ l↑る‘ヤ心金属へ反跳現象について，疱、名 5 は、これ」べ'単一子を 1企て／
笠品知＇）千ンジョン値の関仔、 1 各種萩知葵遥租パJd い迂謬l.:. ら 1丁る＇）テンジ3 ン値の
測足I!. 1. ti)経踪、などにつ巴幸I難を重ねてきた。最近これに詞製叩璃厄がた1PP錯
知弐合混晶碍ることに萩切 l 7! <1)-Z" I 本研究か-;i: Co'T PP -N 入 TPP 、：む品をと
＇）あ '1~ I"訊‘t"礼")'f,..:,:_/疇心峨輝t‘tつ')子ンション恒這 L て観覧巧7:•
軍： （i）庫因聟，戸'Co丁PP と応 TPr t文肯応加えに従って合坂 L,

樹製伎ぇ丹：含祈等也、も度を祝認した。文にこ孔青製 CoTPP I N̂  T P P の一定量：t L 
') fベン必ン 1 こ；容紹 L tそ八'i'’れ一定苓とした、こいが苓夜這的勺る元 I し£t.. 1 こ’よる
よう 1 ：：：昆合し，一；記＂，，，液イ本窒歪燐応容冦這下 l て月合r.J-1 的に；東令氏丘 7：出疇も壕
IT なが｀濱戸嚢釦餌した。 1号遼T：三疇戸、｛琴品t竪えるため／ア Iしゴ｀ン
iた 1達’素紅ふ：叩 0 0 °C に 1 叶問祖し，、｛芦がl'一定孔 l こ‘tちったこ L を衿冗、
燐揺直認追籾研とした．
（え）年麟疇·り「ふず祐’l重no、｛紐加、東北訊疇這守＇9 -=-ア‘., 7 1行I,‘

謬コンバー II -I)｀らり最スエネ I→- 6 0 厄▽在l宜げ、を知祠 L た。この際．建履
電王にスィー 7゜てグ含、•I I-I::. J._')}紅し／ドライアイ知紅r 下t'• 6 ～り和也知行った．
紐平）七詞紅註た危竹TR 1 Cr A-JI.型‘炉·叫ぶ叩にドライアイス心紅r l つ 9 2.. 
叩訓？た•平均琥平l'生手束 1 1.)メ /011 tYL /c...,l 、 Se c. "tぁ， 1こ。

(3).9昧応化や澤知した粉類喜：：双方り蝠（ C乱虚） t釦クロ 1 ::J
ホ I しh- メ'1 I - Iら9ふ袈記-'f;f{如t.兵o:1 J l 1J且i._,, I 1 0~30令1•,叶振羞 L て望仝
羞紹した．習下謬応 5 口：虹逗逹tと'} 1 兎I’生ア I□ T カラムクロて卜芍フィー
によ＇）鉗諸沙嚢蜘，含取 LT：．ィ尋鐸it行う祐這炭およ C‘}均填や））i的枝也
荻紅区ぶ）、t八｀t＂(\.ti)')テンハン釦年出 LIこ．
（午）放紅繹淀 伍（い紅い這疇tマ，L-千千ャンネIレ，淀鱈疇｀によった。
廷呈し名窟： ( '(I iYL. }及応；に伴うぎ翡は第i,gに，子、すっこり魂盆‘の目的抜租冥立Co
¥ S7砧·ずみ 3 ．冗。の＇）テンション1直ぱ砧丁 P P の七 lし分卑直1Jn とともに増し／
亭”応·か）テンション値ょ Co丁pp OJ七 1しゲ斉‘0の増刀D t.とも l哀加 1こ．羞晶五＇
ほ rrCo の｀）デンシ 3 ン直戸応の‘iれ．よ＇／）も索1 こ忘くなった。出7: M[TP P のモ Iレ
合和 0 iこ＇柑和ると！ ”Co t. ”M入つ＇）テンョン‘i』が｀—幻翼后］をネ L 7: り忍こ

しょうし丸厄し｀あいどわとしカゴ・わたな、くや了ら・＼‘寸だ‘応）＂ぢ
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応丁 PP Q)毛（し令辛互 1 に外挿 L ても両忍ょ一致 L ばがった。

文に（ん I x) 反応碍う、笠果が峯LI社：：示す．こ…晶年間1，目遠種心‘゜乙。し
叩A て｀、あるヮi‘I t午心の 1革侮、存在幻'1. 1 しy．と小さ、、こl:..吋｀むるとなって，況·

の生坂荻鱈むや少なく／＇）子ンションf直にス 2 立、仕;sm安勤パf之を残'tて、、る綸 しカーし
‘° Co I:..紅応につ、｀てのリテンション1直の相互闇径ll..／釦 l乱に示 L 19こo とj‘7N^­
｀釦訊うのft}0 闇往這じ偵、1勺にある叶：石綸沢＇きる．
.l.ー／喜て 1iら I :. J-_.）報告これた Co 'Pc...と C人？c... ")）昇a1玉f 3 し久，『） ／しに几〗
応によ＇／伍 L‘•7::. ¢。しo -‘'t-C人，だ。ー ‘~c~';'/ テンション値／）租．互閉仔'c. /認f
憐疇；れ1:TPP 鋲虚；；的＇）テンション1亙可邊（n1，よ／免砕払 Co録霧応西応—試
し厄知役｀jて(J差を示丁這戸．て｀ l甜恥 b のとなった． TP P鈴知話予て＇ヽに全属
叫l疇麟 CoTPP虚TPP て＼這和及ぼT畔尋い疇＂ゞみうとい．
こりよう 7i疇這2訂3 元千＇，しり 1 つに／麟麟巧で誌‘lJ親紅紅這程て着祓
り］且‘ぎ遠応屯鋒絆、か追．なるたのt.す 3 吐器細ある。こ疇｝も1本玩空汀．にも
逸面謬l’王国? --c_、・るが｀，各丁 P 遣知っ、、I_ "1 I揺4選⑮1 る電気f這及し外
鱈困気可皐誌芍叩—グつ＼兌柘名足 l -Z.ヽ‘るたり、地iが謬を言応＇るこし吋
て｀｀：アょ、・。 Co 丁 P P t-N,; T P p t,‘直‘汀這氣ヽf /窄疇l釦•f ゎり、f・］ 0．汀orY
信戸護\,rm投打を行った、疇：応＇;; I ;)テンション直皇応岐戌国を越ぇl姜
里心9し S れ＇よかた．
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1813 パ I\'‘げース八ウト Iし法によ 3 企FeOOHo研牌

（庚大・エ） 0 大西又杓 氏平祐輔

傭〉 Fあ~ I I Itぽを含這（疇知叫をすると叫＜晴鱗知輝立して(3-FeOOH tJ‘凍
殿する。 8丑OOH 11 その特徴ある結晶柚造や廿｀ズ吸着特性のEtfJ.メズ 1\'・ウァースペクト
ル， IR 、 l3ET ，中牲子回折右ど‘の方法によリ研哭されてきた。近年ては 8丑 00廿0)}ス
l\、ウアースI\゜クト 1し力｀、複雑な形状を示内ごとガら，計障程 l：：よ 3 ス八゜クト 1しの囀訪｀市詞
”t Aと学l;t應ばな瑾疇砂‘"存在芍5 と恙えられて l ＼幻喰（m）原子叫碍疇の
達いは紅eODI4 中に含まれ 5 戊曼と閑係プ It 77 れてきたか、沙ずしも満足できうもので1ユ
砂＂今回咽者らは Fーを含む録(Hi,)落液かシ 6-FeoOHガ’'仕ぶす 5 ：：とに主目 L ，租々の F』
“芝同時に含も 6-FeODH を合応ししでれらのメズ 1\‘‘ 勺アーズ八゜7 卜 Iしど比較枚討した。
＜粗瞭〉 か恥0/-/ t1)詞製．． 64困t1) 0 、 IM 'Fe(Vら）3•9比0 海夜さ353 k て193 吋周加水分邸
して宋殿ざせた。釘恥溶液lす芍べて 0、 IMN叫を含叫訂：：それぞれは， 0, 0.02, 0.04 J 
o.oG, o.o~, o 、 IM 研年を含んて＇＼＼う。生じた沌殿は便宜上喉に A 1. "'-AG とした。
頴珀逗 l昴＇分臨（約 1 万 G) さ 4 回組）返して水洗し、 313 I＜で乾滋恥もた。 X 線目折法に
よリ討料が純粋てあうことを碑認 L た。諒料中紅！ば，長の定量分析： F ぁ心が伐 Ii豆
和大争原弓炉にか＼て咋（m， r) で゜F ノ叩（m ， r)喰(J)才亥戻屁を刹用しt-:釈中柑鰭仰洲
析 l：：ょ遠量した。長/-j:甜料を醸l疇頷した n ち‘ 0 「―――TL
1, IO-7ェナントロりンさ用いた吸光光鹿法により定 9.:’” ..... ” ... 、 '7.A7$ ぶ“r:•'

量した。パ I\’→-7,.. A°71ヽ l し暉I楚：細釘7 言胡心 (Y\ /Ir
クリ 1し製厄 lしに記農度として'r~ ID 唸（心とな3 A1 • 
ようを認し、 29b k て＇測尼しだ。速肖甚甲囀 lこ • 
は d録を用い、信られたスI\°クト l しは畢A、2 争法
によりローレンツ型 1シ7ィットttた。

＜甜屎と名炭＞ メス 1\‘' 戸ーズ八゜クト 1 し 1バ姜采の食了
研咲店こ疇I:. 2 紐 n q’・寸｀しット 0 重令 1）と L て盆 ~o 、... .,...―一．．
析した。舒虔 6-FeOOH n て八゜ 71、 1し叫螂ll Ch珈畑e 竺 ‘··~、1.こ畠h：言： l: : ：心＼：：ぷ言、aしnしノae卜reの緊今I .... 
ピー万話比およガ｀外側のダ＇7'｀し｀｀／卜の半他巾と闇
達ず lt．またJohs七oh ；は伐量t外偕1 (J)ダ‘....,｀｀レ、ット 0
4 と隈l連ずItたが互いに矛盾した結昴となって I\ g' 

勺手・・

•.: 

尻ぶ'._,..,.

ｷ,..:. ... 
る。これらの矛届は伐昼ガ討料問で可疫 n ものと名
えてい 3 ためだと思わ和う。項弟らか初楳て｀｀は、ば
イオン存在下でI主応した &-FeOO H （ま窓液中(J)ば
濃度とは無閑條（こー窟の堰索条且朕を持つてとかわ力‘

-1 -0、5 0 0、 5 1 /,5 
速軍（ヤ心豆）

困1.. (3-FeOOH oJメ7、 1\‘・ウ芹訳7トル

ホぶ氾J'浅t.. L lj" •うし1 がら中うす廿
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1 B14 饂電手メスパウアースヘ°')日しによる薙股詞厨鏑麺層の／分祈

（東大・エ） 0半田角通氏平祐輔

I 序）領（i表面の強度や耐禽性を棺すために，焼入レ，ぅ晏炭窒化，硼ィいな百表面処
理を施されかこれらはいずれ｛妥歴史を持って 1) るが，処理後1：：ででる表面化合物層
雌醐11-ー抑， X 線回祈l\°ダーブ解祈などによっ z 行われているに過．ざな！ヽ。こ (!)X t.顧
折で 11 う閲ざ方向分解能が～ 10肛＇い町，狂 ESCAやオ—';.Jェ電る分知紅1"“`¢底
し．．やす<., 1 o O }A'l'II前後I::推定~むれるイし斜呵層を祠ベ・るのに［すいずれイ菰釦 l°l l) えない。
Y こうが転換曾キメス lt・ウアースヘ°クトル 1"3,柑冶03 れる電i(TJ燕程が• O. 1 Am)..下であ
うために，～ 0． 1A悧の層の観廟を可箆とする。これ l"Jイ碑疇の／分祈（：：屑用 7叩汽1恥
れう。ぅ紅菟ら,i化合拘屠の解明を主題として一連の研究t行って来て7,•リ，ぅ舷層り窒ィし
層°（こフ 11 て,-;既に発表ぅ脊である。今回中硼化層の分祈＂甑叶た(/)7.9 りの手舌昂を報告朽。
I 臭験） り 0 ム・モリ 1デッ頷 M 3-2 を比 C 玲末中で ,00°C に加熱して 5 時間，
硼素を払嗽させ，その後空；合して言紐料げ嗚した。この表酎 S i C 3 io, む 00, 『DO,
1000 を用い 7有LJ,}込吐いくつかのう察さについてメスパウアースペりf- 1レを測定した。削

った環さ誼料の重量の減少分かぶ庫出した。
転換電手の検出は自作のがス•7 ロー型計数嗜（こQヵ‘・ス (1'% —ヘリウム， 1 %- 1 ̀) 7' 

りプ）をうたしながら行った。検出公の出力 ri oRTEC570で哨滋し 7, ORTE C 490 6 
”TIしチャツ＃ 1レアナライザに通し， INO-TECH 5 2. DO マルチチャッ井 1レアナライ
ザーに接続された。紐源r1”Co (Rh) 50mCi，液形発生回踏ならびr:: 叩す辰器は ,Austi 11
紅の S- SOD ょ•よび Ii11ear 111010 r K-3 を用いた。
（締果J 品表面層ヽ(.;氏 5 )A叫 10Amの層噸ll定したメス l＼・ウアー入ぺりトルを図 1
1：：示す。晨表面， 9A 叩， 20尺叩氾哭くなるにつれて兎しい違いが認められ9 。図 1 の

99) 、
下初 I=, r). -Fe 四既に甜笞されて心 Fe B ヒ応 B のスヘ・グト 1しか現れ｝べき位置を示し
た。これ IL のt諏1-: よ '),5 )I-~り后屯 FeB, 2 O.,P-"" "'層 11 FeB ピ Fe B の混1恥兎入ら
れ 3 。

（角察］最表面層のメス／＼←ウアースペり卜 1し（1, その内郭珈易がら Fe 8に追直直定
されがが，その形杖は明らかI~ 棺教贔分がら揖戒されている：：＇¢を示している。義茅函
91 B4区 Fe との国相反応 IC いうがなり故しい希件下にあったため、乱しれた社繊、組織 I ：：
なって（ヽると考えられる。 5/Fe の比が 1 j;りス 3 I 9 Fe 8ス（ズ'> 1) のような 1 のがで 3
ているのか1 紅けない。

烹35µm の層 I1(9ぽ FeBIマ一致するが，起徴栂嘩．豆にわずかながら差のある二，三の
灰｀／分がらで、そて（ヽ 3 ようである。

濱落らが先に行元研究梯果による Y, Fe-C 茶で 1な化合碍註ばられず， Fe-N 糸
では最表歪］より e-Fe 凶→ Fe3-+xN→ T守旺N -oi-Fe どいう具合に窒君農底に応し‘•T：：：
滑らがな変化が滋包がられて［＼う。特に注目すべき I~, t :f恥 T浦の間Iてヮ，そ祖に:f. y'丁目

（あんだあ')汁ち・うじからゆうす lt
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1 B15 熱瓢l た競刷覆認恥啜汀I＜ウ7- ス＼゜クト 1レ

凍紅） 0野村嘴集氏平税囀
（日 lヽ＇ーカ与ィ疇） 且、鳥隆司

亙．gff-J 蔑者晨，栽援電谷メスバウアーズヘ°ウト II/ I:<:じ）』ン酸羞処理翡成膜
中這匂填蝉房状態，鉄麟摩鱈l生諷和滋疇研緬状態乏あ？らかI:
してきたり合国 11. 特に巻蕊下地に利用される笠佐埓辻l ン酸認勝d)卦l 、]よる影厚！ご？＼）
濯皆彗．亜娑恥）ン釦釦麹羮1 こ 1 J phospho p h y \11柁［恥民 (POふ•4出o Jを主
成幻 l て蒋在するが，蜆誓逮撃と•履lこリン酸麟暉祖這度が上がり．炉）
影勢によ 3 皮膜IJ)麦〈しば十分I：あきらがにされていな＼）．立過及び載寝電令双／ぐウァ
ース19 /7 (、ロメトリー (T.MS K CEns と略祝）によ＇）加ょ 3 D 巖麟島彩響
塁びphospho phy Ili応和巖噸釦鯰り検討した．
翠冥療． p~·os'pho砂y ll浪鉛糾I.3.’10幻翡訓直鉛 0,lq M 悉忍：』ン酸でfH Iぷ l``
調整 L, 盆酸欽辺ン酸珠ニナトリウム畔該豆辺に加えなが5和骰利を生肉、さピ
羞麦厖斜券月寺むかなって作仮（た． X105 

リン酸認暉 Ii o`05MZn.2.ャ,0` 135M 疇 17.2 が,-.,,,.._.,心·---寸
3.4研＼ \ laNo2.I 23 m M NaNO3 叩該Iこリム 17.o a) ¥.*;.:. .. 必｝戸·，~，·：：9............ 9ｷ.: :.9‘n，・心：邸―
ド餌乏占0厄占分閉愛墳 l t麟 l で． 168 •.. : • 70t 

鱈即．phosphophy II ite 町、の鱈骨示差 ぼ6 9乍手ニ一・
熱測定とし麟のあフた羞度よて＂リン疇銚鴫 ぼ7”；：ヤ•ぎ．汽 ：ぐ．9ん、さ ・,.:'.9:s·~.. ぷ．必

板およt: ph。5phop加！ lit遣釦空気紅疇桑翌ぽ6 b) ; ·•• 9.5.:.‘ . .I笠．’•::18.,.c
鱈知 H2.アパ合）和熱しておこなった． ~ 15.5 
｀クア視l'詞麟叩(R\,) S~ C; k,50 -5 ・戸＝
｀店 1利＼ 1 て 窒温」：おけ 3透遥メス／ぐウアース 1ウミ 137 :••：翠ふ·：・芯：：． m ー··9::.9 定：：f•\·.箔．、：．
クト 1レ紅 IJ愛方敬乱釈遁のガ‘・~711·-~噂疇l：詮 136 C) : ;ｷ •: 匁/ 225℃ 
ょ瑾麟叙 7ぷ灯アースペクト［レの剌定乞工‘こ ｧ m5 

o 1l4 
なった．ズヘ971ヽ lレデタ l1．ピークか弔直釦ぁ V
るダ7" レットの七'-7弦度碍L t l と 1 て，IJ. -レ ：：巧；；＇ぶ．．唸：居ロロン心.. ふ迭：．咬
ンツ開数て..J.ンピュータープり’Jテング名おこなった、 •, . : b、 300℃ 
3 囀--~~~、J.phosphop加 II ite 違麦化 ::: ’.:. `••• ; -
侶麟I 透さとか"'(1えたfhosphophyII it€ t/)訓．い゜ 131 • •9:'.. In 砥
クトいに逗拉国1121こ示した．phospi~phyllite 
Id CZn亭0』ハ即鱈構造と［長0 （出0）社の I\
OO條構也か璃リ／ P04 の酸桑原手で翁びフりて
いる竺トランズ位置にあ 3 酸素原ろ＋：より鉄隙手叛
研尼喝勾吼は大ぎな詞約分哀（エ$.'"'/,忍hm/..s'”
ca ""'3. 4- 0 厄~)去示す．加禁 I：ょ 1）徴廃各1：貌位

-2 -1 0 1 2 3 4 5 

vdoc ity c mm/s) 
国 1. phosphophy ll ite.左ぎ食処理澤復
へ3訊） l で釣翫 TM 双°クトIv

。<l)むSきよしうじひラゆうす lプこし｀｀きJ 4 うじ
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叩、phospho phy l|1た疇疇（滋展犀麟恥）こ酸釦疇犀這心理し［羞徊笈
330~i70 ゜C) した饗詞汀門訳7卜1レ 膜の車寝尾手メスバラアーパ 7 卜しし•
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滋匠恥叫·?d;&_血こ啜か r：：り-i Sb の
"qSn -メ AIW77 一発たぺぐ；·＇「JV
（理研・ネ玄ィヒ） 0安部文裳・要師静子
濯珂・斌這） 困田卓也•関沢尚

無担4本RI の固1本表面ヽが啜痢ま放卸淳におITるも）と
も占典的な凡覗知ひとつて•あるが，吸羞 l たRI の状態につ
いてはほとんど何もわかフていないに等 l い。われわれば，
如pert ranierred hyperiine 
}i e i d に着目 L t：：発光メスバ｀ウ7-
令光法により益牲酸化物の表面に
道 L 縫韮味II'ISb の化席状態
を推史することがくさたのて放告
する． 欠験を行·ーフ「：： d-Feュ Oo( ヽ
てタイト）と匂辺3 jよいず八も
コランダム型の反強武性体て｀ / 

ネール点心それもr、 9 53 kI 
3o'7 K1aある．

（哭験）
無固本＂＼b の請製
4-0 MeV のぺ粒子て照紺 L た金

属スズターゲットを王水に戎罪 L,
乾固したのち， 3M HCiぅ知夜とし，
巫2.S03 と塩破ヒドラジンによリ
テル 1しキ旦1本と共に＂伍花('+麻）
鱈殿·磯Lt::.。この"q，，，，花
から EC墳変によリ生成する唸b
(39h)をい紅1 I ：：一国）諷砒
彰操作により母液に残して分離し
「：：。この"qsb溶和こふたたぶ｀ TeI.J.十
担体を加え／花込還元汐別 L たの
ち］良 4 オン交換樹脂 I遥し，
O,S;.,J H叶て＂残リの税量の記冗
<I)そ‘こいたのら｝勾，SM uoH て｀‘唸b
む誌但した。このようにしてターゲ｀
ット中の Sb （んm）の；•も味がな
: I 他の放射性Sbを全く含まない
唸bが得られに。

1B16 
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廿
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E 

千"I',,\ f")'r:.i.,¥. i:翌
革fヽ，9．、
ャ" f i: .,.‘` ,.'  

呟へ． 必紐 岳下
: MV ＼ん！•F
廿ほ か！.. •ヽ：• •, 

｀且．ー｀· _.乍；·ーロご：， . 
-14 o +14 .ー..,, \:.-5;;-•100 150 

Relative Velocity (mm/s) Hyperfine field (kOe) 

回 1 吠—Fe迦に"qSb(V)を双羞さセたのち，（A）窒温
填匹乞燥 (B)-(E) Z時）河加熱(B: 200 ℃,し:'-1-20
℃1 D: soo0G/ E.:'700°C, )L た試料の＂ぶ—メスバ
ウァー発光スペクトルと内部磁場の分秤．（ F)11
11"sb(V) を Fe3＋と茨洸紅蔑戌して沢恥0吐しt:::.
斯．測定lますべて8'0 K 

あんべふみとし•あんべしずこ•おガ r:9 た＜ぐ•．竺ぎざ｀ゎいさ L
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II qSbの磁性酸疇への吸羞
芯辰o,s MLi OH J溶夜を加熱 L

ながら庭気を迫し， 11Sb を五価l謙
化した。これな0、 5M HCl で中和 L
弱鹸性としたのら, cJ.. -Fe:z03 またば
Cr2らと共にかくはんし，唸b を
吸着させた。吸着の条4片ば心氏忍
の埓合，p H 4, ~—がC て 1 時）剖，
C疇3の場合はpH 3, /00°c て｀． 3
疇てあった。これら酸疇む榜1
し，C. 1ーが検瓜されなくなる 1 て｀／
蒸笛kて洗漣 L 「：：：のち， P20s-Si. 02-
eao..tて・真空乾燥，またば立気中
て｀‘加熱枯敬させ茅県とした。
メスバウアー効果の測良
恥心（ 6, 日＂知／c況Z，'嗣い
を啜収体として測足を行った．碍斗
温良l よ，吠-F巳°引ごついて 11 80k 

および｀窒温）ららについて 1 ま
f? 0-320K であった。
（結果直察）
得られたスペクト 1レと内部砥場の分布の裕析結果（ヒストグうム： Hesse のう滋ヽ点：W雌ov

の方法）を図 1(d-F知ち）と図Z(Cr造）に示す．異注体シフトからいずれの場合も唸b から
生成した ",S11lま四価である。図 1 （測定温度~OK) に見られるようにI d-Fe2.らに＇ 1心を
咬着させたのち真空乾急ただけの試料 (A)においても磁気相互4輝によると芳えられ3
誂中のオ広がりが見られる。空気中て加熱 l た試料 (B)-(E) てば謎謬濃が高くなると共
に諒気怜む六本線のパターンが現われ1700ot..て｀加終した試料(E) 叫蘊・メ免成 L t-:.
言え料 (F) とはとんヒ｀｀I司じ｀ス,'{ 7 卜 1しになる。これらの結果lむ表面に咲羞 L f-:.u q sb が｀遂

れ3。特

いない

hyp吋ine
し・・ない

マーとし

れる．

囀て＂，

悠温て磁気分裂ドよる払ポりを見せてい廷·ークか‘，温皮の上昇によるら0'3マトリック
スの紘、化減少と共にせまくな） ／ネール点、;;.tて｀｀は史全に， s',;t呼紐kになってい 3 こ
とが｀わかる。このことから彰品乾燥したCr“)3祖冽の払が I/ が磁府逗作用によるもので
ある：：ヒカWを認さり上に速べ`t-:.吠-Fe心についての寿察が稟書さざれる。

□□ 
一＼こ
V 

~1~硲を、 戸玩ヵ
〗ヽ /242 K 
ぢ＼ / 
盈‘i
く西.. 丸＼，，； 忍‘や

¥ I180 k 
¥ i 

`‘ ーベ丸t•メ ＇、歪士
...,.9  

¥ ;f 80 k 
ヽf',  ,. 5 
ぅ·

uo
-i::
1n

q
1
.1
~s

,a 

297 K 

-5 0 +5 
Relative Velocity (mm/s) 

国 2 年03 に唸b(V) 屯吸着3 セ皇温．℃真匹燥 L
た試料のgo-3zo k における唸nーメス I ゞウアー
祀光ス~7 卜 lレヒ内袴彬滋場の分秤

0 50 

Hyperfine field (kOe) 
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1B17 どサミ｀噂 I•2 毛デ‘Ji/応合吻とし乙の 57乙o （亙）ーコバロキシム

鍋和わIT が硲光メスバ｀ゥァーヌ虔ク lーiレ

（理研） 0奇百善甜 名抑文敏．辟埼王

っェベ＇,{ L>.ら 12 毛ぞ'1以に合初ししz. Co(、[I[)己•ス；；；｀メ和レグ｀,,牙·千シマ/-儀係（つパ

ロ丘ム）ぽ Schrauzer '7,:::まっ乙、 1 96 辱八＇;:::;にI あ,fられ乙 I‘ る。1）ーオ、己＇タミ
ン B i2 (•シf I つ 1\‘’ ーラミン）ガどのコ重0)つ I ゞ＇ラミンの惚：。磨北パiい＇ウ了ースヘC っト

1 しが謡ぺられ'2 お ’I 三）椒佑のつ 1いし卜 (A ・オン）の叫肉贅翫、疇畔<') ·,_•ヌ l\’ ウ了•一
｢ f 3 了ヂ 0 —千の可箆j·戸＇示岐ざ必L. ¥ I み。床玩究-Z:'lが、術楳 r疹2位子じ合C Co(• Ill.) 

叩ししt居知饂韓/t·i'、りいか'0 キシム[ CoI1L◇臼）ュ X B] (X＝酋イオン
”Zi門， 13= 豹＇繹紅子）[::c靡目し、マ C゜(1 1 レ翁立子(_ X I B) を瑶々墨、ギp1 釘三⑦c。
も咳c ¢。と）師戸 I合成、もパ紅パ Iげ＇『ースヘ°クトIレg·成1 足レ、っパ Iレ「まわリ
の疏叫凌lIC l:::. と毛 T；ぅ入．へ°叶iレ如e 、るのキ奇徴-r［｀と’'の篠言｛乙仔•r；っ巨 o ：：：：：オ I:;, ず，・乙
徴壼っ I 9ヽ9 1叶ィオフの印籾挙飼祈恥第咬ししに。
E疇9 ヽ合成 9 完。と含むつ 1 ヽ̀ •P キシム (X= C f.、 B2 ベンジ lレ； 8 = py t0,I ジン，
PPh3 トリフ戸 Iレ不スフイン） l 噂印のオ·ラ去 1) I ：：ば I I 、 (X = Ne 1--ア 1レ、乙N 、 H ヒド'1/I...:.‘;
B=  H::z O 、py、 PPh J) I-::: つ I'ZI 『既報のオ矮 3)訂謬「レし乙厩＇茫ヲイン—了 1レっ＇’ンライ
叫用のシュレン 7 管含咸召っ乞行rd-グf:. o 歩発の Co(S1Co) c f2 2 が北牧討能Iず的IOO
パi/m9 Co む'、 Co 夕～ 30m1 のス丁ー 1レ-z._'什淑し芦。ヱ成緒砕疇磯， 1釘i- 1ずI,巳芍的
楕転いが＇可祝．紫叶叫4-,iZ 1-へ°グt- （レi生，・乙行 rふったを） 、須雌： 9 メヌバ‘ウアーヌヘ竺7
ヤ Iレ頑’I ,';f 1 1"、悶泉喩鐸1 年・吸収4芥に'-f- [57Fe正(Cf'./)6 J. 3H2D (o，夕芍 Fe/c..が）和：：：表砕

窒昂彦後で'’行 rf｀った。
C 綽稟しデ＇ーダ疇叡 9 得々フ lゞロキシムのメ・ス I ゞウアースヘo 7 j-I レ（代表例）色«図 ► ,ニ
示し巨。 z 匹ゥ遭のヌペクトiレI ＼゜ター‘;?/q'."単厖r; ダ‘→＇レ、＇／卜乙'’I がパ、少ャぶくと宅乙揮
卿のものが存たレ乙 I'•うクとが系咲、↑にう。lz_:::--Z.:'::;.かウの応°ク/- ii--' Iが乙つの夕づ＇し、’/

/-(和邑巾芹し｀、）・乙材騎、｀ざ匹z,, ~ t.し乙縁功屯．f子・r；っ巨（ 4 （豆卜笏、喉）。 A (X= Me 、

B=H;z. O) 、 B (X-= Me ノ B= Pr) 、 D ('炉釦， B=PY)、 F (X= H 、ら•= Pr) z.'.'I む二の眸吋

宕＇申疇足で｀あっ巨。しり‘レ， C (X= 乙f\,り B= PY) 、 E (X = CJ2, B= PY) 1 ：：：つ II -Z I ―古、

さら 1;::.2つレ｀尼rJl 1/ 七°- 7 の行厄·/7"雌手、ヤ此、戸のダ・プレ、y /-/::: Z芹のに°- 7 gィ寸加し
や毛のとし這和re«予；っr-:;.。フの釦疇果が ’I 、ヌヘ°ウ /-Iレ巧恥‘I紅（項 4 〕｀診I式
豆（穐 2 〕ヽi包の徴意成豆（他〕とし乙．r． s. 、Q。 s. \砂噂比吐＇謬応疇Z
の師床，ラつ 11 --z. 4 表 ► 1:::. 手レめ·巳 o ｀戸ヵ叫'2 つのクロロ CC,/ ジ｀ン鱈i，店（表の夕も段豆）
ぽ、加疇応幻彦的萎我但し巨ものピが＇｀ （手 1ーデ'-叙レ--Z..ぃら。e; r,, ド鍋底っ II 乙
も 2 演名，｝々¢合成したもののぞ＇／ダ（表C7) g I Cj炉窃目）もあう。ラの危街―底彩昴縁•gt'•あ 3 が＇，

／う（君の叩芽f3) I道1 足のマウン lプ）i3祭分綽レで茶e,. I二，蒜邑し乙しず 7 ・尼も心あ3, C 

どー刃釦騎＇夕:~ -7c 斧の（現 1 〕｛ざ貌虚子が醇 rjっ・乙名灯さく坊lIC し rび｀＼ ＼、小さ ·rj I,S,.
這も子，レ乙いう。手「::;_::;.わ~-~躙和．r.s.' Qふ Iチ [”Fel1L(dm1泣 C•四‘d)2 J +-(BPh,,_)―
(Lm,̀ ol= A ミダ＇、た 1レ）の屯 5) と翫がし乙いう。シかウの ·z とが＇1 、（祠 1 J Iま骨店が

7...ウ'’祈しろう あんべ’ふ汀としのさ｀、き「：： T：：エノ
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詞ざ炉伝 CoTIL→ F9：乙＇あ弓履ジ砂入勺—` cm ]のエ． s. ぼ認広了疇ゃ
l ：：：：ずって叫恥嗜に9/7t‘ □ <• 9 臼 I c;?リ・ジ｀ン鍋恥叶シ因霞 1 ]疇釦遣がr ぎ

レ‘の手や L甜にJ，7}工ぷ声屯： C手屠 1 J ~エふと叩’う＼，本疇 17、あ;,:,,さ'7 1 ：：：品直の奉謬も）ど‘

じド‘1／ドc''/-;;；ン鋒［口叩'Z.こぶ叩戸昇汀→詞}‘4表卜虹”
杉ド｀ IJ遣ぽ（グ緋しか-r;. \'8 疇豆0)) d>デ＇ータの〔叩〕のピー 7信釘＇疇r ニ

j..,でェふ、夕ぶパ丘辱ず‘9：：：魂天す 3(4 君~ 0 S', 1卿じ比較戸）と＇｀う 2 と
宅移戸礼喝つ、 C―-m) 1バ扉1麟0)このIIl. →万eエ疇戸ーと当と思いパ。
頂 1 J C危 ‘z J尋賓鱈譴（係押冗直）が乞応‘し之し＇汀錮わぁ 3 が‘、多匠
疇z:.: わるか l℃F9厄＇あう。し 17‘ レf象 A オンi'知翫沙蒻乃遣（かにわ"｀乙乞叙し-z_. 'I•シ
ヽ貶，｀奔鵡レ'0 .:::.わう疇果，シ屡づ'l' -z..、貌i立子の‘翠 I'豆 r "$-7-．へ°ク/- lり砂夕）
疇、つ Iゞ‘ラミンの名＇ータ 2)との比較、霞疇釦尋心アオアー知謬疇l-;;; ク‘J

」移慮し杉° , , 4表卜［兄知m9-Jzx B Jの硲光メスハ｀＇ウアぷ叫Iレ171 /\0ラメーター

三冑こ二
,"% 

97% 

94-% 

98飴

t..•，•：ピ．．•一,. I 

I 

`1 

配位子

X B 

I Me H2゜

z Me PY 

3 CN PY 

;;. Bz PY 

s'-Cl PY 

6 Cl PY 

7 Cl PPh3 

8 H PY 

ぅ
珪 に

者2号

A 

B 

C 

D 

誓； E 

9品

暉 F 

I.踵S. 1 Q.S.|, I.禾S兎. Z Q.S. ヽ巴

I.S. I.S,. 
（ヒ'-7@}培比） （ヒ"-7@瑶,o) （和屯戸）伍ゆ壻ょ

-0.19 2.16 +0.44 2.00 
(0. 57) (0. 43) 

-0.18 2.15 +0.55 2.14 
(0. 65) (0. 35) 

+o. 06 1. s1 -0.22 2.18 +2.06 -2.61 
(0. 53) (0, 35) (0.07) (0.05) 

-0.10 2.32 +0.61 1.93 
(0. 61) (0. 39) 

-0.07 2.78 +0.25 1.62 +2.14 -4.02 
(0. 54) (0. 35) (0.07) (0.04) 

-0.06 2.78 +O. 31 1. 63 +2.14 -4.08 
(0. 50) (0. 36) (0.08) (0.06) 

+0.01 3.02 +0.28 1.49 
(0. 70) (0. 30) 

-0.03 2.69 +0.45 2.13 
(0. 52) (0. 48) 

9 H PY 分砕 -0.11 2.45 I +0.46 2.16 
茶邑 (0.31) (0.69) 

9砕

□▽三 石雷霜，守＝1皇」 'l＝汀応し;る。エ、 S、, Q S. 1 古 mm•S ー／
J H:亘□加G.N.schrauzer, J .Kohnle,Chem.Ber.,翌,3056 (1964) 

［三戸芸：J至芸彗話賽芸芸三百可芝芸与享芸口百芸三号芸号'.;:交琴：：
l l l 1 ダ界f在Iし．ア包トン， CH2CR.z. L"子 Iし等）ぼ彰晶乙＇・ 1げlしゴ＇ン中乙＇毛不名
-4- 0 叫 茫で＼コ紐•7-ケイレで＇ぽ繹冤亭戸汀紅‘あらf足ゃ．台叙印遺．

4 困~双I\ヽ ・ヴたか°つ/- I し 巫BH← r、¢•の試食祈-z,·.1幻品厚茫骸i回し．泣諏む紗界忍得診、~
鋒｛和同f£_ I iF如わ令レ,1)/\"ラ・7,rン 1 -rん紗く表のオ I や1 し 7"ラスラ云 1 ：：：

子 3 可視・ス＾＂ク r ，レ環I 足 9:::, F迄仔rf・った． 5)Y.Nishida,S.Oshio,S.Kida,Y.Maeda,Inorg. 

Chim.Acta 必色 207(1978) 6)Z.Szeverenyi,E.Budo-Zahonyi,L.I.Simandi, J.Coord.Chem., 

込~,41(1980)
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1B18 是祠鑓叶 1しコ T`T イド層間化令睛 1 戸-x N認乙の
57Fe 'Iス 1\‘｀がアー／討知法1守る柊3-カ営的研啜
（都立大直） 0 Ff田え己佐藤久薬う平沃屯疋促即誌

I 遷移企l忌ジ hlしコ'T`｀ナイド、 NbSか 1屑澗 l.;:_棺.々の麻，うゃ合合と吸着し，屑簡化合物
豆成｀する。形成‘いふ碍閉化合物 I3｀キ岳遭気的は確 l:::.. d'I'" z す、スト化令物と 1 ;r嘩 rJっ
R 挙動を示 l 、又疇之わる戸卜 1ミよ＇）む性質芦＜変化す 3 ことが知ら鯰謬．）
.::.む 1 清間心碕砥｛蔚げ'c. ¥.. z 、ホスI- "'将性に着目 L 之み料＇丸さがて 11 ~が、索で
I J lj''ストえ手に著 a しこ，微視的 Iこそ＾蒻I涅哨―こ哨らかにす 3 目的 z‘ メス／＼．，う？ーオ知’'ぷ
填ャス幻配r 豆脅簡こ令い r::." ー迫、飼如紅りのメス（＼＇・ウアー／謬 1紅羹礼とす可勾 e
さr::.り和輝叫、欽戸バ疇うモ西知輝消入吐E化令物，下叩叫NbSみ
ゃ Fe':L砂 Sュ C X-V千不＇よが広）につ＼ I てメス l\'・ウアーお民＾浪'l足を行［J. II, ~れう化令
物中心失、双‘店、うの店虹態ゃ格う打熔的答勅につい 2 ＼＼くつつ‘瑾知碍ら口応こ｀＇
報告す 3 。
ュ浅’l応 l:fj II た Feyふ畔bS心屁＇西述羞 1ま、政｀介元壼訊I汀論tt心麟 l 襄宅

l中 40()oe Z̀'3 amo熱後急冷 l にもの a 粉砕湛令し、再びl司じ渇知｀秦＇旦中 1 過」輝特し
直か（（）滋rす 3 ことに『， 2 岱巳化紅枷 1司知粘末 X畔知ふ碍rJ I)`
メス／＼‘＇ウアづ碍心）定 1な 6k から室遷む＇. 171 ~疇饂｀で行 rJ.., r=-. 
3 室温Iこホ‘げ~ r;7Fe 111 メス）ゞウァースベ外 1し

を @I I こ示す． Fe y+N玲尤令、＇皇;-li..1::. 万` 19 2 1f, 

ヨ') L f：： lm秘令酪が穣渡＇） 3 卜[[ b’' T::. P‘’‘，令泉衛
ひうが‘) Iさ未分解＾囚稔分裂のらたを示して 113.

8、8 ．．．し．．ャ．．····:..

“I-
< 

表！ 1:::. こわらのスペ 7 卜 I l,.. O‘ ぅ嗅うがたメス 1\’'Iう 乳0 [・：：．元-:·:.
アー（fうメー？ー直□ 疇Ol r'" あ 1濁酎t~ 6り，oL ••• 
の Fe y3Nbs立のデ｀ークもあわtz 示 L z お II た。 X 

屠m't年シフト＾ i直訳’ぶひ祇溢（こ布 II 2 砕気的微§絋0f-
紐スベ 7 卜 lしが叡） 2 中r，ことよ＇） ＼層哨に吸羞が祖［べ：ふ·ぶ．．．
豆遠隠う Iすてべ＇：ぇ釦知ヒ°ン状態 z••ある耳 22,q ~ • :.. 
と差乙らやる． 兎I卜屯イ年シ 7 卜 11 7t~3o" I(01 I翫。 ••• 

ほ 1な＇、訊的に要化 L 、そ＾ （頃 3 1} 化令物 l繭こ‘•1号:r ::、:tパ：．．．．＂..
んヒ嗅げ＇「ふがっ托．。ヌIFey、 5汲N知，字のぶ硝313 壌

団・シフトの［ら s.... <-t t..しこ荘丘L こ Il 3 ことか' 9り、4
わかた。 l='e¼..NbS,2,こ稀 I／こ、欽焉~ l'J, NbS..,_"l /1,0 I-

イオウ Z"印杖 2 ャる I\OO i苓の空膝 Iこ（這 L -Z. "'J。 I“ 

したがっ Z 叩込令忍バ邑が 11＼乏い＾心疇．食沿 旦
祢l性ぶよ，、 I＼面和喝成されて、， 3 ::.とこま唆し

て＼＼る。特 1こ、 Fe y+N 卜S2 の 11\3 1 ヽ llrl袖令忌ま、

·•.. 

..... 
．西y4NbS2.

....... •. •. •., •. •. •.... 

ｷ...-:ｷｷｷ. 

......... •................. 

臣y到1,,Sュ

:"_.;:·:··.•·· .. ·•·•·• 
. 

. •• ｷ'FeV&SW6!ibS.z 
........ ｷ.. •:·•: . 、

. 
. Fey.Z.Nレ＄2.

' 

` 

I I 

' 
1 

0 I 2. 

亜蓑J nw/S 
3
 

·/)‘ただ｀もとオ’さ乙う（叶こ・ひらさわゃTきさ•さのひろヒ L
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¢饂？イ T 、う怜ぶ c· っくうが3 1 ＼面滋のひ可｀•みが乏わめて小 2 いこヒ己示 Lz I) J,。

薗ふ叫S臼恥叫ぇ中＾応疇虹｀ S"'IW;~こ·愚操託「：：知這えら中るべ｀｀、
恥邑 1-:. くらI\ヽ•こ大 3 「J鴫鐸澤測さ屯rこへ 13、イオン斗径＾欠きヽヽ砂巧濯入さ

ぃこ'l::. 1-::. J:り、直年汀＇み方が大きくなT'- 表 l パ l＼・ウアー／＼°ラメーター

ためと知えら臼．→、臼函汎疇滋： 化合曲昂呻7卜輝渡 釦
遺S濯．起布し｀ FeN扇4 と記声り。鉄廂，—一 （加u/s)( lt\WS) (：上＿

紅 6 iかイ T ウで＇ l＼面イ本的に厄）国狂て＼l 3 Feyぶ恥ぇ 碕 。｀え0 3I8 

豆、颯牝年 7 卜 d i直 l訊（心 F似疇郷t令田y3N氏 0、ワ1 O 、43 {423('1母）
物逗炉 1ic1遥血く「わこいる↑叫鐸直 ~62 (20Hool-) 

I”ごく、イ”(/\つ(~ I＼面f本＾バ‘奇 1J:文さ回箪砥
、、と房元られる。 （下e) 0、 81 0、 61 232 

濯這反就砕、や誼依が住l1 、 1紅0\デ (S>i) :?、 6!, - 178 

I＼刈血似這ヽヽ｝ヒ＞詮＜ ＾ように表わさ臼。 疇琴 0、86 0,q6 273 
圧ナー巧 一
dT = MC屯~ (I) 堤住年7団知喝た鉄、スス＂＾

白 Iでメ入／＼バぅァー釦遷頑立 1レギ｀一， H I嗚 埠合、 BaSふ豆·‘示して名1>.
怖惰青、 K咋 1レツマン兒数、 如 I” ス 1\" ウアー孫う温護。

D及恥和茂ォ疇心紐叫、心叶／d.T I項鯰］さ小るスペクトtしの面績槃渡9I温践叙
紅 d松A/dT て〖ばかえることがで｀さ｀ （ 1 ）式‘乏 1甘，、直渭魂浪心皇詞4知I庄から、デ｀
/\",{湛食這戸 3 メス 1＂｀ウ 7-柊う濫食、 eH こ釘心ニヒヤ‘できる。黍 I I二示しt:::.釦
直 Iさ…嘴としこボめ印釦‘•ある。 Fey心玲＾鳴令、 l即池令如浪祠要化にあ｀ " t柏
喉化うし、、現象が計らャ rこ＾て、伯温型ヒ高温立：：／令IT こ卸が氏｀めら卜托；）在y4池S2
^ ｛急 l下たy打ふ＾壌（知.'3'3バ）に 1呑ぼ等 L (、ホス1-（凶令か包l (3 見らが「さか，
に。 しわ｀し、 Fe y.2. N\:,s" こ''l l: Fe y2.. T~Sュと令碍S冴生戸·登， rヽ 3 ためわ‘`&M <11 {@..1~ 27 訳
と 3人 3 k て｀＇約ク代＾起ぃが見ぅヤ匡さら 1羨和知こと I-;} 、 Fe.y叫S ュと国形と芸
えられ3 Fe 吟'l\'I、 N\,S 2.で 11-釦/}\ i邑 Iな下匂Yっ Nbs2 0 と収＼：くらべ‘Z ¥00 k 以エも

＼＼，が、記 Z 科）、展 In 吋か、芝小．t Fel守 4 T ンヤ企＾天．か S討這庄Iミよ｀）イ冗ウ
豆柄砂｀翫狂戸ぁ嗜砂れる。う、四応y、Nbsュ｀キのふのいこ迂頃ユ）
^ sn y,NbS2 小イ直、砂 =-I'\9 K I::. 立＜ ｀巨O'\場 I:::. くらべこ釦吋武玲 lささわあ汀 Iレ‘
「ふ II 。立こと lな Fe y、 Sn 'I6N応 lキの S‘1 d 糸苓令吋這が、全研ら o 喝令t輝｀｀
斎しいこしtす、し z u る。

(l) S. s, p. pArkin 砂 d R,t-¥. Fri紐と，固1, M崎）竺も (l翁0).

e) R,H1 \-\否 ber 砂↓ M、応心·心也，で，砂＼遠叶ふC..\\的，J互， 13 '7 (1岱）．

0.) 片田え乙 I I<!.、t-\, \-\~r-P€ I" I やユ回紐T〈に営訂翰会滋噴要旨焦、 Pq以 14 ね），
H，ぬ払込松d R 、ヤ＼，'rl,E;...\,er, -S, So¥ i d 吠式·e c...he,M,., ;n p卜es> ` 
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1B19 パパウy嘉詞贋囀~'Pl虞：：：寸 5 欽（皿） I::. 1/‘‘`Iレト（町
釦ジグトバ卸和庫殴均知亨

0 過和賜一羞庭豊そ 1瞑賓五（叙戎伽這）

が＇ウ7渕幻砂瞬訟靱虹紅訊叩卜‘、ブイアイズ屯I：保存詔。
釦がIゞ妙クA°外Jりが饂）鷹印峰知叙僅）厖｀、外プト儲距吸炭がIぐウ戸
パ外I吐釦禾窒素邊渡： 7fK( 一礼妙硲方；；1,..て浚悦は［：：。没1定試料I和合［の偽合にあ‘
心紅‘叙炉I0戸／：碍叫，紅基準l1皐戸‘知：：。
(2-4 虚碕諷1 )謀鱈姉揺I/)コ幻疇）鯰‘ケけ卜卸和磁咋とあシ紐製磁気
紅秤紐l f)哩衝＂琢／定i r：：。痰射和 3／ゞIレト｛狐）鍔妹I廷磁、卜生を示す力‘‘`I 1バ邑互対座
として照射佐の傾曼磁化卒認めた。
3 と：建刹釦1：：吸収パI\｀炉紅外I疇l加， 3 ）こ，臼す。 I釦 I卓疇扉の,;t)
FecんcaC)丸 b) 厄（如c)3, e) 臣（Ab れ）3 A) た（p/...p況）3 のメ灼])-l/..- t'あ 1, l幻IJ.
リ臼＂れぁ虞限韓揖が勺I-I:m。詳表 1は必虹雌れたん（A.C ti. C)}
Co （メf況）3 I f叫虹）） I C心bれ）3 の媛登磁畔を示ば如·しあう。
4 吟咲メヌハ｀‘ウ7—スI\'クト／ぃ這 I::: "ウイ >--7“’' と厄邸渡lざれ3磁訪超徴鑓構短、
（心年） l瑾疇戸知吟杓（＄羞）にか'll てJtlネぷ］か(/))濶3紘易：：J直
遣ハ‘'Iり外慶＇う生謬。訪‘し叫fs は1，(I)t易鑓餞｀I さ紅れ）。［ば'rJらば｀が）＼｀｀
サ麟知砂ピン1噂伽叙（訪吟物とのスピンーヌヒシ鱈碑 l立：渡揺
にゆらぐにのメス II｀、ウ7- 核が感‘心訊饗鴻）屁絨的［平巧巫 2紅汀ぅへ＂幻。
印｝ごグ｀ljる幻厄(a.乙it.c)J. b) 厄（奴ん）｝の IJ丸収立）沙｝屈外Iv に況メ•fs ガ｀雇
叩叩（）のI1以豆蜘砂 7'あ§ど為砂豆。 と：：：クが｀；幻ぇの C) 声必'M)) I 

さが）よう l) う えんごシ灯｀｀とf ごの ·0クとし
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().)反（年rれりにあ‘()t I み □心窪紐｝ 2紅（）か
池l3 乃：：：：／レあが/'J- -tert-グチ）レt吟カサの又き1)

岳彼甚を印シ＂ヶりパ畔砂‘和叫f功飯叙原
和如諏訪｀ズざ< rd5 こt（ごぶ＇）スヒ°ンーズt:゜ン相互i細
暦い緩哨l勘涯<r』§（：：め／：四疇ぇ元私
疇慮照射i［滋（1fJ.）鐸牢吸砂パウ戸加外
／して｀＇ぁ訟｀瓜蒻す前 1く屁（A加）~ I f€, (otr況）圧観初
された心fふが激痴訴（｝ることが叫訪幻｀ある。項立 I d'ね忍皇葱射I:J')叙源知庄
修I＜滓燐狂ラシ‘及 Iし力‘'、、試［か）る:ど旺到さもる。戸｀1カ／レスピンと叙原み魂がヒ゜
ン／りお互i現這｀ぽ註喝I向ヵ浮<r砂t")>-1 免祁/]哨失す訂頃i9面にあかさりに厄紐召
「if：：：団（ d伍）3 と厄（Arからの両紅疇比鳩合1 7f..茨役
心伍）3 り方が‘厄（~f.,,,;_)Jよ）仇匂｀ふ力｀‘`朽朽直つ
財l：ふ）詞ね聾ぃ笈｀及 I9レの号がでert-7`,;1ン直ヵ‘
t {I うここtくり祓l;l/和水る。り邸叫t展（司JJ. ft績位、召射げ：： Cの
賃J:t認められ、て｛/~。切り lエ＝長這す3 [。
祝• I z 和珈砕I? C゜（正c), (o （弁況）？り I｝｀ご（）
的り生残＇戸裳威l'匂積吋炉＇‘•第和が行兎む）少“
頃位，,J/1‘‘／叶錯応) r.線専和囀IJとti濯縦 l) のビc~
区砂I EC 壊釘釦7()ロもスが＇尉紀り瀬囀雑研澤
·しこ 1 、）う。

1) y,、 S心吐．

虚祉

工rradiated

complex 

Mass-magnetic,,{!M 
ぶ主Susceptibility1 名）

Co(acac) 
3 

101 X 10-6 

Co(dpm) 3 87,0xl0-6 

Co (bzac) 
3 53.7 X 10 -6 

Co(dbm) 
3 

58.4 X 10 —6 

k,E心し．

迅炉サ
H, f如¢),I
伍吟

巳．¢し． I如．井れ、旦／ 3 ／ 7(l f約）
和313泣知紐化学討詮合(/”゜沙麟J)
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1C01 放射化学におけるマイ 7 口成1Jo熱の利用

(J翻） 野麻正 0ぅ喝和 1 ｛逮—

（目的）

疇戎電界によ‘る誘護t員；利用したマイ 7 口波ヵo熱，ふ効年IJ)良ぃ力o熱方法でむ位埋
l口分手あるし）/J原手が待っ要気毛ーメントに外部電界が作用すると平衡，点と中心とする双
極手1/) （翡転運動が起／），この国転依勤によ＇）熱IJヽ庄ずること l 利用し Z いみ。 7応吸佼さ
水易＜）金為面て99 反射 v, ガ｀・ラス・慮番・テフロン等を通過するてイク 0 波、の特性を充分
に生かす畢，こよって入力した瞬旬よりIJo熱と南始ぃ且っ溶疲目砕と直埒ヵa熱するため燃
燒ヵo熱ゃ電気固和該紅比べ短寿命RI に関与する実険に有効ど考えられる。 n疇空洞帥
（穴ーブ‘｀ン） I：：穴を設けたマイ 7 口波加熱股覆を拭1乍し，マイ 7 口波na熱叶皇々の放塊tI,ヒ
営瑶犀：おけるシ古麻去につし，て］同べ’る。
（実験）
拭作したマイ 7 日波no熱装置1ふマク｀｀ネトロン・アイ、／しータ・導波砦・オーブ｀ン・電
釦各部がら成が高1甜支発旅粉であるマグネトロン 1よ，東芝製・単相 2 o o V (SOHx) 
・入力電力 2.?KVA (13.sA) ·発振涸波数2“50 :t. 30 MHz• 発振土力／， 3 5 畑
鴫最大陽極電危 o,6 5 A の仕様である。本殷置と 1刊ぃて汰下(7J'実険を試みた。
①加熱持牲チスト：高国波出力と入力造力および陽極吃兌との 1司係を）更に一定量の 1k
の入った 1司ービーカーセ様々に鉦匿し，挫々の峙向で加熱．した際炉趾度上昇と測定して力0
熱むら Z言目べに。®迅速濃縮；一定壼mk落疲とマイクロ波加熱によ‘I) 壌縮ぃ要した時
固り揮散量ドつ 11 叶応＇，更にガス加熱•砂冷叩熱ど比較をした。③緻也IO釦生物頂Cl)迅
速菟留： f易手照射した 1いも(pん）／杓反応で、生成した府々叩ヒ営系の吹l （半涸湘 I 0分）
疇むが'9 とれ 1.: T,＇必3 ど NaOH を加えオーブ＇ン内に慮、留装置をセットし）マイクロ液加
熱心‘ゲ},/H3 0 留出と特尚につ 11 這恥'f.:.。®ぅ児殿熟成：＇じ O:i...（半滅‘期 20分）t Ba.(OH)l
水念急こ咄及牧ざせ Bdco3 の光殺熱成につヽヽてガ’ス ho熱四比較してみた o 7k酸化物(J);む設
熟成，こ 1肉してtJ ffe. (OH)3 につ 11 て同様な実険を行なった。
（結果）

①マイ 7 口波贔滋置の高周波出力 Iょ入力造カバ約 50 災で＇が），高周波出力と瘍極電
流は 1よヽ‘'比例していた（図／参照、）。穴ーフ｀｀ン（一辺1/-0 C爪）内で， 1ゎ、ヤ心に置ぃたとさ
遠も加終；され舷ヽが＇，位置によ‘る加熱むら 1Jそれ謬負で1 はない（四謁で中I心｀のもりl:, o
必 no熱される）。オー 7`'ン内におけら茶、苗 7 ラスコ等の支え台として 1ょ，木製0 ート台ヵ＼｀
通している（但し力U熱時向 1J; I 0 分汰内が望よしい）。短時印o熱砧易合発泡ス今ロール
片も哨恥あっt.:.。®濃禽訊しては累った条件で加熱した場合i7) 7Kジお知揖散量と加熱
麟の l関係碕l を図 2,こ示す。力＂スカo熱•砂浴加熱ドよ」濃南と比べ｀たi騎，高麟畔
ヵ和牛に.:Lよ‘るが全殷的ドマ 1 7 0 浪加熱の方が｀尚易西且いど云える。分離操乍途中での
浴衣が忠南疇促効率を高めみための；衷南手段として有9甘で、ある。③図 3 に無往体3r,J H3

のさ｀きただし•あさ＇）けんいら

-96-



一笛1浪菱ー笛出速度(/)1対係を示す。 2 今l旬加

熱討紐ぶNH3 i 7 o X汰上叶砕叶斗られ
た。マイ 7 口ぅ麺熱では） ／庶笛券共のJ:.部 lコKI

石
枷村着すみ争が少ないので'NH3 のような 7K ~ 

> 
遠収され易ぃ物質の茶、副這しして l ヽゐ。 ｧ 
®枷CO3 I F.e,(OH)3 (/)洸殿熟成‘につ ll ては，乏
がス加尉比べ＇マイ 7 口ぅ勅醸贔方が浴液(1)煮
沸すみの力這に， しかも入力證力をコントロー
りぃ恥ょ化碍峨 Ii'る。特 1巖酸｝恥鳩
合はがスカo熱ど臭な ')CO泣＇スm混入を避けわ
恥沢ぎる。叉ば）エチレン等の容、券中で加熱
で、さるがでふっ4ヒ水佑蔽落成-(//ガ0熱も司能であ
る。熟成された；わ殷は定性的であるが＂粒チの状
態が大きがった． しかしろ過におけゎ時向的な
有局l7)紺ょ認められながった。
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図 1 高周波出力と陽極電流の関係
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1C02 が又ラジオクロマトグラフィーによるア又タチンのシ島点の推定

（阪大捏） 音記輝 0忠御い、常吉俊宏山本正弘

堕
｝いコゲン族の品童元棄てヽ｀あるアスタ今ンのイt'..'学的性．賃について lJ: I 9 4 0 年にこの

元景が初めて Co r $ O h 尊 lこぷ＇）人工的に製造されて以味数々の戟告がなされている．
しがしながうこの元業のシ麟．に関する詳しい＇戻烏食の報告ば見当らない。イセのハロゲンの滉，
点がらの外挿による雑凍［J培者、屹のイtの人によ＇）行なわれている。
—黛こ力＼＼スクロマトゲラフィーにあ‘げる保特容量と試料が騎．との間にほ衷将な関係永

あろことばよく知 5 れている。この関係ば筆者等により保＃溝号： l：：去ける緒迂論．シ蓉液．の
耳lぅ詞鱈、その他の経験則等を]:ftいて半経験約に来め 5 れ、アスタ今ンを叡ハロ
ヶ‘‘ンて｀戻、験池に碑められている。

そこt‘誓岩等(3 カ次ラジオクロマトク竺テフ装置を製作 l ｀アスタナンの保特·容紅刻定
L 、保特容量と沸点、との閉係式ぷリシ駄点を釆めた。
繹

這に使用したが入ラジオクロマトゲラフィーのヂ IJック囮を @I tこ示す。この装
匿 lユガ入勺ロマト寄令［こ Bend ix社叩 l) ーズ 2 2 0 石使 1甲 l 、小亘遥極内にガ、ス 7 ロー勺
ィ 1・の比伶l計板管を新 L ぼ＇）付けた。比｛殖澤咀戎噴 20 mfのJ...テンしスの円筒 I こ
鱈 o.l m 1n のタング次テン綿をア）ードとして張ったtのである。又この桧紺慇(J試料
にぶが謬遣去が窟易に行なえる榛造1 こした。カラムは充填客l] のシ容株［こ s i I icon DV~ 
17 を使甲した 4m のものを使った。1J‘、スクロのキャ＇）ア 411,入はヘリウムを使t)絞盆閤の
峰て‘、 7゜口 l＼゜ンが入をぅ昆八させた。これらのが入の流骨 18 7 ローメー勺ーと石 11 ん咲気骨
計で読紅1..., rこ。

実験に使ったア入ダ今
ン IJ版尺原＋枝施設サイ
クロトtzン(ioqBi (3He, 

3 n) zoqAt 反応にJリ喉

造 l Tこ．この時のダーサ‘‘
ツト l J I [;_AAITI YIレミニう

豆にビ｀入マス~ 20pln 

忍考したtのであった。
t珈恥斗le.イオンIf) I. 
ネルキ‘‘-(J 2i M e. V で‘
あった。

LUMN 

叫事項 3 0 令経』
L てダーゲットを YIレミ l目 1 がスヲジオクロマトグラ 7 ィーのブ‘` lコッグ l図

あとさ‘｀し）きJてる たか lJしなると つねc:J. l としひろ ャ‘3 もとjさひろ
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二う L、の 1 ゞッキンゲごと群消巌：：：泰解 L た。この 71く器凍ヵ＇うア入夕今ンをべ‘ンぜンて注曲出 l

た。この時硝蔽（お紋 m文、ベンぜンは約 5 バ｛吏/¥\ l 、ア入タナンを袖出したf食べ｀ンぜン

を 0.5 mt以下 l襄縮 L た。

力‘、スラジオクロてトゲラ 7 装置が咆定した後上註ベンぜン考液を 2µ.{ 、てイ 7 ロシ')‘ノ
沢‘｀和 1) が入ヲジオクロマトクラフィー[.::.ヵ‘げた。この時の位温槽肉の温度 l3 2 0 0 ーc 
ヘリウムc/)ぅ裔t 1J 3~ 以／mi n 、 7 ゜ ul\. ン/J/シ急舟 (8 5 パ／m;n であ＇），比例計喝倍碕加
詣圧国 1,8k V であフた。
粽果と考察

図2. ［こ得；；れたアスダ今ンのラジオワ 0 マトグラム石示す。ヒ゜ーグ 4這よりアスタ

今ンのJj-カ’'けの保将落号を虫め、さ 5 にカラムの元客積を差し引き、カラムの曲端の圧力
差（こ討する桶正を行なった。こうしてアスタ＋ンの直の保持容骨として VR= Io&' 叫を信
た。一方ザスクロマトゲラフィーにみける保持溶そヒ試弁の湘、点、との閑イ糸(a次のふうに表
わすことが 7‘｀きる。

lnVR=lnZRTN0+{ Z (l+hr) E-r }+{1-Z (l+h) E}r (Tb/T) 11) 

上武‘臼 l~~滋和湘、屯とカラムの表度の段池て、、圧縮）因う、 Rla免体定激、 T IJ.カラムの瑾

度、 T硯試科のシ恥点、 N l.3カラム中の恭媒のモル敬、 e l渠．限希釈での恭債のオ骨保致と
突際の実痕中での活号係撒りJ:ヒで我わ寸る定敬、 h と r lJ試料の沸、点と力ぅ L、温磨の間教
で表あせる 1＼゜ラメーター
そ L て£ l璃管直釦
涅質性を表わす｝＼°ラメ
ーターである。こ：でN

と C があらかじめ知られ

て＼）れば保持落量•の位ぷ：

実験詞：：：来める：：ヒによ
り U)式を使フてそが馳．
を求めうことができる．

N ヒ紅ヲウ券、を使って
安顧［こ求め、アスタチ
ンのがスラジオクロて卜

グラムふリ得た VR ょ l)
フィッテインク｀、1こぷリそ

の 3騎．として 52 t k を
得た。さらにこの消、点．l::.

つ＼）て祥 L l)考案を行な
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1C03 
屁）レ化反廊によるオッうイツ迅逗化挙分龍

（茨大逍尚~)

奮在苺癬幣古俊虫゜ム本正郡窓楕i成人
（綿言） 短兎毎枝将の砥~"'u_,冠うに索、し 1．核反熙生成物をイ低 lゞックヴ＇ラウンド‘の
絨恥逗蓮 I令送し h‘ フ，他吠如磯楕．ヒ紅篭和5 こと 1訊隻専誌鴫訂｀ある。この
虞 I::対し袋々はオンライツでの蓮綾ザズク0.マげ｀・ラフィー困蘭発しフフある。運緑
力‘｀ズクロマトり‘'ラフィーにつヽ＼ては．設計製作を終わり，現在性能屯：検羞しマしV織稽百
ぁる。こ這知‘スクロマトゲラフィー屯呟反悔生硲怖の分饂砕＼用するため．枯瓦応生
荻喘丘‘スイロ祖鉛屯。栴@lぶその予喘蔑蔽とし-z'0\賠填反胞峨の X 今）以しに 7 りて祁、
告し， 1）メケ 1しラ冠 Iレとの反江：：よるメチ）し化名噛の生取， あ心が｀その真翌キて‘磁籾送が‘
明らかに店っセ。

今回 lさこれちオンライン(f)枚哀祗辰践校に道同し
1尋滋む行応た。
メチ 1し金属化合怖］は，一般に弔将、が低く，匁くのも(J) la;生討エン 9 Iいターが正て．、褪ヵ

燥酌（：：和ビ淀記凶湘訳‘ある。 しかしながら、な丸的屯淀性を支醗するの平糾生,tt'.,エネ必《い一
て‘、あり，これが次をいと恕ヵ鯰t可忠吏冦喩憩も単詭可能て‘‘ある。特に，還柄金民のメ
今＼し化合怖 lさ．熱酌に和匂良稔ものが匁<., その分蛸温腹も弥賞：：ぶってか応り買応て
心。屹加ゆえ，核反配固胡鱈：メ令 lし化し、 その紅解遁展危うさく利用することにぷっ
て，過稜廿‘スり 1コマトり‘‘ラフィーのさう応介碗淡置屯便わ芯くとも救及ば速灰恥ィし噛
的稔分紐硲可能唸元素が存在する。
本奥蔽て｀は｀そのぷラ厄モ素't:.. l -z.二、‘’ly-- Iし，鋼匝鈴之返 l t-2:。 N t I:. ついて 1ま、

メ今＼しイI'.'..合物 Id し）ぎT~草顛さ小てぶらず‘, Cu は．王）メ今 lし化物が‘唖載過渡て漣裁セれ
て 1さいるが．恒遍て‘渇幣的に分解してしまう子を淀↑ふイヒ合怖である。ところが． 分以チ）レ
屈鉛Iょ．沸魚、46 °C,O)極的て曲定な

ィ“汀厄］が錮温匪 Iさ 500~600 Cー. 
Z‘湖る。そこて‘‘NL 苔ターザ‘ットと

してうHe イオッで怨射し．瓦記互践

もし <Iさ表通に存在する校反悔生究‘
拘屯メ今 IL ラヲ‘力 1しと巨施させ真翌

臼 ~I庭紅て澄兎て籾送すると亜
福If) 1司位体お‘l-tが検臥されることが

賄待される。
（案瞼） 町蔽装置の棚酪t国土

に示す。ダーサ｀ットは 30 A叫呈ONし
ホイ）レ屯 I祠いた。メ今 l レヲづ‘打 1 し I;;\

アセトソの光分翁又 lさ抱、分解て‘注戒

メ.+ lし化合吻の化営的性賃評'~し

北パ三言口::RAP
DETECTOR 

オンライ｀ノメ今）し4じ装置固1..

aST>iNLESS 

ST9EL Tu3E 

TARGET 

THER氾L DEC叩POSITION 此ATER

t FCR RADICAL Fo叫TION

UV l.A>1P FOR PHOTOL YT! C • ぬD9CれL FoRIIATIOU 

し

I
3
9
n
V
9
0
0
3
1
u
-
{

おとさ‘tヽ屯よてる っ 1a よしとしかも やまもとささがろ たか 1.;rし尽ると
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させた。ア也トンの艮圧は2 ~ 3 T叶に誠整し Tこ。メ令）以直怖 l忘．内住令mm のステ、J

レス喩迂約 oO C/1'1'\員いコンク I) - lヽゥー 1レト‘．のタトヘ毒ひ‘‘かれ．約20 cm厚の領伍棗）
桁知した鉛フ‘、ロックでラー）しドしたと線栽淀用のセ lしに直ば｀れる。このセルの直前には．

石庭篭の外側にヒー 9- ~巷屯． づ｀x 今 1し亜組の令踏な行tよって也）し中に茨羞さ¢るぷう
にぽ・そバ豆 l：：＼さ．叙体覧素のトラップがあり．こ臼戸也卜、ノぅ磨痕唸．照豹終了

紺こ心緑兎1鬼 l た。ターサ‘、y卜 h‘ ら｝結壊洩田のセ 1しきて、お約 3m て‘｀．蛎送 1-:. かかる昧籍＼
は，ホ心1 0. 2.秒でおる。

哩的は大阪大恙原子核施毅サイクロトロンサらo, 3He ~‘‘ームて‘布唸い，ビ｀ームのエキ
）レギーは． ダーげ｀、ソI-のメ今 lしイ仏ライン苺で‘!々.4 M e.V で｀為る。メ今）レラジカ 1しは．熟分

飼：：より生成し， t緩息浅I＼良セ
）レの新のヒーターは約600 ゜C
に加憩 L た。 これ 13, ラ‘メ今
ル亜鉛を令解するのに廃行唸

温度て‘‘狂。
（締昆と考 n、) 函2. Iぷ．

この寺 1-:.得られたズヘ°クト）V
ず‘湖る。こ(l)スヘ0 クトルがら

は． 4 t"[oke.V 0)‘（西、と 5q nkeV

(I)苓心壊門練が見えB 。
一方， 3呟如の肌邸謬．

18.7MeVの和 1 オッ遷り
L 店が‘ら， 9-~、1/トの芍<.
知さ‘‘之‘、現造しEa緑スペクト 1し屯固
3 l-:. 京す。 こちらにも上頷en4℃知M

の且織が見え．これ l訂Cu 0)砂起状
態からのげ繰と思われる。とこラか‘:
5"911keV のナ緑Iさ見ぁTョらず‘, aた，
固 3 て‘‘噂臥口蘇虹卸渭碕
叩ンビ‘ームか繰lさ． I函 2 1-:..l5 あら

われてい応 1\。それゆえ．メ令 l凶じ

により、亜鉛花‘lt-lJ凌択的に筋送さ
れt-:.t.考えられる。
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1C04 無担体北，cC4ーのテトラフェニ）しア）い）ご l.、以遥直素酸慮八の芸冗

（東北大理・核捏研） 0大森麿 ）＼末蒼男

［結言
核医翌砂涜て、q珈た標諏ビ答麟応用いられているかりそのイじ密判生隕がまだ
十分検討されていばいものも朋る。一方鮪謳化翌てもTc化合物の1図的性笥忠興昧が持た
飢ており、立年漣々の化合物が合痰で出ているが，丁c—応ジケトシおよびアミ）震リカ）し
ボシ酸錯体に関す防知見lょいノい。これらの花鋸体、を合汲し，その化翌的性債を府充する
ため応，丁C の1--レーサーこして半沿裏討手頃は、 96た(Ty2=4、 35 日）を， 93Nb （凶 n ）96た
麟て製没するこどを先ず検討し戸。さら lげ気標諦囃謬を合汲する Tぶめの広慰勿贋て：
ぁるqb丁c04 匹霰謬疇て無坦#--9b Tc 04 がテトラフェニルアル‘)ニウム麟疇
垣（四AsO伍）が克殿する院）＜共克する現象を見広しだので，その芙冗条件を詳細冴館寸
し忙。

2 、 実験
a) q吋c {1)袈笈 ダーゲットに I-! 金届ニオフ（ 86m,/c元）を用いた。なお 111IVI視識化合
初を合取する 7：めの 111In を /0匂（凶 2n)ll JIn 反応て製造する7、’め 1こ舘 (/06呵／c戒）および
ニオブ箔を峨箔で 1'1でんだ sro..cked fo i isを作っだ。東北大芹 AVFサイワロトロシ 1 、: J: I) 
3S Me.V 以粒子を 2栢固（平均 5JJ.A) 窯鮒した。ニオプ箔上でのメ粒合の早向エネルギー
ば， 18.1 MeV てある。

b) 3!_丁c0ふ囃譜せ 短寿命放如性I司位滓、を定変させるため） c, 瞑鉗悛 2-3 日裳墨して
から， ターゲットを業農胴酸(0,5叫）あ｀ふび戯％フッ化7k素酸 (0.3叫）を加えて完禅しだ。
丁e を Nb から介蛙す否尺めに、 6N N o..OH を加えて Nb を水酸化物こして尤房でせた。 D
疲を陰‘イオシ交換椋匪這 (Dowex1-X8', o日吟 100~200 r ッシュ、ii><I> x JO mm) に通し
て， Tc..04ーを枢厖 lこ図着させ，佗の 96花のフラクショシあ＇よび Fーを 0、/ N No. OH て＇洛
錘させる。 この視作で Fーが完全沢院かれるここ 1寸， 18F を卜しーサー 1 こ用し l て碓覧した。
96丁coヽ元祖佳）可、 2N HU04 まだ 1可 2M Naao4 25 m1 を用いて行ばし），撫J旦f本、
9b丁c. O；溶紅罰製し茫。
ぃqbtOiのテトラフェニ）しアル‘)ニウム逗聾累器泣豆への共況 96た04―逗謳累酸儲）

米窓夜1 こ， ドー 7イトテトラフェニ）しア）し‘}ニウム稟化物（丁PAC) 氷3相夜を加えて，遥謳
累酸置の冗殿を作 l), 96Tc04ーを支況てせた．冗殿を一完翠度で 1 時1町放濯伎 0逼した。
口褒こ況殿の放射熊を唄炭して，q6Tc04ーの芙冗収率を求めた．

m 杖射飼則定 Ge(Li)梯ざ出器、を芽続した丁N-4000 デーダ処理装置苓｀よび井戸翌
NaI(T!) を痔讀しだシング）し今ャンネル“黍泉ス八°7 卜 I] 1·- ダを用いて， 9b 丁c の『線

を測定し尺。

I). WC. Ec1<2fmo.n, S. M. Levenson, Iv,t J. Appl. Rad. lsoJ-op低塁， 67 (/9'7'7) 

おおもリ たかし．ゃ詈迂すあ‘
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3 結冥あ‘よび汚察
i) 96在の生灰率

叫b(cx. ,n) 96Tc 反応による巧との生尻釦濯‘める応めI~ 釦昂ニオフ箔（い呵／c吋）
3杖を A混i l国でんて'sおcにd fol,ls を作リ， 24MeV メ莉うて 1 膵1町 (1 ノj,,( A) 照町しだ。
雌累ス八゜ 7 卜 IJ)(トリー 1 ：よリ咋たあ‘ふぴ (d,2n) 反応て生欣｀した 95mた（TV喜 /.2 B), 
咽た（恥＝ 20 時/al)の生欣率を市めた。昭射終
了遷悛の生応卑を表 1 lこ示す．短寿命R只濃変で
せれ 1ず，紅言枝狸這濯 I可みら印す'. 9もた 1·Jトレ
ーサーこして十介f吏甲てきることがわかった。

ii),らTc. 04- oi②Asし04 八の共況

針cO4ーの芸冗斗史菜 Iコ，）図 1 に示でれるよう IC
TP!lC rJ)濃度 1 景影嗜で此l~ 。 しがし冗涙訪放置括
叩，冗殿生灰直f菱から 2疇 lこわ7 、‘って変化で 1̂00 

せても完兄収率 1可一定である。ま 7沈殿生叙時 き
の水素イオン：震度も 1 M 力‘シpH12 の 1回で茨沈牧 附p 
印影噌し'J‘し）。図 1 I_Z 示されか疇を完量的パ 臣 501
説B月するため）こ，（ 1) 式て表わ 2 れる旱衡を（記疋 出

すみ K 

凶Asao4+ 丁eO」⇔②As丁eO4 ナ U04- rt) 

こ'>て日匂っ4—| ＜<［丁PAC) て辺らリ, TPAC 1迂゜凶
1 、｀_J I) 克量的 l ミ冗殿する 2) から，
`AsTc04) p= 1< (如Asao叶
[Tc.04-Js..  (U04 —]s 

にあいて、匂（［屯As-TcO心／［た0り）を 一
房（［知s CJ. 0り／（ば041) K 対して 70ロットすれ 」I芍＇虚 1 の直綿 I ：ば＇），切片がう平衡定数 K か末9 ]]。
めう叩筈てある。 25°Clふ汀玖毛史を図 2) て 苓一

示す。 子
10ー c あ‘d ひ直 0° C 1~ あ｀し）ても l司様に勾両[ 1 の ー/.0

直部が件う止した。承衡庭殺 KI寸， 2, も (I 0ーC), 
ふ 3 (25℃)よよび 4.0 (40ーC) t粛めう訊湿
度が亨以勺‘る 1 ぐつれて． Tc. 04 I寸叩刈sU04 1~ 

茨冗し昂くば 3 。

表 1 生取率（．凶／（mq/c吋）／µA•hr)
Ed(MeV) q吋c* 95Te q5mた

/C/.7.51 3.9.019 

l ワ．'7. S 1 I. ~. O 14 
15. 6.  ¥?6.  13 

* 96mTc/))]衷変晶芦吟む

(2) 

[Hao4) =. 67M 

。
0.0¥ 

[ TPAC), M 
0.02 

/.O 

図 2

-2.0 -/.0 0 

朽（宮訊゜:)p)

匂（誓王） vs 』0~げ言爪）

1.0 

2) 大久保，肴木，弄岡日イビ，翌l_, 432 (I Cf揺），
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1C05 1 タカ｛卜和鯰によ汀遺鱈釘□ （口.2)

ぽ即喜）知ダ／裂＇魯雀該衣 0疇輝

［訪］ Q昨今峰多祈 IV 冬•.... \:'..,レ 1 釦矛 1レ埓／が 7 U / <••1 ・ッ 1・されて各1.心ーク／
知レーサ---1/によシ訃｀も，，，般的し(jり，疇 I歪債屠涙｛こ鴻夭(7J {舷i項｝泣札いも疇
幻知扱う膚ふ ·I/輝豆如輝被1（ぺ戸麟鱈笥1lヽら n灯』履奄知忽“"
ィIヽィ緊知順凶＾ 1 心汲：で噂伍 lこ灯し L 戻月 1じ尋 L v‘ ｝イシ：：1 i ̀ 疹
謬炉彪祀浚n 如痰：／項し！切）程度肴効1/‘し，鱈 □（さ傑洛，ざう l ：険計しfこ n し縦厖秘。
0応千げ褥紅泊い人が露り鱈蒻感と約あ（罰国に関レ1. I氏伶·笞 I こ 5 如こ v‘。)
＼麒〉わバト遺し 1謹紅，汎茶｛和ii鳩籾約謬，釘嘱虔パ這I河す；戸蒻枷
匈彦成呼A 采呑物債 lこよ》影·臀（恥して嘔緩肴薇脅翡：＇しレて多・々！ / ！崚が｛ヽしトンによ
遺的，げ',iv,)各疹 lこよる訂豫バI{翡集
疇（ii窟しほ l1、［厄騎レし，直蒋イチクイトt[屯｝ ：只麟巖臼翫
縣締じ旅吋レ［：；備も1 」でぃ蒻：fし豹恥令·々 n 祖i合あ必によ〉目収桑t求冽f囁）＇各呼間毎·9-
祐巖皮パ璃1 釈碍臼バ1 臼{ /-パ以豹鱈疇t，検討’し和（前）＇ー9(、,./. lレジク；彦的に
よ紅必杓 ~Iオ庸集に関レ計忽討し［こ湖(i属町」しレ 1 l攻用的ば祇練術飲よりもバレ嗜乃
が'g、1豹f f:’fI浪ぃ鱈和§んf:.。{ ::. 1.、 P磯影畔麟ofll：し｛、い，’／贔岨旅炉臼
l痰途］ 01 シカイげ翫紅修釘鱈心紅ぷ麟疇504~釦且疇レ Tわ9叫厄袖
より，イ 1レ1/り枇しし祗見駿化す｝シしにより飼千配釘殷t訊5 心＇（ぃりそレ構馴虹
昨嘔傘胸i 1 ン1取り込弓 4 か□1}りあ
0 和紅もじりI) Iイ！裏阻しし 1111(!)廓遣2 □ Iじに，｀ハ倍り0終＇ハ倉創り1/•椅集司
い］榮劇輝応疇n 鱈い］か→繹珀喝外ふ辱釦鯰食く，認知恥1
填締記月謬麟1＂、よJ吋疇炉選釦叩姦屑紡閲屑渭l：対レ1.路妃tれ
磁鰭釦鱈合計1危鼻賛約：か叩し 1l、も匁峨にむ｛叶｝ o し廃象哨り肴初利
恥知}ifjしが所ふ
［足険l 鱈詞疇（応（iれ眉丘疇貪1 じ／ガーオ1-トtかに。
直魏印麟羅・・欽羞皮陶蒻1/釦·、J〉囀鱈駿 I虚和犀採用し脅濃叫
t巧 1 に名すように租含店必1 ／伶—/J.ハ回柊象t束?/J f:。
(ii泣／辱平イ多 1 {卜につ謬斎棉レ！！図•••閲ケ‘ハ和叶間統化し 1 配輝這度t禰＼右
欧砂叩輯·.·..如叩釦慕麟疇ハ誓りり 11レ1/ 1 バ知紅疇仰i認
“いが［汀嘉馴！：的奴，砕叫用し‘11 lレガ・1 虹欄釦し，恥専t求めに
［輝 1 0 、1 少、1 {卜訊ハ紅逃げ諷□麟 k1 V‘ 〉他口 l1同様ハ知采も屑［こ外
t瞑Hl1苓心 ‘)TJ没綸’ ＇臼戎乙レ仁。ここ 1 、移虎~レfこい点!J，麟t1l PROOに伐べ 11洲
鍋完浚疇I/1.. V‘ げ痢育祀剖直介り忍裕しL.，含恥 P船CI爪ように，屹t) fl／如魯も入ん痔豆
者がよ＇］奇 v‘ 印燻1J•得り」レ［ここしし‘、1うお喜グ1 1·1、ら，？臨ll這用す｝し’呈圧這麟
と 3(} ゲ稔戌ハ砧，りし蘇化」！‘ヽ汲q/叫似桑'g、喝うん〉こしがわガ‘，，，「： a

i—i f: ;tJし｀ィばぢう＇）＇ずがぬ：．が 1•• 印‘べ）弓負ガ‘ぎよ［） /) 
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窪餓i,f,這繁（調）屈か以降 1像覆碍輝t知江釘f；ガ‘1 仁。つ'J /)ゲ 1/ 、I-し；．，
1V修知移隊停） ］1.，fjら恥鰭ハ＇口飽1l•' ばレ‘・レかも日秦環視 I こわ V‘ （冴ーい、上（＼移行：
でらさ加》こ\'... l;J f'笏し v脅も考ん〉し所直し同序1 1- 11 Iー！ゎ｛噂呼 1 こ象乞f：・し言ん).
窪鰊ii):(i扉閏レtiも記賛？乃ふ
0今俊Il斧成にj ;}涙隊〇及I捕界冽拡充厄qレに象関レ Lv‘ ＼乎也忍同入。

PROCEDURE-1 

Fe吋 soln. (1.0 g/ 100 ml) (59Fe) I NaOH(pH 11) 
Heating (80 Cー) 

I 
Aeration (500 ml/min. x 60 min.) 

I 
Centrifugation (1500 rpm x 20 min.) 

rJ__.-1 
sup.l ppt:l 

I 
ciunting Leacling (0.1 N H2S04) 
(activity 1) J 

Centrifugation (40 min.) 

1 
sup.2 

I 
Counting 
(Activity 2) 

PROCEDURE-II 

2
 

. t
 

l
p
 
p
 

Fe2+, Fe'+ soln. (1.0 g/100 ml) (59Fe) 

I 
Mixing at 80 Cー 

I. NaOH (pH 11) 
Aeration (500 ml/min. x T min.) 

I Centrifugation (1500 rpm x 20 min.) 

sup.l ppt.l 

I I 
Counting Leaching (0.1 N 恥 so.)
(Activity 1) 1 

Centrifugation (40 min.) 

I’l 
sup.2 ppt.2 

I 
Counting 
(Activity 2) 

99.6 
30 ■, ,11 98.l • 99.0· ` • 100 

; 
邑 2.0 亀ー、 嵐97.o＿ヽ● 98.4 、● 99.2 • 99.5 

I 出 10
ｰ ｷ • • Jタ- - -- - - - - - - - 6 

ヽー 、、

坦
.~、＼ミ＼、

Q
J
日T
i

゜
90.8 

゜ 0.5 1.0 1.5 2.0 

mole rl¥tio, Fe (ill) /Fe (II) 

Fig.l The dependence on the time of aeration in 

vaゥmg mole ratio of Fe (ID) /Fe (II). 

[Fe(II)]= [Fe(ID)]= 1.0 g/100 ml. 

mixing at 80 Cー, pH=ll 

(N比） 2Fe(S04)2---NH4Fe(S04)2

Table 1 Dissolution of ferrite by 0.1 N 

H心04 solution. 

Stirring time 10 20 30 40 so 60 
(niin.) 

Dissolution 
o.o 0.0 0.0 o.o 0.5 0.5 

（忽）
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1C06 釦知オン交槌体にJ h フッ素()化営分鎚法

（電魯公社痰雌究所） 0視野乱二，工藤、J}j I 小林健二
来沢洋樹

l 絡言
也(,1\,、c/.. )1→ '00{ t、1l)、E 1J`5 ねる二双糾知謹 rーよ＇）腺素を高感度 1こ杞量すみに1]

印d)イ［奔分麒ヵ、不可更もあかまた，呼 l1 ギ戚制jJi'//0 分 L 短<_ I 迂速ねイt営分囃が＇応零
□3 乃。本祠知 I1, l'l,F t I-しーサに用 ll I 種々 n無祷イオ〉交援体によるフッ素0分離
について投討し，最菊．分離朱件•を見い出 L t。
2.愛緑

(I) '8F トレー 1 : 18h 1;t LlュLO3 エ吋で原研原手如／ ～豆渭l熙射して得た。
＠照概jオン交梗体；f，町オシ交換体,;r金昂後化蜘紡末であリ，市板特級訊薬9 稚．

榎 LN位Stt,03 ·3比0 よ＇）諦l裂し-r:, 5.110.2.t便用しt-.

⑨ガヲム：図-I に使用したガヲムを示す。応 Iヵ•
ンホー lしd)か 1 1:.ね）エ今レンに石英ウー lレと慰栴
けジ交硬作t杞項し I~爪屯灯）プ゜O U レン嘱の嗣込ゆ＼゜ット

（和）元四這）
剰込じ心I- （丹曼 10 戚）に詩めt,. 1Jラム 11使用
”1Tu Iこ，潅出ぅ唇む l恥緩性度 0 貌で処理し花．
④操作：隠射 L t:伍U)辻薇も落解し，これに坦

体しして NaF 溶液も加え 1 1灯喀ヵ練匠虔の逹液 石英ウー 1 レ
にも乱褒した。 こが習液を1Jラムに通して，
7 ッ烹を吸肴ざt乃．流患1 2d／瓜し LL/ 1,1t呑に
記じ‘了ス U L -9 で蜘し e.
⑤枚射能測兒：放射能 1-;l-nヲムか 5 it°り I 今レ〉
心口反ぎ取｀）／二人を逍1を叫狐料じ｀ンに入れて／ 団ー 1 カラム

和）I4Lシ

愚危イオン
交換体

ヒ’切ホー1レ

18Fi. Er= oぶI MeV Iこぶリ連l庄 L f-。
3 結果
表-|1:;笹々 0 蕪梼イオ〉交梗祖：：：よるフ、7

煮の吸着幸も示す。表よ＇），ガラムへI})フ、ツ
東の吸看李は躙翌したふ0ュ1J\•毛 7 ℃モあI.. I 

岐下沌牡マ lしミナ(fJ IJマト 1丹），市販5nOz
”履であ，た。で二も訓隠しセ Sm(）ュを用 LI I 
｀種頷J麟虔，泌叫輝直頃重ボ｀よ
叩ヽン素祖佐量につ L) て梗討した．

表ー 1 控0澤、栂材浚梗体
ヒよるスy素~(/)吸者

図-21こ藪［）稚祖ボ•よび酸柾危しフッ景の吸
着率との関條を示す。園2 よ｀） HN03酸I性 o 喝
合広 L) 範囲で／co% If)吸着李ボ得 5 れた， ※`) NにS"03·3出0 より割月裂~

しかのこうじ、＜ ℃‘、)さよ L I こぼ‘く）しげんじ，よねざわりうさ，
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表2 に SinOュの粒径とフッ希、の吸巻率との関係を示す。表ょ 1) g3- 2.00 皿砧の SnJiを恥）
た瘍合に高ぃ吸着季を示 L' 辺0 1/lf.滋以‘..t:. c• 吸着率が低下している。そこで•濱速さ飼節す

る容易さより， 30- JSO 配止の 5110えを 1和）た。

釦 1こふ0津項量およ仏＂フ、ッ素、(f) 0及着率の関保を示ざ。充項量が2..i以上で•吸着率1)ゞ
JOO ;I.如示しに，

如拒柿量戸が販着しにフッ束量（吸番李ょリ篇出） d)、関係 I~ 7 いて校計 Lた。結果
ば酋4 (J)にうりであ乃．祖体菱が／吋））人下(J).瘍合に吸極率が／00 %を示すことり＼｀小力‘，戸
さ 5 に／庚存元表o 彩署 I 7 、y序‘(/)朕着， S訴□l D及着叶免着に）いてt校討 L 1:..これ
5 0 垢界毛報告すか

/00 L J 表ー2 紅径の影魯

らで

崎·

T| 
OHNOぅ
() Ha 
()H::.SO+ 

0 、4 叫 F

゜ ? 夕 3 I I 3 sｷ ク /3/ダ

(N) 酸住虔 (pH) 
,.o 

団ー 2 酸こ鍼性虔の影塔
化

I a5 
／のト i ^ しエ·

.... 霰 30 
ヽ

s ! ゜
：幻
替

゜ ゜
/ 之~ 3 ゲ ゜充填曼(i) ゜

/0 辺 JO 幻 g 
担体登（ ~F)

図ー 3 充項量の影店 図-4 担体量0炉墨
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1C07 徴量水叙碩集条」としてのパソクプロインス 1レホン酸樹詣

（群馬大•エ） 赤店英夫．） 11本博 0小倉和子

1. 緒言
濱者らは．夭愁水中の徴量親銅元索を中性子放射化分析により定堂するための手備濃縮

拒1 として chelatin,i 111en,t -loa.ded. resin &.閉発し、桂々の検討と行って 3 tこ 1) 。今
回はキレート剤として．銅（ I) の特異的比色訊薬てあるパソクプロインスルホン酸釦gび、
これび貪イオソ交換樹脂に保将させたバソクプロインスルホン酸樹脂 (BCS 樹脂）と調
製レ親銅元和捕集剤としての検討を行った。 この終果｀カラム；去乏用い． pH : 1 の条
件て試料Jlくを処理すれぱ水鉄のみが選択的に捕纂されることがわかったのて沐樹稲 1 ：：：よ
る手1絹濃稲左併用して．天然Jlく試料中の極椛漫JK録を 1ギ性子放身寸1 tl11沫斤9:: 」 I) 定量しt：：，
2. BCS樹脂の性質
OH 型に変換した陰イオン交挟樹脂t:.BCS を通量加え数時闇撹拌し、 BC.s樹脂£調

製した． ここて．袴イオン交揆樹脂には． BCS の吸着速度が最も大きいダウエックス I- X 
4 (IDO~200 メッ沿）幻用 L‘ fここ(l) Jうにして調製した BCS 樹脂/. Ogをカラムにつめ
pH &-調節した水銀（ I Jたは I ）．銅（ I iたは I) 、亜鉛（1[) ｀カドミウム(.l[）．ニッケル (I) 、
コバルト（I) ．鉄（皿）．各々 IO ppm 溶炎 Ioo cm.3 と自然流下速度てカラム (7inmf X 35mmH) 
に通した。流出没中の金属ィオン量と水銀についてはジチゾン法他の金属については原
履光分析法によリ求め吸羞曲線を作成した。 B cs 樹脂と水銀の反応について 203H初
トレーサーと用い樹脂量這化させたときの水鋲の吸着率左求めた結果より樹脂中て．．
の BC .Sと水銀との組成比左求めた。また． BCS樹脂に水銀 10 刈．（ユ03Hg£含む）庄保持
させて．一定斯間毎に樹脂の放射育紅測定し、樹脂からの水銀の揮孜の有無を検討した。
3. 中性子放射化分析
採水した疫鉛謡ll河川水試料に硝酸と加えpH: 1 とし直ちにろ過した。この 1 ~2 試

左 B C. S 樹脂カラムに流し．蒸溜水て洗浄した。処理したオ封脂左釈燥後、ポリエナレン容
幕に封入レ．照射試糾とした。水銀（ II) IO Pf} t含む溶液 IOc爪3 と BCS 樹脂カラムに流
し同様に処理してモニターとした．試料とモニターを原研JRR-3 気送管（中性子菜： 2 
X IO'3 n ｷ cず sec一＇）て.. 60 分閉照射し．約 15 日間冷却後 203Hgの 2 吋 keV (/)ビーク 2

用いて水銀の定量と行った．
4. 結果と考条
ダウエックス I-X4 の BCS に対する交挟容量を求めた綽果、約 4 X IO -4四l g—’reSInr) 

｛直に漸近した。この 1直はダウエックス /-X4(/)ク盆化物イオンに対する稔交換容量の1直と比
較すると小さく BCS は樹脂の交換座をうのつくしては I I ない。これはキレート剤がかさ
高く．J t：：：スルホン基左・2 つ有しているため立倅揮者によって定量的交換がおこリにくい

ものと考えられる．

カラム；紅用いた湯合の BC.s樹脂に対する親銅元素の吸着曲線乏 F;g. 1 に示す，この

おかいわひて‘、お•かわもとひろし..おく‘‘らかずこ
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図よリ．飼よ＇）もさらに低pH領域（ O.S< p H< I. O) て＂、水銀が BC ,S樹脂に吸着しているこ

とがわかる。 このことから．本樹脂と用いて還元剤 2加えずにpH: l の条件て試料と処理
すれば、水銀幻選択的に捕集てき． さらに中性子放射化分析法£用いて定量て＇きる可能性
がある。そこて＂本実験ては対象金底として水銀のみ£取'}..t.. I ff：：：゜
水銀叫雌にさきだち樹脂中ての BCS と水銀との組成比じ求めt：：：桔果i Fi~. 2 I ：：示す，
ー史の計紋率と与える部分と外挿して得られる屈曲点の 1直から．水銀(II)と B CS と I i
1 : I のモル比て・反応していることがわかる。
水銀げ性子放射化分析によ＇）定量する場合に．既身寸直後、＇町4g （刃＝ 65 k) のヒ'-ク
匂用いて定量することも可能てあるが、本法ては樹脂中に含iれる s2 Br や 24Na.などに

よリパックグラウンドが高められるため正確な定量が＇てきな‘\,'· そのため約 l5 日間冷却し．
短半滅期核種の戚衰を待って．ユ03H~ (Tyュ＝ 46 d.)の 27 q keT のピークと財いて定量と行っ

た。しかレ．このように放射化後定量するよてに長期間左要するゥ易合に．試料からの水鋲
の揮散が問題になる。そこて..203 H9-トレーサー乏用いて検討したところ、 B CS樹脂に捕集

させた水銀は揮散することなく樹脂中に安定に保たれていることとみ怪認した。
渡良瀬111原橋付追て＂採取した河川水試料について、本法左適用して得られた水鋲の定量

結果を Te1.h/e 1 に示す。ここて".pH! 1 
にするために試料に加えた重金属定量用の
硝酸中にも同程度の水銀が含よれること
がわかったのて その 1直乞さし引いた値を

表に示した． 5 回の平均1直て． 21 :t 3 ppt
という 1直が得られた。通帯の河川水中の水
銀含量は 0、 1 p rb 以下といわれているこ
とや 放射化分析の精度とも考慮すれば
満足すぺさ括果ということがてきる。

Table l. Analytical results 

Sample 
No. 

Sample taken 
cm3 

Hg found 
ppt 

1

2

3

4

5

 

1,000 
II 

1,500 

2,000 

24 士 7

18 士 6

23 士 6

18 士 6'

22 士 5

average 21 士 3

1) H. Akaiwa, H. Kawamoto, N. Nakata, Y. Ozeki: Chem. Lett. 1049 (1975) ほか
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1C08 目 1 \TPAC) ・入 AD-2''"'-~？放知卓積ぅ吸着

吸

恨t,o

年
。頃▲ー、―.―……,…----ー＿＿ーーも
0 5" IO. I夕 乙0 （時同）

胡いごぅ時由

: :。こ•り00] Na3c疇ho ::：し］N4sc屹枷
ロ 13,,C.s

゜

5
 

吸
松
｀
平
' 

海 7い中O'I 6°Co の "(TPll C.）・ XAD-Z‘’.,'\ 0) P及危

液量：
0 20'ｻ1.R. 

△ 50 叫Q
口f 00 叫

• i; oo 磁
街昨： 0.1}

5 10 _,,  

オ辰とう時聞

姿足コバ）レトぶより姿定．Jレテニウム吝吊いた峙樟、脂和の色 IJ:-乏れそれ明青色．紫色を
呈する。これをクロロ加レムで処理した峙の 7 D 且ホルム和0)吸収スヘ° 7 卜 lレば、コ/\`)レ
ト叫釦Z CJ 11,~に吸虹恥遺．がれ文献記訳叶厄fン蕎コバ）レト •TPAC錯砕
遁と一致邦。4)
コれら疇集li先に報告したチオジアン誠了｀／毛弓A TPAC共h下で•c,XAD-Z!¥ 

の ‘°Co の吸外哨會力と同ーであ l) 、 コバ）叶 1;t.水に難滋性の［（らH1;)4As1[ Co (Sc. N)以
E 訊‘して訓 I墳着して 111 {;Iものと秀えられら。ルテ::::.ウムに問しても同様彎f恥＇
錆 L 1.いるものと芳とられる。
店尼騎でぱ．’＇(TPAC)ｷ XA D-Z''0'J乍~/'.:ついて棺討 1 3 と共にチ尼了ゴ蒻ナトリウ

A も鋒疇jとして翫f項甜滋卸繹視碍分学襄力をレらべ‘．波射化学分府へ叫国の可
伶紅虹枝討した。
和た、 TPAC以的陰イオ以頃輯慕0) 1, I く万‘にフパ切穏ね加えた、
文献‘
1). K. I ma; / k. W心 ri, M. I 秤wa.: J. R叫o邸辺．ば紐．！丑／ ／な(/9 71).
乙）．今井／渡手lj, 1子・沢他：保 1建ね理且，ドI '7 (1 9?q).
3). 洟乳 今千 1f沢，鬼島・・ 1呆達初租丘， I 2-ダ (/980).
4). H. E. A什呼ルの1~, et a｣. : A叫． Ch恥．／星, I 68 CJ l /仔／）．

zo （時fir)
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巨大綱状‘履叩鱈 I：：：よも放射疇疇恥冗日殷）
‘‘TPA C 印叫闊＂の 1疇t利i手i
（涼匡紅‘) 0 洟利---夫 今庁靖手仔；［諄
＼公葉衛生院）鬼島情

息五 Fe1 年， 54瓜苫はオキジソ，ジチゾ｀ン，q・ニ1-ロ ‘I 炒t 7 ~ーJレ等
汀郷‘淫が‘共釘 b と MR型碍イオ遣鵡私直 A叫亙厄 XAD-2 、：：成羞
＂げ。この場合これら叶墳,J宿殿訊｀要と反応して水1項麟t生の化令物を生成‘して刷肋
諷嘉されてれ|. 7D  D 加レム／エ 1/ ール等の宿機器ふ·脱着で·ぎ令ことを．さ3
に報告した。 I) .2,

塩 Iこ．オ千シンやジチ・［ン<7J 4 うに分莉化学がか炉··しばレ1手｀屁）いられ碩襟冷渥
は金属邁け‘ノとの反応珀訂るものが大却分t占めて崎。これに対して．金属3
舘桧11 ンと反応してi碑物を生成する陰1 オ方難師が諏疇遺尻も．右くがら
行われいか叩叶討言稲会で•iオ．代表的な卜食イオ｀ぶ国庫‘知·あるテトラプエ亨
ア）レ‘/;::.ウム塩疇（以後 TPAC 追紅）も知紅せるヒ‘t)Co のチ尼汀覆旬陰
イオアが｀X肛） -2 I吐碍‘よく吸着され磯象にフいて象珪 l 「：：：： 3゚）
紅黎て・は． TPACをありがじ＇<YJ XA D-z に付加した吸偽伴 "(TPAC)•XAD-2“ を
麟｀し．賢0'106 尺u などのチオジアン祓錯陰イオン0吸惰学動を校討した。
ヱ阜
" (TPA C) • XAD-Z” ｛さ＿ XA D -Z. o. 1 J 1:. o. o 1 M T PA C渥染 /0咸む加え 1 埒

間ふ 'I 手むた後．i冬没柑を取り院ざ柑廿いも水洸して使用した。 TPA C 0 XA-D-2 "¥ 0 
付加瞑 lj囀彗法に l') しらI\`'た。
涼珈麟碕紅即、J:.臣＂(TPA C) • XA い‘'を乙M チオジアシ識戸 l) ウム
1~ ざ加えた訊‘料帝没 zo叫？とふり土也＇：一定時間経過後．水滋i屁拉油nもをi則定
して吸櫂遺知しらべた。沈：籾’生｝墳 I#. 69Co1 /06 だu をさヒして用いたが｀』サ表的な
応裂Iも蔚籾誘翡度知填宜：：フいてる枝打を加えた。
狂．⇔)'-オit渡心瓢扉t用いて汀綬オ行vIPMiオ茨構虚討訂わた。
盈
枠られた紡知句t辺 9っ言もす。
炉4. 「にお,tる 6()Co1 /06 尺u1 /37Cs の "(TPA C.）・ XAD-Z" へ 0 吸惰を図ー 1 I::L<:1? 

す。 ‘°Co, I()図 Iオ疇：：喰眉されか‘’”氏は全く吸雇され砂． 60 c 。1Jゞ｀チ•オジ了
｀卜＇）ウ疇叫記，：：’＇(TPA し） •X叩‘'12 吸ルされる例2対し、 /O/, -p:_1,1.が讀
的に吸和さ砂：：：ま加温葬疇叫 l B 以上放墨する必要があふ
チオ万羞T r') ウムt加匹鳴命：：ば、 6°C。 I I() i•元とら、 "(TPII C)咲ADも’’
謹知た「匂。
なお．海水中の‘°& 0) P及羞和についてバ召該で枝討しT2締果 lす図心にしめす
とおりで｀‘（TPA C)ｷ XA D-Z 11 0効果がしめされた。

わたI) が花店・ VI 手いきょこ•いざわまさみ・いわしまきよし
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1C09 iーキ I')/-)//デス）レオジ麟によ々／し・『ニク4 (IIL/w)種
ピl-ロ：：／）ンルテ：：：：ウム（皿）精 0 分離
”匝研） 0今ザク青ナ 表弁り一夫
し江稼文） 元五達二切

並
IV和ニウム It化学的拳記麟3 から、輝•分杵ざ行なうJ:.で． い瓦I扱いに問題が・

多い元暴 ol フである。チオウレア，オルトーフェナ、ノトロリンなどによる比色蹟法が｀
古くがら目いられて V‘ ふ
私逹1 1'.さき/1.. 8- ：芍／ 'I/ ール（オキ ::._,..,‘/)o言秀導ィわ /7 である 8ーキ／ 1) ／ール

—ず—ス）レホ汎篠による）レテニウt,.(J[,7V) の比色；栓討し）レチニウム(7) 8ーキ／ 1// —lレ
-5ーズ）レホン穀鋒体とニト D 切レルテニウム (&NO)0 8ー ~/I} I ーJレー5ーズ）レ本 4ヽ祇鋒
砕し lI． それをれ殿砂吸収パ 7 卜）レを有す b ことを報告した力＼、（）さら 1ここれ拉錯
伶ば淫性ア）Vミナヘq吸羞 I：：も差のあることが見 v1 出された。李戻頂定で 1す． 20‘t生笥を
さらに詳しくしらベア）レミナカラ A による Ru(]Il.]V)枝t応(.7J[.)NO種の分薗佳を桔討

L 「:::.工壁
）レデ:::::-ウム 0話料洛液として 11. 和山・ 3 出 0 おJび伶［私山 NO]0羞甑冬液
£印た。わた 106足でも同様の緊験t行かた。なお． 10戌口場合詞緊直後 1 キ．J:..
苓も0 化学稚直］一のものと落えられるが、 ここでは以後＇゜ "Ruークロ D ·'1 i, 6 私NO- 7 
D D t表わすことにする。両化学種 r も澤羞酸屯加え．場浴上で葬んじ｀蒸，発乾過さ-t r-:.
カのを、ゲ暑碍塩藪 1：：；ほかして用 vIT：：．
ア）レミナ（力 ⇒ ムクロて卜用， zoo た五）,i. f ~乙月塩蔽落液中で約 1 時間jJD熱

処理した仕．充分·に 71<洸、 8”mx ｵ ~ ｧ c”％乃刀ラムとして用いた。
”卵・｀訟手た 1よ応N0('~/00贋）虚 I}. l.:j要に加じて巧／一）レ

這元．これ1-:. ~o況H8- f I') !-)レータース）レ本ン蔽（ O． zM 釦羞ナトリウぷ苓
液） 4m｣ E 加え、；た屋t畜勺 zo 叫とし？Hr, f付近て'’1 時間加温（湯ふJ::_,
90～炉C ）後、液屠tタI)砿としカラ A を通す。嗜ば液奴へ°7 トルを渕定した誌泉
吸収は全くがれす：、応あふし1 ／手 R凶JO の 8ーキ／') I-)レーターズレオジ臨斜俸紅
び過剰喝知ァ1レ：：： t l2 吸知れて vl ることがわがら。酢誠（ 1 こり） 10 叫をカラ
ムに流し， 30~#0m£ の水で·洗った後〔済液：A ] （在 6 0 o. 0 '7 H 酢磁1暉
ナトリ加峰液） t 5叫統ぃて（済汲即 (o.z M 酢町ゑ奸リウム滞来） /0
~ zo叫を流ず。 A, B. 各々を定塔 (2f仇）とし．星留水を対照液として吸収ス
ベ 7 t 1レ現ぽ謬の様紅訊べf1 。
呵u.2 フレ1 て::/,.叩い疇i乍を行ない、各奇朽”泊；身1社を注惰こして．分離辺

拉しらべ1-! 。‘

皇心〕： A0 恥叫砂が｀がれないが、＇沫浪 Bl二じ）カラム叩誅色の
いわI きよこ・わた ljかす•お・ \;I しもりたっじらう
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図．吸収曲翡
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舒釦攣し、翫しのすように． 4/Z 竹仇付近に吸聾紅有するスヘ゜ 7 トルが｀翡ら
れた。これ 1屯同じ象件で発色させ．試底‘・ラ‘／クで測足した忍（皿）の合ーキ／ I)/ -Jv 
-5ース）レホ肇鋒知祖双へ0 7 /-Jレ．吸光度：：jiゞー裟してレ＼も。手た、稔(Jll ,W)E
エタ／ールで還元しなかフ「：：店令は［i苓浪： B ］による滋落紬象し｀や＞赤味を；恥疇色
叫釦戸ムに残‘＇）．これは研以上0)酢揺奸リウ這砂応·ぎら，このこi::.カ‘
ら認届釆 6] にょ膚離しf：：：銭表が初分I屯怠（1Il.）の 8 →· I l) /-Iンすース）ど＇Tこ飯
鉛和笏えられ b 。
ピトロジ Iレルテ：：：：炉〕； ［滞羨 A) によって帝幻れた番柑色〇釘如叫双＼゜

7 卜 Iレt目にしめす。恥吸収極大 1;J:双On叫 4寸迎にあ II. 試淫 7‘'ラン 1 で視淀した
知（皿）NO の 8- キ／ I) ／ールずース）し本、肴妥錯條玖へ°クトルとiわ｀一裟していも。
直浪 B] 1: ょ砥ぷk1まうすい出柔色ti恥＇： •乏のスヘ° 7 r l叫乞 0臼疇：：ゎf•h‘
、こ呟収紅f ~札、叙易の忍（皿刀鉛和ゞ湛在すJと推定される。
激射性）レデ弓心によ b"を結果o 一部E 以下にしめす。

叫u汀OD I命三口；：：
l夕丁

300 5I)0 (,,,m.) 

IOb * 
しー1PD

：：竺ーニ l ,: I :: I ;: 
。

ラこ①口及肴前か全放射餞を 100¾ とする。

④両化学種しも俊：危サ釦紅含む。

* ；見屯函i-::.J.る知理い打＂滑ふたtいま＞ 1鱈．

”nn温時間り0 分

このこしから· 尺叶(OIi
8巧／ !) ／ー）レー仁又）レ本編
しの反応＝おいて、一希~hヽ，．
此｛皿乃錯i手を訊｀すい可器
性があ 3 と舟えられら．
さらに．布オ羨試蚤との反応

前叫溶如処理．オ虹和影樽
もしらべ｀．分離知和：： 7 いて
検討t加えた。

文紅

1). 今ザ，浅利五森：只逸詞泣'3'7紅年会 (I978).
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1C10 5'7C。を用し l ての、ラジ｀＇オオざーラログラ 7 ィーI/) *更言1

（東北穴金研）妓木 進 三頭稔明爆11/ 1圭伸 0 山左元

放射性のトレーサ庄用し＼、アマルガ＇ム化さ此だ k.1，の放射能をtr 加ボテンラャルに対し

て 7。ロットして得た曲練をボーラログ＇ラ A L 餅釈す 5 ラグ＇オボ’ーラログラ 7 ィー (Ro.d i o­

pol叶0乎呼h7 "" R. P.)は、従来の電充を記録す 3 ボー 9 日グラフ 1 - (Cu ~rent p, I 叶09rophy

::: C、 P、) l:'..等価乙’＇ぁ 3 /:'..されてし I J。しかし、この等価i ,1'生はキャリヤを名も比較的噺濃度
の老疲にフいt虔く詞べ 5 札てしl J毛の(1,) \キャリヤフリー状態（竹に、数后日以下の手

叛期を再 5 、 /0 ―? ~ IO ー／3M 経度の極希薦堵痰 L L てしか得 5 礼ない板経）む＇OJ R. P.ガ｀‘てク
ロ邊度での c.P. K.同等てあ 3 かは明確に 1ま循抵さ札てし＼ちい。我クは、致？かのアクチ）

イドヘの R P.の利用を考えておリ、これに先立って、極弗樽濃度での R. P.が c.P. り兇全な
ィ這 L 危, 1月 3 /J‘直認す 3 事を本研汽の目的 L l だ。本吏，困便て'(ま｀ 57Co を IO-3N IO-9 M 

程度り濃度 L L 乙 R. P.を 1了しl ｀同象件むの高濃度試# (~,o-チ M) の c.P. り純果 L J,'J....下り
点にフ LI 乙比較した。 c。(JI[)アンミン舘体及び＇酢酸イオン濃度を変化さ七た Co(:a:)堵
瓶" (j)ギ笈電 1立邸 ②拡散竜兎（放射能）定数（エk= /....d ／研t'l6. C 、 Ad..＝邸／砒杓t広 6
恥 A炉 607 几呼 瓜 l i Ill i什； ng叫Ioacti vity) Ca' .tt放附能， e ：水錐捕集吋間） ③仇動11!-数人。

＂使 ＜装置＞ R， P、セ Iし 1か）＼゜イレッりスガ｀ラス姥で矯下水鉗．回収租しこば特級日揚化炭
乗を用し＼た。試料考疲（J ò I M NaQを合も寒天•ゲルも用し1 て塚播舒口屠線し、令ゼ仰力 11 メ
）し罷極も秀照覺極L l 乙用いた。ボ゜ーラ n グラ 7 ば、柳本 PA- 102 を用し 1 、に、 R o ボ°テン
ラャルtfガりにセこれを用いだ。 ＜該｀料芳液の言周製＞一了ンミン采ー著呑種を Co(NHり、3+
にそ 3 え｝だめに｀ Q凶兎瓶またば s'7ら；象夜 1こ、 ZM NH心 2S rll12.、 6、 25M アフ毛：：ア水
15 磁、 0, I 牙通本ウ酸ナトリウム 色加え l /00 •c 11<,疱む約 30 分問加熱し、全量 /0 咸 1こ謁
整 L た。ら(J!!.) d)；農足（な 4 X 10千 H ` 57らは約 3 t'%1成乙＂あう。 ー酢酸和 Nわ濃度が 0、 I M 
L な 3 ように直遵i秦酸ナトリウム L 徘酸ナトリウムを1)tJんて鵡憾した。充叛0) r恥ょpH :J.ー
ダによ，て；則だし、解離 L てしI J酢酸ィオンの濃度も膚払した。徘酸イオンの全笈度 1:r.、
0、 005 M 、 O,OS H 、 o、 25 M 、 o, !5 M 、 /,0 M む＇あ 3 。 く手 "1月〉 -C. P．一堂湛にt直兎粛

ーラ且グ'7 ム色記録し、作犀広によ，て乎笈電住、殷界電兎を；尺定した。 一 R. p．ー一覧11I.
t"の涌下）Kク艮の回J/ス呼間は全乙 15 ガであリ、回収 l た水銀試斜 Im9i盈化炭素を完をに裏I
た後、試、綬暦 1こ月取し重量在鬼'J足す 3 。アて）しガ＇ム化よれだ碗。ば、 Cu2t色 0,0+M 含む

3M 碩霞象夜 L 約 20 分 1辰とクし乞柑相よ）主抽広し、井ア墾 NaI ジンケレーラョソガウシ＇

夕t'r繰を計数す 3 。

墾 1 ンミン系、酢酸系につし）て得 5 れた c. P.及び＇ R. P. ~結果を図• I 及び図・えに示し

だ。得 5 れた R，炉ーラログ＇フムば、合ボ°テンジャルでの言1数1世に祈 3 経度のは'’5 ？ざが言忍
め 5 札、こ礼によう恨ーラ日グラムの不正確さが予想さ札 3 。仮’'lは、限界領戚におし）乙

は艘視'1 点の Iず 5 ？さのクち、上限 L l t L y 1尋う直緑L 下f屁 L L t L リ 1身 3 復繰の兄庄色
引ざ、 I,H i什i ng radIOacti vityの 1直 L し Z 巾を椅たもた。このため半笈庵位にも 5 ,w.,V 経度の

すず｀きすすむ・みフがし 5 としあさ・しおかわよしのぷ・ヤまなはじむ
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゜/40 
゜

図． 2,

し·’
① 1.o 1.2 1 4 1 6 18 

l 1 9 9 9 
② 10 1 2 1 ．ム 16 1.8 

1 9 1 9 9 
( 1:0 1:2 1.'4 1:5 1.'B 

-E (V)(S.C.E.) ④ 110192 1, 4 1, 6 1.8 
( 1901,2 1,4 196 198 

[NaOAc]: ① 0-005 ② o.05 ③o.25④05⑤ 1.O M 

Co(E) 酢酸澤液の篭流ぷ°ーうログウム (C, p.)

屈ひ｀ ラ＇I ，1~ ホ°ーラ日グ＇クム (R P.) 
巾を蒋たゼ 3 亭 L し仁。 アーノミン

采t" 1ば、 C。 (NHa)z+•CoCNH3)f-t• C。 (H j) IJ)牙 2 痰 L R．栄ーフログラム（ば、 E位にフし1 乙
li 10m 舵囲灼乙'’よく一致しだが、 Aいこ 7 L) t 1び、 C, P．の Ici.のゑ切4o/o l 11, さガ＇った。更 1こ
＆は C, p、の 0,5f l：：対して、 R. p、で 1な o,45 L ず軋があリ還元哭の立 5 .t. J方に差臭ガ｀誤め 5
礼た。 酔酸尿t'の Blこフし1 ての純原も図•3 I：：示しだ。酋侑酸ィオンの添加によ 3 fかりク
7 卜 l"J C、 R L R, P、t’'非弟 1こ度＜一致 l tしI J。 Al は、 C, p，の IrJ..の％ ~ ／00 ,/oを禾し乙おリ、
アンミン系に比 L 乙従く一致 l -z.し1 5 。また．人／こ？し1 ても虔＜一致 l Z.おリ，邸酸系む

ばすべ＇ての面か 5 k. P．ガ｀C.P. ")イ｛用とほ）得；；； t結諭むざ多。また酢酸尿 (OA,> 0.5 M)  

1：：ついて 1-J'、 5?Co り汲度色変化ざt、得 5 軋た 1 i MI什i"名 rad t oact,uty の知浅農 Iこ対す 3 変
化を闊べだ L こ 3 、原、点を通 3 直線関保が得 5 札、 邸 oe Co.の関係ば＇屈‘リ立フ事色禾し

た。

以上り更，緩よ）、極希薄濃度乙’'の R,P.,a: 
I 濯i廿lng mdioactivity 及び量元成の形状等に？
L1 t |ば一致 l なしl 点、七あ 5 か‘、 これ 5 の変徴I

1：：：栃ま）影響されないわ皮電 1立にフ LI 乙ば
c. p, L 良く一致し、ヽ、0)よクな柔件でのI(.P. 

が c. P. の 1燻 L 危リ骨 3 l..純綺乙＂ざた。また
、キャリヤフリー•アクケ）イド A 0) R, p, 0)逍
用も，乎笈電 1立り；『）だに関す 5 f艮 V I店問題
か在ぃ L 続言裔t'’ざた。

閲 l し•9 
二
> 1-4 

ミ

伍

1.3 

L--••マ・‘―-,~,-マ＿←「――T-9ー・ •~-.,''.'1―---•一••
0.001 001 0.1 1-0 

I OAc—I (Ml 

E1ェの固乍酸イオ―ヽ・浪度 ，1←呑ヽI王図 3
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1 C11 門辺パ寸ミ I) ポアフィ Iし勺一乏使［祠 L 巨天然水中の件灯量
214Pb ヒ之1413凶定量去叫軌発

（新潟文理） 0證本吉天侃麟3-.外称試

1 、近年天然水中炉咬魯壷の測定が、初本己ンチし一己·ョン芸て‘‘しばしば‘行なわれて
い知が、 zz咬n以下頑食諾核稜についての定量 I姦｀岳寿命核穐であ／）述速I積鐸I足を要する
たあか拾人ビ行なわれていない． しかしながらこれら核莉H国の枚討平癒恥間1系を語＼べるこ
と I苫．癒芦量元紫の物迅ヒ蓉的拳言誌知る巨めに有用であるのおならず、水文営地琢化蓉
的なl‘肯戟が得られた I) 、邊造放酎能への天然放射性該種：の舟与の割合~ヒカ‘、 4呆4要糊理的観
点からも穴愛興味ある車栢と思われる。我‘々の研究竪で 1さ従呆ょ I) 天然枚射1'm該蒋の放射
平衡我應と鉱岡や天然和：：：ついて諷べ‘る戸あ、徴隔d放射イ本の唆岱う去の検言寸や致朝平衡定

1)-4) 
試すたあ 1：：：近年重要視されつつあるび百跳原う/J)牟翻を研究報告 L てきマいる．cj.故垢体

(J)湯合、バ｀、ックグ｀うウ::;,.ド｀こ無視て＇’さるだめ、 0,o放即本に比してごく徴翁なものまて硼l走
て‘‘さ紅虚、た有して l ＼るが、核種同走のための小スペつ卜 lし翠I走の臣の 1こ 1ふ．び線療の作

屡：：幣に困藉が‘つき呑とって l) て広罷店吋磨かば‘'さ 5 乃‘叶 r-:.. z こて｀我々 l計薗4忌な d 放射
体の拝瀑ヒびスペ 7 卜）し混l}走線ぅ祇作製こ同時に行な之れば速渚脳認｀あると考え、眼着稲改）

強い叩0遠ミ I) ホ~7. 7,1 1し．；；；ーに付堪さ亡たものを屑雨さしへ天然水のろ過と行厄って注
たところ大婆良 1 ＼収幸て‘‘天然放芍l'!t核種の哺違7Jヽ可能で因）、哨裏7 ィ lし 9 ーとものまま
びスペウト Iしラ見l定用緑源として使I弔て‘さるこヒが｀わかっだので、 ZIOPb t..トし一すーとして
使用し、呼p。の d t:o ＿つあ‘よぃ‘‘そのラ威衰状態足穀察すろことにより、ユl4Pb ーユ14-Bしの平衡

悶保ピ知ることが‘で｀き尺の Z｀以下に報告 L 巨＼＼。

2. ミりホ。アフィ 1しター (o 、45 ぃn) 這径5 cm の円型 1 こ．t:n I) 出し、まつ‘‘3MMY\C.Qュに過
した悛、口砥：：：： lざさんざ余／かが容：夜芝除去する。つ I\ で‘ら N N o..oH溶液 lこ喝し．伺襟に過
剌分と口紙て｀除 I ＼巨ものに空気中に保存すると、黒裾邑の M叫つュがフイ）し勺ー表面 1こ屯武

する、こ礼と大型のろ過甲装蓬1こと／）つ 1 丁、 100~200バ／分の涅度ざ試料水\ Q_も吸弓 I ろ

過可る。ろ過終3 悛芯）ポアフィ）し勺ーとポ外繰梨ラニアて｀乾燥食頁空箱iこマら吐 l 、
Sし表面障壁型刃輝ぉ l報知器→疇叩環亘 l ＼てばかぺついしの銅淀こ行なった。天
然水ぼ和k) につりての予4届実験から叫p。のみの d ズペウト IL 刀＼親躾さ爪、かつそのう熙衰
状態から214Pb 0)吸着訊＇考えられ「：：：のて、吸着辛を求あるにあ 1：：：之IOPb トし一寸ー戸岬する

こと 1こしだ。 210Pb 卜し一甘→乍袈の巨加こ込ー D, EF のラ昆入しr.:::溶疲と塩酸素海にかえ、

Dow€x Ix~ (100~200 1'>1€s h) のカラム 1：：：ぅ主入したあヒ z N H (.Q溶＝柄でZJ0P6 に単離し巨。
2IOB｀しおよび之10p。7]ゞ存在しないことを啜着板便居＼0) GM訂数ぉょ嚢心（倍H醍器て＇確誤し

た食、ユLOい範吋訳数率之得る戸 I二、翁応注し一うョこ溶~Iニ一定量溶賠：：：tt、ア
ロ濃ll 内二 9 ーで言T考文し外挿法 I二よ／）求心巨。奥辮へ円戸＊への直和根 l＝こ採水崚
一定量o-. 21opb 卜し一廿ー奢年かD し、免分遣＃のあと疇ろ遥した。 21op6 邑身 l討酋p杖
知本店豆｀， 2IO 比巳→OBし止吋"Po 過甜で0) 210 PD d) 1:lo長を待っ戸あうぢ白閑放置悛再び｀同ーフィ
）し同一も配 I ろ過直ぽ‘と同一条件て‘.0 スヘ°つ卜 1し吾l)走し，訳一算 1 こJ:_ I) 吸着ZJOPb を表訊，

ほしもヒ てつ芝，さとう きょうこ） そヒ 1-;i‘やし だけし
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1C12 麟揺 •Artemis iae fo/i四飢ど｛昂持体とする RI の吸着

直疇） 0呵材正一竹下弁尼岐己哨疇夫

1 一船に改約｛和｛詞 l て必容改中の RI を吸倉浦費するt易合‘／目的の R itこ＼厄溶
雌召容出する万法が行われている。この方広（ま便利ではあるが',鳩合によって 1疇均陪
疇以外の RI が改着｛和疇出するなど｀の詞、がある 2 i寝危らば Arte mi si a e f of.,'屈
（コ）が非叡娩＇之易いことに注目 l て迫鱈試寮叩00 とせ RI が囀iぜきかま謡箭
間に応ヒ臼｀さるこヒから， RI 吸倉の通連tょ前処理i紅 L て応 I叩｀さると汚之び釦Ltこ
。昨年の放射化学＄嘩幻＇ Iぢ文業こ DicycIohekリ[-18-crown-6 を汀fJO Lt: t(f)が｀／ RI
の吸和和 L て｛翻の可能性があることを示した。
令は文祐，こ HDEH已丁IOA および丁opo tょど＇紅抄0立せた屯枷本を4械 LI こ
戌砂吸着（和 1司いて言秀導放財l'封耀・オ更分裂生阪初に属する団民，化。, 6sZn, 13Cs 
l在Ce, Sr 「よど｀，ゴオする吸肩埒性註周べf.::.。

2 
Arte” isiae foPi//..m （繹）の粋製 如要 I gにアセトン・ 2MHCR.の等容環合
祠ども0 叫が割合に加え宦温←｀一夜譴し／ i戸過ぷ忍 l甜汀 Ltこ
HDEHP, TIOA また 1 ま TOPO イオIJO ・文葉呵畷 HDEHP, 丁 IOA または丁OPO
走いLエン）またはキシレンにi歯 L 「こ厖政叫訊蒻澤 L tこ支黄どロータリエバ点レータ
に以／戯圧下ど加湿回紘 L i容tに茎笛院去 L に。再び凋咲豆0え同様tょ叩晶減圧留去
疇ィ只くリ返L に。
馴t<1}分布係教の測定i去 RI ま含む溶成 20 叫に上虻のt-l DEHP, 丁IOA廷
ぱ TOPOf7J/JO •丈業 0』名豆0之一定0輝砂）ませ＇て／ i容夜 /0 道の放紅註井戸
型シンテレーション計教装置て＇測定し函弗の方1：訳＇計幕 L 島‘Itの分わ伶数這た。
3 
HDEHP, TIOA および TOPO付加文葉の頷暫の校討赫屎
HDEHP, TIOA およびTOPO はどの試莞を，卜 ILエンまいまキシしンにも厄｀爪熔
町「蒻叙，こ梵葉を加文て疇疇贄｀どに従って／こい疇惹が叉柑叩ot｀！豆‘ど＇
うか誠べfこ。その終果 ,1刃H恥｀み—る力‘り）これらの試菜まうまくイすり瞑‘さているようどあ
った。これらの試蒋，ま丈産に対する添幻屋が少＼叱とに Iよ乾燥 Lt淵灼恥‘l古4杓OL tよい
笈芽に一見区別がつかfよいが／瓢莞叫国釦摩f IC ：窃に丈差の表面が｀i釦たよぅ揺
懇ピm），付fJO L て＼ l fよい支免どば全く腐tよる牲杖注示した。
振とう括伯和惰計
前紀の 3精粗雌式菜けon ・交莞由孔）て八ヅ和玄五振とう岳賠］を没えて見ヵ‘Itの分布
“知影塁嘉］べ r乙，そ叶ぽ，坂とう行閣n違いによって勿布係孜が要なるようtょ傾向
ど示 L たが｀／一応， l 的刷甑℃う L tことぎ[f)見炉fの分印什数ざそ爪そ淑頷べ印炉訪
傾向げ恥t：：：゜

ガわむらしよういち・t.::1 t L tこひろ L.< 5 fこざかつみ• LI ぼたと「：：：｀疋
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謬紅件の設定
蒻呵I) た試惹む）ず爪t譴鯰i紅｀臀用ざれている試夢ビ｀あJ /し負麟麟どの
鍔知市ま秩財されて LI るクこ刈りの枡計さrfl.「差件庄国）て宇療ょ行った。すfょわち I
HDEHP ぜJま 0』 ,I HJ紅浚お 9 よび硝巌丁IOA1 丁OPO z:｀｀は 2; 4 げ虚酸翫象孜
と L て 1私）て実験紅fftぷった。はお，坦｛和加え「ふ） Z`｀行った実厨胡這茨1こ宗す。
HDEHPパオDO謬のみが十の分窃紐

HN0.3 He~ 
······················Q_J/1........“一 ···9·· • ··Q誼．••ｷ •-ｷ -ｷ l f1_—· 
巧Fe 2.I X(O3 5)(roュ 4.2X{Oえ 2./ X: IO
6oco ~ q 3 2 

6s-Zn 5 へ 0 10 へ〇
I呼Ce 1.1x10:i.(、和10 [.8XIO2 3 

図Cs ~o~0 ^0 Ô 

名5Sr 6 6 s 5 

丁J OA叩D ・文芽のみかけの分桐徐数

左の表に示手よう r二，閲酸饂醜忠夜旦
l-- 57Fe がよく喉唇ざ叫フ＼）て‘ぼ千0分
吸肩ざ爪た。 60c。 1 6:Zn 1 8 竺Sr ば（王

と人ど‘殺看 □ 爪ず， ’”Cs 1ょ全＜吸恥
瓜ながフた。

四 Fe t‘心閏醗急吸が逗檄誼疲よ I) tら布
1泰数が恙ヵ‘った。ま仁，醜畠方が‘｛自譴孜
て｀‘切沢醍教が高濃顧叫易后よ 1} 拉呂
ll願向が‘みりれた。

....... ．．之f1...............、 4t1·`--·· ··三·~·-· 左の萎ぱ， 2Hおよび4H品醜滓応‘振に
咋e 8年/0ュ J J X /03 うしたとさの更ヵ‘I t nら即免魯夜｀ある。
6oco 名 2.0X/0 こ叩鱈”旦竺n,⑰‘は1)(2位倍され
65Zn 2.0 ><l03 2./x/03 6°Co の改肩，まわずかどわった。
l仔Ce へ 0 3 まt.:: 1 岳 Ce1 131Cs, 8.s--Sr （ま咲遼iざ爪
四cs -0 ô fょがった。

gsSr ^0 へ0 肴かこ 1 .t盆酸濃度ff)高い濱政の方が怠ぃ分布係数ま示 L た。

TOPO／オDO 、文菜のみヵ‘1ナの分胴糸教 恥表心 2H および4印厖鱈叙之｀振ヒ
うしたに主の更か Itのあ府対昂教て｀ある。

• ●●●ー......ZtL................. 4.1'1............... 
咋e. sぷXI0.2. 4,6X/03 
6ーCo 17 3 
6SZn 2.'i X /03 /,免＜／03

l吋Ce へ 0 |ｷ 5x(O 

131Cs へ〇へ0

和‘Sr ^ 0 へ〇

5芹 Fe1 6立n1まかは成釦れた。
堪惚忠危這くすると，分布f糸灯迄(tょ
るようは傾向が弁嬬 4M t&z箪窓液ぜI丈
2出誌翻璃ょげFe のク胴紅紅希干危
く，田 ce も吸急するようにはっf2.

頂加n梵厨ま／滓帷枇）出厄て存如れf派諜叫砲白ヒほぽi叩＇て｀亙） ／丈葉が＃細 7 ロ
マトグ‘デ7ィーの安后件と（て（寺（叩‘を紅叩際性があ 3 ことと示して＼＇る。
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1C13 放射麒菱モリプデン祓了｀ノ毛ニウム[qqM。]によるヒ素陳量

｀西大・羨） 丸ム芳 0月 0長園安子

（目的）
分析目的成分Aが放射性試棄『と反応し 1 AB｀なら化合物な生成し． しかもこ釘AB乃＼｀
ク量に杵在すら Bなり分誰てきらならば． AB*fJ放射能を剰定することによ.,7. Aば足董
が可能であら。
ヒ酸はむ） 7｀、デン蒻虚と及応してへ了日ポリ酸を生成すか、とはよく知られており、 ト

レーサー養：のヒ素の吸光光度式によら定是に利用されている。 2 の戻蕨においては五紬の
ヒ素も含んf臼落疲じ9M。て棉嶽したむ） 7'｀デン酸了ン毛ニウム左加えてヒ素・毛リ 7’'デ
ン酸もっぐ）、これもn-77) ー）レと酢鹸工和レの成合痣媒で抽公し．放射能該ll定し
てヒ素を走量する方法を検討した。
（実験）
IO[(NHふ叩l0702.4 n佼要量 癒液中(j)ヒ素をヘテ日和頃辻して抽血詮O)に

戊毎な 10°/。 (NH4)9M。ヮ02.礼）兼小量について検討した。試料としてはワ‘As て植甑した
五緬画のヒ素も～ 1 )J,g含む慾疲左麻ヽ． IO°/。 (NHふ M。7 釦恙疲も量釦いらいろし皮尤て
加え． n- 7· り）一 lレと面藷媛工和レ（ I: I)の兎合落媒によリ抽虫し、 7‘As0放射能を剰走
して抽虫されたヒ素頌怜左もとめた。匹． 1 に戻験結果な示す。
プラン 7 (f)検討 ヒ素・モリアデン縦も抽央／か鉗すら瘍合、同時に一喉Pfl放射性拭粂

も抽公さ札1ランク値となるが、 この植はてさら柑け少なくすることが望ましい。そこで
ヒ素・モリアデン酸左抽允した抽虫液和先浄し除去すらこと左試みた。ぅむ危としては、
I. 8 N HN03, 0.4N HN03, 0.4N HCし， 1 °/。 Sn しし 2 O'J0.4N HCし などを用
ぃ；む争は抽岱夜左同量の先液と振とうして (2回）行なった。実験純泉左 Table1 Iこ
示す。
検量線(j)A乍成 以上の戻験純果より火のような方法で検量線釦乍成しに．
1.8N HN03 7.2mし，ヒ素標準癒液 50~~00 此， 10•/。 (NH4)6 名M。70ュ4 嘉夜
0.3mし を分液[J—卜に入れ振とうする。 n-7｀｀ク）ールと詐蔽エテルの混合癒妹て2 国
拍似し、同量(f)|°/。 SnCしュU) 0.4N HCし て｀｀ 2 囮洸う。抽太液はメスフラスコに入札
不足分左たして正羅に 20んとした。屹の内． 3ml 1 ピペ、y卜てと＇）放射能臼剤定す
る。
上仕;(})他．"qM。の比放射能を増加ざ七t乙J易合の分析惑度について、まf:. P, 6-e, Si., 
Fe, Cu, Cr 等か沿在した瘍合1J)妨害についても検討した。
またこ(f)戻蔽に用いf,:_試茶ばぃずれも市i和の高純度(!)もの℃水ぱ燕智水なさらに厄英

繁の非喝とうば、祖総で蒸、留したものであら． 10 ゜／。（ NH4)9M。70叫恭液ほ．畠純度{J)
M。 03 左 TRI&A-n 型原子炉て中性ナ束 2 X IO 12't¥./cm2 • sec.で 5時間照射したもりl<
25°/。 NH4- 0H を加え℃易希J:..（～汀〇゜C) で羞りてヒかし．水で和叙して飼製しf:.。

まるやJよしあき・ながおかやすこ
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（饂）
以上』）庚験終果より、 10°/。 (NHぶqMoヮ如悉液は 0.3叫 lも要であリ、また康拙液
聞和 1 ゜／。島 Cし 2 (f)0.4-N HCし癒氣で2 目鬼fq瘍釦＼｀、よし治課で．ヘテ目加）酸
釦還元しない鳩合はかなり 7`1 うン 7値が高い、‘とがわかっ r::. 。
F ig .2からも明らかなように旅養練ほ良い直線性な示し．こり方法がトレーサー量のt.

表(J)定曼に適田でぎることがゎ仇にまf-;:こ{/)方法ほヒ素If)走壷(/)贔もー殷的な方法て
あら吸光光度或より惑度が高く、 しかも放射化／材佑去より迅速で＇．彙用も少なくてすむ。

100 
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ゞ
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゜0 0.5 1.o • Volume of ~ 10°/o(NH,)、Ho.,O玲
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Fig.1 Extraction of As with 
n-butanoL-ethyl ac.eto.te mixture. 
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We1shin9 soしution Blank activity （・ん）

1.8N HN03 13. 34 

0.4N HN03 13. 30 

0.4-N HC し 14. 44 

W。 SnCL2 • 0.4NHCし I. 4-1 

T~ble 1 BLo.nk radioreasent 
activity extracted in organic 
so しvent.

s.o 10.0 

• Amount of As （はg)

Fig. 2 Ca しi bration curve t。r determination 
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Specific. ac.t ivi ty 
o-o; 2.lxl03 （ゃ／Mo·mg)
四； 6.8)(103 
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1C14 皐り放射性ヨウ県汀形態刷／7)‘将痣刃改良

（筑波た浮・化学系） シゼ出長生 3関奪捉 叫嘉文子
療井勝子

出旦應□1施設ク＼ぅ遺境に放出され璃術性ヨウ県 It楳々が形危渇境中に庭し、身
圏｀水困｀陸圏＆循環 l ている。その放射能ゥ環境中 bヽウ也枷本へ社移行を忍ぇ｝際、 1こ｀
放身評豆ヨゥ素汀譴化l｀季的寵態 Iこよって棗る拳動乏示すことさ熙税す 3 こと（よて‘`、叫‘い。
従糸まで 1ブ雀立された放射牲ヨウ，車、{l)IJ)＼莉法 1 J fの1:£"-放豹能を測定するものであ，たが‘’
疇5輝朽ぅ去［：：）いて、つ研免はほとんヒ‘'行われ ·z いかい。先に当研克室では、 I升（呪）一

ら (c 山）炉扉停交換麟を利用す這和い碍廿生ヨウ素 3 形態和1 分析紅危庶
(T：：加、よ l) 辿哀 Pヽ）葡便fふ分析法とす 3 よ●、7 に改笈を加えた。まず、さぎ 0 Ii}-,麟 I：お‘
いて、大量今海水t分析する場合 1こば、四塩化炭素和ョウ羨0) JK祖へ 3 苓、広がtJ, Tiパ、キく
tふる炸知ぁっ詞、これを肩機淑茉と L て四嘩化炭素と卜 IレエンQ 1 : 1 混釦況表ど用
\/1ることドよリ改良することと検討した。また、、ヵ方シ広で｀囀1月するヨウ ,H'. カリウム mk
訊戸な‘単倅ヨウ素が麻歳溶妹彦衣屯諏製す 3 附、(::ヽゼ札それ、の童竜 (W1ノ叫）渭
町び渇力ゞあり、そ叶祭、痒裕等 1 ：：：よ） Z 誤差ゥ入うお屹い啜 0 ヽっ T:::.Pゞ，これ・訂袢府
ず 3 改良汰老方恢した。
戻験と綽泉
1 、力幻概要海火」しも槍浪漏汁 1ことり、硝顔汀He 4 また 1ょ 1 ド調整しf：のら、
ョウ化カリウム落来（ O立呵／以） 20切L を加と，禅倅ョウ，手、q肩磯芸諜落束 (1呵
1//)>ll) lO叫苫加えて 3分問篠りiぜ‘る。これドよリ、 Ij/-一 (ai、)—ら (orj,)間の同

位 1本交換反応這ャい 1こ交換乎衡 l：：い。府巖知放射能 (Aュ）を測走すれ 1ぶ試料オ
直府性ヨウ桑直扉（ Ax.) lゎ加：：より式めら収る。

A文＝ （唸 +I). 亨•A2. [叫 W2 ｀以冨： KII I2 キ山和
y 、-..ーー・麻磯‘相 lこあ‘IT 3 12.拉倅の

残‘紆率(%)
p H4 で｀疇q棟作を行えば~ Ax （ょ 1*ーのみに対応し，p H 1 ?‘｀行と（ぶ，戸―+『O3ー（こ

対応す 3 誌能ヵぐ求められる。 12!, l をトレーサーとして， I ll-― 1+。：畔応訊い

L ら＾し、「：：：。残仔率い攣 I~ 、上述の 3 分朋振リ 4 ぜ‘る前後0)困熾妬：： Jいて， h'光光度
計て‘`S-DO n.況／ミお 1] 3 吸光度む則足すうこと（こより衰めに。
2 ，譴として即塩炊茨素ートルエン（ 1: 1) も用いる才シ去の検討 ョウ素の落株とし
ては通靡；炒ヤ恥笈秦と用い~ p<、 1 L 以上っ海水い）l)沫fT する為合に 1ぷ？虚 lこ彦試するヨウ
屎ぅ量日吾視で＇ぎず｀、四喝濃東相＂ョウ，季、ぅ銭‘秒＞平ヵゞ約 50 笈て、／7J,祈麒度を低下マせる
こと侭わか？「：：：。それで卜 lレエ‘／と用いることを検訂 L たが｀、 トルエン巧ヤみ合は靡率い｀
約？0 %と嘉しく向上した。しかし、 トルエン lぷ上層になうため、操作l:..やや不便がある。

いけた｀｀ti bヽ勺ぉ・せざりぎ。I)\とうふみこ•そめいか）こ
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次に四福化炭屎）トルエン 3 混底芦媒芝底‘討 L tこ。卜 Iv エン.l)混合比ぶ入さい(J. t‘'舛r沖

は（P止 1 3 訳、1-- Jレエ ‘/0 ぅ昆合比l. 1 : I 以.J::.. I：：増すと、盾機租の一評 IキJ:.._層に行き、裟夜

訳3栢心 3 ので好ましくない。こ巧、結屎四福4 し虔素と卜,レ.:r...、/ 3 混辰比(J l : l bJ這

であることりヽ→ゎp\ ?「く。こq喝合、夕籾和pH 1 ぐ 7J,さクo I rH 斗 z‘'7＃．ざ災となる。
まに残存率這ij定は再現性がよいので‘，一度．剌走 l 7 あ‘げ 1 古→、伶祈ヅ阪剌姥する 1J.;蓉
iJ. tjい。
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1C15 光量子方欠射化生伐勿言封料中のカルシヴムの
不足当量同位体希叙分析
（東叱犬理） 0 湯沢正辛．舒本信男

1 ` 緒言
光登子放射化し 1:試｀料に不足当量同位／丹希釈ガの辰理な迅且用して全属の定量を行なえば，

比鞍猜痒およひ‘・化学分維の収牟補｀正は 1沈＇要なく， 7 ラックスの変倉仔目的元糸以外からの

副次的核反応による目的枝挽の生戒は定量の灼各とならず，放鉗能測定のみて｀ A確性の為

ぃ定を他が碍られるなど手’J点が幼い•礼：で本研究では，ガルシ、うムの一部と及たするそ

(TJキレート訊｀菜themy l trif l以 o>--oueto11 e. (TT A) およな堤第1 の了ダ‘'クト形成配位チであろty,'ー

日phos心，e (TBl’) またはtri叫y lrhos卜 hine 0kide(TO PD) を用いて1J Iしシウムの不足当を恋

釦鱈I.法の玲討を行な 7 た。さらにノ本法を光そ手放射紀した生物訊朽 l凜用した終采，

精復｀正雑さの声ぃ定景糸名果が碍られたので｀哀反告する。

2 雫忘楚検討
死a 卜しーサーを用いて，一定贅の力 1レうウ A が再現は良くズ｀足当·-I-柚広ざれる条件を検

討した。某旗絵ttt桑4乍は次の様に行なった。 *'/Calヽし一り一およな籟衛戒 co./M 酢殿一了ン
そユ了恭液または 0.1 凡t、 1う麒ー Na0咽環）を含むカルシウムオ9恣改l0ml ビ芥足ウ吃の TTA

ぉ‘よ1J,.凋詳’lTBrある咬卑＇]TOI’りな令む柑微相 10 1'>1 1 を揺とう壻内で振）ぅ昆ぞ暉，有機

樟の一定量ば叫）をと ')NaI(TI) 町堅シン介レーシヲンカウンダ一て’'測定した。

(1) TTA=-TBr-CCI4 による不足当景柚坐

ガルシ匂ムラ農丸 3)(10-a M, TT A ぅ記月 3·t. 1o~M むよな TBl芍叢危（3.7·~1. Lf ))(/0 廿4 兄 1 た場今

濯正 10 て＇廃笠的な不足当景釉此が行なえる。また，ャH 紅でJO衿から 5時間の振とうt''は

油出受に変如はみられなかった。力）しラウム祖什洛な亥ぇf：：：ときの．拉湛げを変応を期へ" t：令、名

果た国 1 に示す．この国から TTA/C£tの反応比を推定する'l'.'.. /. 7 8 'iなり，理諦的な反た比

2.0 と良く・一致した。 O.l/ "'tからい（いgまで力 I!.- シウム・登な変応さf fてg特の水恭来から不

足当景柚出を行なった純果，柚公景の再現性は 0.8 和ヅ•/{SD d唇れている：とか冴吋‘った。
{2) TTA-TOPO ーシり I1 I\キ寸ンによしゑ王足う音柑出、

この糸 1よ(i)の条に比べ＇全抽広定数が相対的に大きいため，突験的にば丁oro 2 x10ーサ1L`lJ::..

て",TTA 濱凡およな力）しシウムぅ笈危を (1) の子、の 1 /i o ↓：：しても不足当景抽出の再現＇性が紅持

tれる（国 2)。カルシウム

坦仔遵：な ().0? m合がら o. q呼

までもt. 5 t tて？つの視｀験

洛液からの 3I¥ 10-4-M T TA - ミ
•' 
之

午

3
 

｣
d
u
 唸）

·‘、 2
ミ

.2、 OX IO ーユM TOro -うJ] l1 1¥ fり

ンによる不足当望れ虹t訂；＂は，

再現廿迅1 J.52 •I• KSP であっ

た。また，同様の訊｀茶ぅ紅度

-3 
TTA .2、 97 X IO M 

I TBP 3.67'< 10-'M 
pH a.6 
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Ce /m.8 

回 1 不足当景社出の再双兒＇卜生
(TTA -TBP-.cc杵）

°““c o.6 0.3 -•ば(•)
j_'/- _ 6 i. (O) 

CaImを
回ユ 不足当音抽広の再克涅
C TTA-Topo-cyc.hな．）

。

ゆさ＇’わまさゆぎ・すずぎのぶお
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て"rH 7~1 およ布樟とう碕間 lふ分から夕明間の間で柚A遵は一定であ，tて。

(I)およ訳2) の紐果がら X れそ河1 の糸による不足当量柚出の最遜条件が雌らかばなフた。

(3) 前閥誌の検討

x ころでカルシウムの不足当量枯生＼において共存する危全晨，ギマグ｀名ジうムが々かど又なる

ため／実拭‘利今枡において ll これらのヤ方宅全属を前秒って除云する、も厚がある。この前ケ‘

紐には，ジュウ齢嘔.'lしての末尿が菜る簡単でかっ効畢的であることがわかった。

3. 実訊窄のJか祈

NSS SRM ISク／ 0叫叶 Leaves と N/3S SRH IS“0ysteレ Tiss心について分手h 1 f：：。

拭粁h湘操作 0叫叫 L心AveS の伶柘は以下の様に行なった．乾燥訊｀粁 0.5紅乾式｀灰化し

を手ライナゥクによる 30 Me V制勧輻肘録を約/0 時間灰に照卯することによ＇）拭｀やtの先翌チ—

放卯心を行なっ 1：：（窃な（ E,m ）勺1Ca ）．熊打訊‘打を堆麟：：カリを認呑館位二 ~l, 一方に非放財

怯1J Iしシウム 3 m9-を加える。両 7 ラクシフン共に，クエン珀存在下で1J Iしラウムをシュ＇う

繭塩として吹殷ざせ (21コ）／宏殷を，I肖酷と共に加憩 l ::--ュ，う膜を伶介f I Tて。信：られた店誼

品を水に怠解 l ，錢俄源（ O｀ 2 M 酢誼—―了＞乞二了戎汲）で /'H 幻に雄）舒 l 、. 3.b x /0 —3 M TTA -

/1、Lf-1( /a-'H TBP-C. CI豆各淑~10m1 でそれぞれ返続的に 2 曰ずつ不足当曼柚出な行な？た。カ

lしシウム担/.-t>Ms呼いIJえ1-;: 7 ラりションから得られた放身国と as C.l’m ，桟／弁を 9以砂 7

ヲグラぅンがら 4昇られた叙射朕t ax CJ>m とする'C I 訊手乎・中［）力 Iレラウム尼 M,( ＂＇クは，
Mx = Ms (Qx/a.s - l)-1 -•・し (]) 

で言t簿される。

0yster T叫e の分析において l:l,乾涅拭｀粁 l }を 0心叫 Leaves の渇今と同様に灰化，放肘

他i｀よひ“I司位／件希釈t行な？ f7..きt‘朽中の力 1レ5- i'Jム曾ガ‘ヵrないため前か紐．の隙冷唸"> I ヽに

‘)ウムを仰え I -/J Iレ~ •7 ムi: I 1~ 1) ウムと咲 l 、-:: ~ -z_ •1 誼材届 Y してラ先足をてt fて— このう虎殿を研

釦位に変えた仮 Et OH-Etュ C, (1:l) に1J Iレう I-7 ムを悉·倍在でJヽ＂）i'7 4.からか紐（た。上痰

み激t1Ju 邸乾固し，こI(\_.t水に吸併し，紋衝液 (0、 /M .t·,-7 醗—}Ja OH度液）で団 3.5 に訊笥

した。t.,J X Io -If-M TT A -2.'I-X JO• M To/'O ーシグ，1. I\キサンぅ丞．敬／o t'1 I で不足当塁抽出衣行ない，

の式‘からカルラりムを定量 l た。

屈租果 °卜ehav4 Leave立。ystei-麟e 表 1、生物店稽．準抗‘粁中のカルシ白ムのJ材析糸翡果

の分枡紅茶衣表 1 に示す．西絆果tも速 NBS I S'り I 0凶ha卜A L位Vむ

続不足当吃抽出（／s t, 2叫似t11.) 土‘J:が試｀ ~2 ____ No. 3 _ Me Q• vQlc<e. 

村恭液間 C No.l~,-J,. 3) で再現怯の良い定 kt叫． 2、 06 •/,ユ． o やI. 2,0 1•I. 2.o t士 0.03•I.
C KS D I.i;-•/·) 

量結果が得られた。また 1 !)疇叫 L紐心s 2叫的． 2 ． lo ュ、 05 2./)S NB S c.V. 

に対する定も値は， NBS保証係乙良く一

玖 l 1 いる 4 ：：れらの紐果から，光を手

放射4ヒ・芥足当を同4公伶年釈呟が生牧拭｀

表1 中の力｝レ多、7 ムの定吃↓て盾釘1 に利）f]で

きる：：とが示された。

I.JBS 1>'1{, I)yste,. t'ss心

l No 、 I No 亀 2 -
lst叫，げ｀四 •I. 0.l50-(. 

以叫．i 0、 /->I J,/So 
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1 C 1 6 RedoxSubst oic.h iOmet~グを用し‘る徴曼ァン＋モンの定量去の比較研究
(I) Substo ich i ometHc.』soわpe DLIU.tion A叫ys,s

直） ＄幽四 s/).1/>e茂§はi(/a. lenc疇ef:hodof Jsot9界位砂o心ふ炉iS
直）脳iOJJt山iC Ana炉iS

（静大理） 神屎霊尚 〇吉周潤江
［緒苓］：当研虎空においてぼ酸化還尤不足当量法（尺edox ふbst.)及G‘ だedo)< 3歩

1) 2) 

幻ds伊的知illCl/eヵce法 (Redox SSE.) を見、い同位体命級分析法 (IDA) と
検討してきた。尺edox 1DA ぅ広も金属中が誤量ァンチモンバ芝量に逸用したとこう詔紅結
果を得 3 こヒぶ尤｀戸疇池的 I°tネ足□法疇和這恥闊麟虹(5叫—
M)  と報告している。今回は（1) 尺如x Subst-IDA, (Il) だ'edox SSE-I[)AJ（皿）尺edoxSゆ必KA
の各方法による微量ァ：：チ毛汀浚量と言岳．これらパ己量法叩比訣検討を行った．特に
ァ：：今モ＞ （羅fJ) (f)叡農元疇直害可ゑコ秦 (3 イiffi) ~共存させた試｀料についても
賦牙たと二 3 (I)ノ(J[)れす法ば (I)のオ志ふリも民4拉結果欲得られふ二とぶわか）た．

［実験］ : 唸b トレーサー（溢4ヒ履R-ocesseo{ Und) の色のを co刀C爪（中で還扁考考
還えした後幻 H⑫溶液」：： Lz l司いた。ネ足当量酸しの氏生成ずが Sb(V) と未反庶if)5b(JIL) 
ヒの今雄」：： I 広 I NHc.e.からの己所A 我法分饂痣毛用いた．計数Lまシ：：o/ L ーミョ＞カウ上タ

ベ心（初，ヰ戸型）い用いて行っ瓦次に史綬操作t1)代表倒€丙 1 に示可ぶ，（l）/(1II.井、）
(To. ble1 参照）では 1,l seNes のヴ z••) (Il.）（皿へ）で｀は 2nd. Sehes ＆設位 Sbの定量€行った。

亨· • 1 年／yむc心＿＿ 戸たoce必ん辰
[ ~ J [ ~;e_s ] 

B 且且且且 9 印
疋•••ヽ:X+';f.,.ヽ・｀｀文·r¥3‘```` ``[X如泊］

SbCJJI.)I/.万I勿€砂 6心瞑［品］――- --—°~a砂必
• '芍·以m(A](t s虹）239日ん吠盆ヽが成［ズ］）．‘•Q/勿（ゎ
• Ha  

疇心ce...,鑓勿ど（）司容検｝司酸壌度）

• 3.6 x /()-4バ邸辺7 ------------0. I勿どす‘'フ
• O、{)5MerffA （ふ虚必3)------ -← ---3勿乙す＇つ
心ん砂平

:§• ·＿ー―-三［岱こ°ざ：：＾］時］
ぶ(IIl.） をb(V)伽］ ［島ャrぇ（文＋応2ふい時］

奴

汝

白
ェ

3
 

i
ェ

白
日
・
―っ

ヘ

a

ズ

a

奴
/^ 

度

叩）（tS直）み3.”/,m{.-·(}企臨ぷ
• Ha  
叩H鴎ヽ、応糾（疇積，周配該）
↓認 x/o-Y /<,年07--- 0.伍肴＇？
• 10$H印HA（ん凶忽i)―→ -3勿どず‘っ

4ん、。ク

三
0卜g. Ag.-------―一心以［心］
豆（J1i)麟（V)［叫

衿·1 砂｀、丁able 2 で示す符号の説吼
兌： 分析法の検討仁用い謬心 嘉 添加し~ Sb(III)の担硲量（し＝／～t,ねコ冠和）
A: ぶ：：ラベ｀iしした放射令とり全丸ク： 匁知ぬ知恥且玖から不足差i詈今離した澄
但） ax... g入， amm/ at;) a役： 父，知仇研人以奴から今鎚L た侃量りぽ疵召紅

かんは＇’らと丑（入 1) •こしあ＇幻｀＇，久 3 た
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［純菜及疇寮］： (I)/ （ II), （皿）の各方法によリ束‘ぬた徴量アと今丑ンの定そ結果をfv.bl e.
1 に示式。 To.6le i 

CI) S u.. bs 七ー 1DA (II.) SS E. -IDA （皿） Su.. bs t -RA  一[1 ] ［口J ［八］ 〔二］ ［ホ］ ［へ］

綾 [ 一」廷 { 上羞竿 ~=-坐と [ ー△＿＝ニ A ぬ 役A 卑

文土＋文；呂し＝年仇双 Xャや帆 文サ佑． 咋し 記＋サし ワ { で＝茨 万＝

式
△泣ー＝隼吼 長A 阜 A aね ｛ュニ

戸＝灰 て：＝茨― 孔加

血=_!_•お1
aYし文 今aか·Ye文-,,_• YI ~ +1 知A・翫点—又 年a Y，=-;!;-文 .知+ 1 牟=..L .Yしa.n X 塁a℃=...L江 t‘ 

多
生 3: ｀砂：古t 虐□ 告:tzL'" 慨ニ 歴没ロ点 釦し 2

法
I 

むむ .....L 疋Yふ Y;;. rし rJ. ゜

^ 
叉ニー；；一ふ え＝亥 Y；； Yし

ぇ＝8 ゎ ar, 百ー 1

坦 相対誤差（％） 分ボ'T （こ用いた Sb量di.~ 8 Ji9 (As(lii)否合），J．女¢ノj (As（凪）含有）

体 A紬 公＝/.s ぐ、ク I<=／ぷ $,0 

旦里 ／會 3 ｢$ 
没＝ 3 I. ? 度＝よ /. 3 

舌 2．タ 戌＝ 2．§ /. 3 /、 3 浸＝ 2.S aｫ 

史 含 衣＝ 3 ク4? 亥＝ 3 a (( 

化 石＝ 3．タ ク． o 丘＝ 3.S ｰ̀o 

作liiD

/ 
裕＝ょ ldl.6 足＝ 3 /I.C> 

汰 ~= 9 2.8 妥＝ 3 I、 6
‘ーノ 含 J ~~.7 ／＆、ネ

名＝ 4 -0.3 ~=4 - I、よ

肴
妥＝ 5 /•; 没＝ 5 - I、 6

、 灸＝ 6 よ’.o 辺＝ 6 - I、 a / 

だ伽・出 文＝厄 ( 年＿1) た ar•82-ar，ふ 文ー 紐•お aYt•Yし a む汎，
文＝ 文＝ a~ - ax-a た a::ttrし aY9 -ar込 aぇ- aYし a之

姜 相対訣差（が） ［糠竿僑差（Jl3) J 用い Esb量 dl,38ダ (As(111) る含） .,)必メ3(A:(111）含有）

渚 化価） 浴＝/.s 忽？ l a// ] g=I、ぐ s. 7 ［仄必］

3 々 -.2.8 ／ふ 5
洛＝2 ね [ o,os ] ~=.l 2.0 該呟1

舌‘ 没＝25 J．タ l a｢S l ょ｀。 ~"';,.s I. J［砂{(]
今• ［ゅヽ l [ o.ょo\ [ 0.．ぬ］ 哀 ""3 ネ6 [ a成］ [ {)。t?~1 亥＝ 3 /̀2 la政l

立＝3．t 0.? ［ク．oぐ］ 没主3．タ 仄¢ t久93]

A点Iii)

// 
/3タ~

灸＝2 Jl.之 [ O¢ク］ 公＝之 /;1.0 [0.061 
よる 3、3 ~=3 、ン [ 0.07 ] //9.o 灸＝ 3 ぐ．合 LM6l

令 ［ふ．ぷ8'] [,;;i、総］ 妥＝40.3 ( ん・クク ] ［ん／d l J..:4 0.3 [“'6] 
有 ~=!; -2.2 [ o.~ ] 良ゴ｀ ーノ、、 L国OOSl 

及＝ 6 -I、 8 ［ク．成 1 応 6 -/ぷ｀

厄ble 1 について各釦去の砕徴を氏紋検討した誌果、次のように哀寮 L た。
(1)_ (I), (J[), (.iiI)ぅ去し＇す·れの和去についてもク•、ラフによるク長法のオカ＼＇相対誤差吠小エカ＼っT-=-。

(2). As(Il!)を添加 l 「d ぃ渇合にはじヽヤ渇法色除いて＼な祖対鼓差 3%).、人休）で定量でき，中でも

[I1.)) (I11)砧法は標咀偏差も小さく良糾刀緒菜€渇た。

(3) As(IlI)と合這合）用いた 5b量()、 0び喀(di．ダ埒）に対し＄傍量如 A(lii.) o.｀翌犀g (2ヽ砂
色共符乏也うし (I)1 及ら＇（皿ーホ）の方法で·ば定量困難である吠(1[)砂（皿へ） （ぅ也田
らげ応 SSE-L/)A 法を紐み合せた紅法）訊パ稔＝4 J;、人l:..の条件Z:·戻験と行う
訊叫•9 :t2.沙以、下の誤羨-Z•虎量 z•ヽっぅ：：：し力＼｀叩いた。

文献： 1）、J．ぬ必屁心乙仮e勿．パ竺，叩（／？？8). ぇ）．“丘I.s必）よ迄硲？／均（／層）．
3). J.．穴a必四.t.. Cな鴫旦／ク7 (/fげ）．
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1C17 種u(1)不足当量法によるリンtf)定量

（電懃准茨咸研究所） 0重広悛男工藤茨l

1。はじめに 不足当量介饉をともがう介莉法山これiで，丁史的ば経緯砂，不足
当量周血誌炊法ぉJび不足当量杖射it介莉法にわけられて＼うにやれに汀レ）著者らは
載珀平足コ重履直鱈fこって，痙）］の不足謹麟紅村息している。
斤足苔童却，本未，試和‘;jじ嘗量御tにしf、ーがって/チ(/)ほとんび目的元素との反

応‘に使わい奴と~,目的元素に対して反応当量より少ない一尺量と如文 1 目的た素の一剖
ど一定量（不足—皮量）介饉する方法である。こfJ)とさ，反応‘｝［ヵ‘泣月崚＼で＇）使用する拭‘
素濃度1Jミ｀正確に沢め呪区）ならば，目的元素の既知重と分湖するこしが可能である，印こ，
試票溶液の一尺量を介取し，棧教雌租手に加えれば，それぞ｀れから奇しい不足一足量匂か
絣することがで‘jる。
し「くがって，不足当量和波帥噂舷腿と結び｀つくと吾しく 1曼れ「消教を先囁鱈，

すりわり，直特，比杖射舵と求n ることで‘，あるいは，比放射能の変化量jJ＼ら目翫和＜
史量でさる。 この場合／不尺白量汀点において，①既知量とか絣し，和の放射『遠測足
＂ぃ訊揺能と紅）ることがで彗（直持法， rこ r：：｀し，目的元素紐躙記駅虞｀字
），② 沢量の試保と用い，比杖身請砂）等しい試料l堪謁心訊，比杖射龍と訳 r浪
籾叫釘耕から不足一定重綺饉し，fれぞれの双射寵這度すれは，，拠祖もの変化量とJ
比放射茫砂如t量は引応‘づけること武で'3 る（比較標準試料と用いる方法）。
比杖射舵と変化さでる場合，目的元素肝含肩量に対し，JJ日をる担砕あるい l3 筏射性同位
元和量に応じて次のうつヵ況只られる。 表 1 不足甘量：力枡兒：rJ)．介頬
1) 合肩量に対し，加える訊射杜剛1L元 担体と含扁重の即係

和量心硬で‘3 b. Mxｻ: Mx ̀  M Mx,Ms<<M
2)含届量とほぼ早い l坦叩!JDZ {)。 直1訊 加a n，凡t伯知，
3)含有をに対レ大過界位）阻体t)J訳奴
直袴法で13, 3) ほ不可耗であ恥＇，此比較標嘩試料を用いる文法

疇卓試料と用いる方法 l孔いずれに U •G疇chenk0 ら， M舟ぬ，
翻可能である。この鳩合，それらは， 茫旧らのオ尤
1) が伽shdien !Co らあるいは疇らの方坦麻鱈諷
冦， 2）這体童変‘lじ法，そして 3)が比較 ·鈴令永•項畔
法であなさらに，坦体童変化法凡鈴 •鈴木品zic切ら

M、く＝鮒命，
Mx =(]-l)tv], 

木・エ釦謬ぉよび鈴木あ砂鳴ZiCka の醜
らの履（いわゆる／不足立童周i詞キ・比較法 Mx＝紺 Ms,
釈広）にわげらハも。こハ疇厭宇をjとめて表 1 にホす。これらは．原釦りに粧叙量兄
素0)尺量に適かる比較広を除J I マイ T -JJヽり 3 グロ沢かの足量しこ角．切であ b 。そし之，
これらの方法は，いずれのj馳河））基本的叡乍ば同じである。し「：がって，—反か班法と

し1謬つとしお くどうきょし
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確立すれば，これら叡の不足当量麟虹目的元素m農）要に応じて1更いわげること1J、｀で｀
3 ，広ぃ虐渡菱邸洟って史重pg可｀貶であJoi.
本店で‘(3 ，すでに碓立しにリン毛リプデン飯釘M I B 紅曲勾こよるリン0)不足自量力滋丁

法と用い）表 1 tこ示しに裡a の不足生量か卯去で， 0心etrcl Leaves (SR  M - 1 s7 I)_.  

Spi naしh (5R /V1ー／S70)鯰び｀シリコン中(})リ崎足重達行びう応
2。実験 俎紺軌 Orcho. rcl Leo.ve:s I J'8 5 ℃で 4叩向， Spinach(385 °C ぐ議
叩ど除しに。ジ）コン殿囮， a:s-q rown単即晶および［）ンドーじ＇ング試料（あな卿
ほ，原祈原う炒を用い，シリJン単結晶はJ RR 一 3 如旦唇で24庁可行「かに。この中性
5／崎比 Au-5c tニクとA史用し）号lい17叶胴懇射して評価し，二次的核反応でシリコ
ン7. lーリッ＇］スから庄成する 32pの喜与かと硝正しに。j瓢試料は，J RR  - 2 v -~ぐ‘
町送営毀すと行かに戻験に使用しf皇p 1恥既知重の示、リンと原う炉で照射レ）製産，
しに。

3。足量 叉量結果(})―炒］としこ直杓法による Orcharcl しeaves 中の結県と表2に
ホす， NBS標準訊‘片的） 1) 濯，いずれの方広を用いて V, NB 心の原証I直と一致し「ふ

Table 2 Analytical results of phosphorus in Orchard Leaves by the direct method 

Sample Carrier 
32 
P activity 

Amount of Apparent Chemical Concent-

weight, amount of test separated phosphorus content, content, rat1on, 
32 

of --p sample, from test separated, 

tracer, sample, 

g
 

M, mg A, cpm a, cpm m, mg Mx', mg Mx, mg wt%  

(1) Isotope dilution analysis 

0.4447 

0.4261 

0. 3610 

0. 3096 

0. 3245 

0. 3 659 

0. 3011 

0.3827 

0.3478 

0.222 

0.222 

0.222 

0.222 

0.002 

0.002 

0.002 

0.003 

0.003 

36457 

36457 

36457 

364 57 

3945 

3945 

3945 

5902 

5902 

3986 

3996 

4650 

5249 

686 

593 

786 

874 

1025 

0.118 1.079 
0.118 1.077 
0.118 0.925 

0.118 0.820 

0.118 

0.118 

0.118 

0.118 

0.118 

0.857 

0.851 

0.703 

0.598 

0.679 

0.785 

0.592 

0.797 

0.. 679 

0.19 

0.20 

0.19 

0.19 

0.21 

0.21 

0.20 

0.21 

0.20 

(2) Neutron activation analysis 

0. 3 606 — 39358* 5888 

0.4326 

0.3435 

45403* 

35253* 

5614 

5496 

0.125 

0.125 

0.125 

0.836 

l.Oll 

0.802 

0.23 

0.23 

0:23 

• Calcurated by measuring the activity of 1/10 aliquot of the sample solution. 

Spino.ch, シリコン単結晶中のリン爪t量桔果にフし）豆澤諾鱈。
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1C18 丁丁 Al譴忍鉄の不足当量分雌法

（電電公社茨坂研究角） 0小林健二 1 1籐別

1. 亭
翫鑓材粍中に含委れる徽量の鉄IJ.、機屁l琵疇醗桁（ INAA) で｀ lQ譴な定骨
ばむづかしく帽鯰1こ式らねばなうな）。八て｀、丁TAI謬る鉄の不足当量’分雛法を
撃し I NB5標準ガ｀ラス（ S 町 M-6/7) 中疇の定量に応用した。
｀｀に認）摩叫麟 麦l)n)]合） ＼にふ配疇牛＼
諷疇la 、、、AA （アセ今ルアセトン）、観東躁題[M] 溶燥 爵惰〔ドg]畔［％］
B F A （べ‘シゾイルトリフ lレオ 0 アセトン） 5.4X IO-5 ベンビン 100 82.5 
、 TTA （テ｝イルトリフ 1レオロアセトン） AA ~ 
1 慮姓1応、べ＇ンゼン、り D ロホルム，酢酸エ
初レを使用し、 Fe3t(J)抽認検蒻した。表／ 5.4XIO--65 ouポルA l 
に続県を示す。表よリ、 TTA と酢酸詞ル I.6 八／0 ベンぜン / 00 
の組合わせ松｀、もっとも抽疇の薔）ことぶ'BFA I.IXIO-5 乍酸珈 / 00 
わかった。さうに、匂 D と均〔TTA]かう ＄．ダXIO`6 ーベンゼン I 
調認して応 3 を得た。
不足当量法の検詞
抽出のか材諺Il生
団厄トレーサを用し）、酢酸アンも：：：りム

丁TA

を抑え、 I.I X/0立Mの TTA 噌乍巌エ如レ
にふる Fe3＋の不足当暑オ甜祁）p Hi衣移性を
検討した。 la- 1 に結県を示す。 laよリ、 4 
Fe3+(})柚点の一定なp H領域としてpH 言
5.4-へ 6.3 を碍た。 3 
柚点の再現性 喜
T丁 A →詐酸1.チルによるfe3+(])忍足当 こ

門竺誓峡贋を2;99勾9久賃9 92  
の丁丁 A にぶる厄3+(J)抽出純果を示す。図 I 

よリ届疇における胴どTTA との反
応比は、 Z．之 x ／0-5l'1て｀l~/:3.08){./XIO-s o 

Mでl姦 l.• 3. I6 とな）、戸詞 200µ9-での 4 5 針H 6 ? 

不足当曾抽謡国）立っことか示された， 園］ ら足肖量抽虚のrpH佑唇飩
姦た、ぐ）逗闊函認り再兎性も復＼）こど松

\...へ 1奇やしけんじ．＜どうさよし
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わかった。
3. NBS桃嘩ガラス車の鉄の足量 へ2
NBS楳導ガ｀うズ (SRM-61?) を ミ` 息賛JRR- 3 （熟屯l、生弓東 3X1913 百

x 

呪m~sec) で 265 時間叫性弓照射し 合
¥ 40 日叡却する。照軽瓢I迂、ア 1 レ 羞 l
コールおぷび希硝殿で表酌洗浄の後、摺 号
麟2 !1!~を加える。ア 1し力疇蝕を行 知 9 
なった後、叫に慾解し、 7.5M- H改 し
としMIBK麟ね。オ却出した有椀祖 。 , 
ば、洗逸俊＼ o． IM-H改で逆柚出し、 F計屯讚景（刀g)

眉、下言言平言鱈え：贔：召麟｀｀ 園2 該当景菰成の再現小生
闘詞出する。得られた麟枷 IJ、 1邸、’I ググうンドガスフローカウシターで測定した。
表 21こ、 NBS ガラス中の鉄の定量飩見を NB5保証値とともに示す。表ぶリ、討

斌にふる系も果 l姦、 NBS保証値ど良＜一致した。

表2 NBSカラス中の金文の史量綽泉

•5 
2.2X /OVM 

-3• 
/.IX /0 71 

2
 

試杞 本方 法 NBS係言正儀
史量｛直(pp/I!、単均僧(ppm) (ppm) 

SRM-617 q. 8 
鰭紡級 /0.8 

/0.3 (/は2)
o. 02 ppm 
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